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　船を揺らす波の音が、耳の奥でやさしくこだまする。

　内ない陸りくの居きよ城じようを離はなれた船旅で数年ぶりに聞いたその音は、自身の胸に深く沈しずめた記き憶おくをやさしくくすぐった。しかし、

「なつかしかろう？」

　不ふ意いにかけられた声こわ音ねが、自分をやさしい追つい憶おくから引きもどした。

　短い船旅はすでに終わり、ここはもう他国の皇こう宮ぐうだ。

　男のその言葉は偶ぐう然ぜんにも想いとかさなり、心しん拍ぱく数すうが上がったが、自分はいっさい表に出すことなく記憶を深い淵ふちに沈めた。

　幸こう福ふくな日々を踏ふみにじられたあの日から十年、こうして感情を沈めつづけてきたのだ。いまさらなんの苦でもない。

　いつものように、無言で白はく磁じの仮か面めんをかぶり、感情を消す──そんな自分に男は目を細めると、二に指しの背で銀ぎん糸しの髪かみをどけ、つい、と強こわ張ばる頰ほほをなぞった。

「さて、今回はいつまで澄すましていられるものかな」

　その口ぶりはいたぶるものながら、なぞる手つきはどこまでもやさしく、思わずぞくりと反はん応のうしそうになる。しかし理性でとどめると、反応を示さない自分を見み下おろす目は、反はん感かんをおぼえるどころか満足そうな笑みをたたえていた。

　だがその笑みは嗜し虐ぎやく心しんからくるものでないことを、自分は知っている。

「近いうちに愛いとしい相手と再会できよう。存ぞん分ぶんに楽しむがいい」

　返す言葉はないとばかりに、すい、と男から顔を背そむけると、ちょうど扉とびらが開かれて、準備が整ったことを知らされた。

　控ひかえの間まを出て、衛えい兵へいにかこまれながら色あざやかな白と青のモザイクの廊ろう下かを進む。ひときわ大きな扉の前で足を止めると、扉が押し開かれ、天高いドーム状の謁えつ見けんの間には、数十もの衛兵が左右に立ち並んでいた。

　男は一礼して居い並ならぶ衛兵の間に歩を進めて、室しつ内ない中なかほどで足を止め、自分もまた男に従したがって膝ひざをつく。

「女じよ帝てい陛へい下かには初めて御ぎよ意いを得えます。ヴァルティア王国王おう太たい子し、アレクセルと申します」

　この場の威い圧あつ感かんなど微み塵じんも感じていないかのように、男は滔とう々とうと挨あい拶さつを述べた。

　以前から人を食ったような言げん動どうが目立ったが、それは国内で王太子という絶対的な地位があったればこそだ。

　しかし大国の権力者を前にしても、男の舌ぜつ鋒ぽうが鈍にぶることはなかった。ヴァルティアはアルカダルとくらぶべくもない小国ながら、国の名を負っている者の矜きよう持じは伊だ達てではない。

　そして男は口こう端たんに笑みを浮かべると、胸に手を当てて頭こうべを垂たれた。




「両国の友好の証あかしに、この娘を皇こう帝てい陛下のお側そばにてお仕つかえさせていただければ幸いにございます」




　──波の音はもう聞こえない。

　しかしいまもなお、その波は、水みな底そこに沈んだ心をただ静かに揺らしつづけている。
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「えっ、〈後宮ハレム〉が開かれる!?」

　早朝、アティルが港の商しよう会かい所じよに顔を出すなり飛び込んできたのは、思いがけない報しらせだった。

　後宮というのはアルカダル皇こう帝ていに仕つかえる女の園その、アルカダル帝国の歴れき史しに華を添そえつづけてきた存在だ。しかしこの十年ばかり、理わ由けあって閉ざされている。

「どうして急に？」

「なんでも、ヴァルティア王国が姫を皇帝に献けん上じようしたそうだぜ」

　そう告げたバルザックは、齢よわい五十を超えてなお隆りゆう々りゆうとした太い腕を持つ海の男だ。顔には歴れき戦せんの古傷も多く、一いつ見けん海かい賊ぞくのよう、いまから姫を奪うばいに行く算段をはじめそうな風ふう体ていだが、これでもアルカダル帝国の海商を握にぎる商しよう会かい長ちようだ。

　堅かた気ぎの仕事につく前はヤンチャをしていた──というのが本人の言だが、アティルは前職について訊きいていない。

「ヴァルティア王国の使し者しやって、昨日着いた使者ですか？」

「おうよ。なんでも王おう太たい子しが来たらしいが、国こつ交こうを求める土産みやげに姫を連れてきたそうだ。皇帝陛下も年頃だし、気のきいた手土産じゃねえか」

　アルカダルの現皇帝は幼くして父帝を亡くしたため、生せい母ぼである女帝が政治を執とっている。だが現皇帝の御み世よに移って十年以上がたち、幼よう帝てい扱いされていた皇帝ももう十五、六歳になっているはずだ。結婚適てき齢れい期きにはあと数年、後宮を開く準備をはじめるには頃合いだろう。

（後宮が開かれるってことは────商売繁はん盛じようまちがいなし!?）

　後宮には、次期皇帝たる皇おう子じを儲もうけて外がい戚せきとなることを願う貴族の令嬢はもちろん、人生の一発逆転を狙ねらった平へい民みんの娘たちも一斉に着き飾かざって乗り込む。つまり、高級な布や宝ほう飾しよく品が飛ぶように売れるということだ。

　運がいいことにアティルの属ぞくするシェリーク商会は、金銀宝玉の産出国であるサラフとの交こう易えき路ろを拡かく大だいしたばかり、サラフ王家とのつながりもできているので、流通に融ゆう通づうもつけやすい。

　こと宝飾に関しては、ほかの商人より一歩抜きんでたことになる。単価が高いものだけに、利り幅はばも大きい。

（うわああ……もしかして朝からとんでもない情報を仕入れてしまったんじゃ……）

　予期せぬ好機チヤンスに興奮が湧わき上あがり、アティルは身をふるわせた。『早起きは三フェルトの得』とは偉い大だいなる大商人ドンパパスの言だが、三フェルトどころか三万フェルト、ことによっては三億フェルトの利り益えきを生み出すかもしれない。

（一いつ刻こくも早く手をまわさないと！）

　思わず回れ右して帰りそうになったアティルだったが、

「これで無事ヴァルティアとの航路が開ければ安あん泰たいなんだがなあ」

　と漏もらすバルザックの言を、アティルの耳は聞き逃のがさなかった。

　ヴァルティア国は、アルカダルとは国境を接せつしていないが船で数日という近きん距きよ離り、国交がないため交易もしていなかったが、国交が結ばれれば市場がひろがる。

「ま、現状でもシェリーク商会は商売繁盛で、どの便も積つみ荷にがいっぱいいっぱいみたいだけどな」

「──そう！　ぼくはその話をしに来たんでした！」

　後宮再開の報せに舞い上がって、すっかり用件を忘れていた。ここに顔を出した理由を思い出したアティルは、金の髪かみとターバンをなびかせてテーブルに駆けもどると、身を乗り出した。

「南航路の定期便あいてませんか!?」

「定期便か。美お味いしい販路でも見つけたのかい？」

「やだなあ、もう耳に入っているんでしょう。サラフですよ」

　定期便──海の交易は商会ごとに船を出す場合と、仲間内で寄より合あって船を出す場合、そして国が出している定期便を用もちいる方法がある。

　もちろん商会で船を出せば、積み荷の利益はまるごと商会のものとなり、利幅は大きくなる。

　だが海は事じ故こや遭そう難なんがつきものだ。海賊に遭あって積み荷をごっそり奪うばわれることもあれば、嵐に遭って転てん覆ぷくするおそれもある。その危き険けんを軽けい減げんするために、仲間内で船を出し合って危険負ふ担たんを分散したり、海軍の護ご衛えいつきで国が出している〈定期便〉を利用する。

　定期便は、国の取り分があるので運送費が割高になるが、利益幅の大きいものを運べばより安全に利益を得られる。そして、国から委い託たくをうけて定期便の積せき載さい枠わくを割りふっているのが、この海商商会所だ。

「サラフからの品はやっぱり定期便じゃないと。来年の上じよう納のう金きんはかなり期待してもらえると思いますよ？」

　定期便の割り当て数は、国に納おさめた税金と商工会に納めた上納金によって決まる。国と商会所に多く収めた者が多く利用できる、いたってわかりやすい仕組みだ。

（幸いうちはあまり定期便を使ってなかったし、空きの優ゆう先せん枠わくがあるはず──）

　とアティルが期待していると、バルザックはにやりと口こう端たんを上げた。

「あいにくだなあ。シェリーク商会は優先枠を全部使っちまってるよ」

　その返答に、アティルは思わず素すにもどって叫んだ。

「え!?　なんで!?」

「それは、ハーティがあちこち買い付けに行くたびに、〈臨りん時じ枠わく〉を使ってるからさ」

「────！」

　定期便の枠を臨時で使わせてもらうことのできる臨時枠、それを使うと通常枠を三回利り用ようした扱あつかいになる。アティルの父、ハーティが帰ってきてから数日後に定期便で買い付けの荷が届くことが何度かあったが、それらが臨時枠で届けられたものだったとは思わなかった。

（なんてこと────!?）

「ヤツの目め利ききはたしかだから、臨時枠でも赤字にはなってないだろうが、ま、そういうこった」

（と～う～さ～ま～～～～!!）

　バルザックはツノを生はやしたアティルの頭をぽんぽんと叩くと、「来年の上納金、期き待たいしてるぜ？」と大たい笑しようした。







「ねえねえサフィード！　知ってた!?」

「──なんだ、いきなり」

　屋や敷しきに飛んで帰ったアティル──マィヤが帳ちよう簿ぼを繰くっていたサフィードに詰つめ寄より、ハーティが無断で使っていた臨時枠のことを話すと、店を預あずかるサフィードは、もちろんとばかりにうなずいた。

「旦だん那な様の買い付けはいつもそうだが？」

　その返答にマィヤは　ひぃぃぃぃ！　と頰を押さえた。

「どうしてそんな無む駄だ遣づかい……!!」

　ひとつの無駄が一フェルトの損そん失しつにつながると、仕事の無駄についてとことんうるさいサフィードだ。そんな彼の口から出た言葉とは、とても思えない。

「まあ、旦那様の買い付けは、どこで買い付けるかわからないからこっちから船も出せないし、臨時枠でも毎回きっちり利益が出てるし、無駄遣いではないな。それどころか利益率でいえばそうとうなものだぞ」

　父の買い付けを含む帳簿をとんとんと叩いて淡たん々たんと返すサフィードに、マィヤはがくりとくずれおちた。

（そうよね……父様の目利きは半はん端ぱないものね……）

　本人が運うん送そう費ひや利益率を考えて買い付けているとはこれっぽっちも思えないが、サフィードが計算して結けつ果かが出ているならなにも言えない。そしてその問題の父は、また買い付けの旅に出ている。次はどうやって買い付け品を持ち帰るつもりか、想そう像ぞうするだけでも恐ろしい。

　どうか暴ぼう利りの枠貸しに捕つかまりませんように──と、見習いの子どもをお使いに出したような心配をしていたマィヤは、くわっと顔を上げた。

（定期便が使えないならしかたないわ。次の策てよ！）

「ねえ、サフィード。この機会に船を増やしてみない!?」

「機会？　なにかあったのか？」

「あのね、皇帝陛下の後宮が開かれるかもしれないんですって！」

「……なに？」

　今朝からずっと帳簿と向き合っていたサフィードは、初めて耳にすることだったのだろう。先に情報を得ていた優ゆう越えつ感かんをおぼえながら、マィヤはつづけた。

「昨日ヴァルティアから船が着いたでしょ。それには使者としてヴァルティアの王太子が乗っていて、友ゆう好こうの証あかしにって皇帝陛下に姫を納めたらしいの。皇帝陛下ももう十五、六歳にはおなりでしょ。後宮が開かれるのは時間の問題だし、ここでサラフ航路専せん用ようの船を仕立ててもいいんじゃないかしら」

　宝飾品の類たぐいはやはり海軍護衛付きの定期便で運びたいところだが、枠を使い切ってしまったものはしかたがない。サラフまでの航路はすべて友好国の領りよう海かいだし、沖に出なければ嵐の被ひ害がいもすくない。内ない海かいでも比ひ較かく的てき安全な航路だ。

「幸いうちはサラフとのつながりもできて、ほかの商人より一歩抜きんでている状況だし、こんな有利な条件で戦えるなんてめったにないことだわ。この状況はめいっぱい利用しないと」

（この機会に父さま以上の利益を上げてやるんだから！　そして来年の定期便枠はわたしの自由に使わせてもらうわ！）

　鼻はな息いきを荒くして、いつものように提てい案あん内容について出される課か題だいを待って身み構がまえていたマィヤだったが、サフィードからの切り返しはなかった。それどころかサフィードはいつになく考え込んでいる。

「……サフィード？」

「………」

　しばらくしても動く様子のないサフィードに、マィヤが目の前でひらひらっと手を振ってみると、「──なんだ」と鬱うつ陶とうしそうな目を向けられた。

「あの、サラフ航路の話は……？」

「ああ、それか」

　そしてサフィードはまた思し案あんに入り、そののち告げられたのは予想もしない答えだった。

「その件ならしばらく保ほ留りゆうにしておけ」

（ええ!?）
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「お嬢じよう様さまには、そうですね、あたたかい色のお召めし物ものがよくお似合いですので、色を添える紅榴石ガーネツトなどいかがでしょう？」

　皇こう宮ぐうの白の宮きゆう殿でんに商材を持って訪おとずれていた少年商人アティルは、南国の光を存分に浴あびたオレンジ色の首飾りを手に取り、背後にまわって令嬢の胸元に当ててみた。

「まあ、これが紅榴石なの？」

「ええ。こちらは紅榴石の中でもめずらしい色味を帯おびたお宝い石しになります。紅榴石は今月お生まれの方を嘉よみすると言われておりますから、縁えん起ぎもいいと思いますよ」

「まあ、よく知っているのね」

「ええ。お嬢様のお誕生日をお気にかけていらっしゃる方がおられたものですから」

　途と端たんに、「きゃあ！」と周しゆう囲いが歓かん声せいに包まれた。

　だれだれ!?　とアティルは詰め寄られて、「お客様のことはこれ以上は……」とかわしていると、質しつ問もん責ぜめの対たい象しようはその令嬢へと変わり、令嬢は恥はずかしがりながらもその頰を幸こう福ふく色に染そめていた。

（いいなあ）

　恋に一いつ喜き一いち憂ゆうする彼女たちは純じゆん粋すいに可か愛わいらしいと思う。

（ぼくも一いち応おう女の子なんだけどな……）

　と長い金の髪をターバンで隠かくし、女の子の世界とは縁えん遠どおいアティルの心に浮かんだのは、今朝のサフィードのことだ。あきらかに心ここにあらずといった体ていで、様子がおかしかった。

（どうしたんだろう、サフィード。せっかくの商機チヤンスに乗ってこないなんて。悪いものでも食べたのかな？）

　気がかりではあるが、今日は帳簿と棚たな卸おろし報告書の確かく認にんだけで、あとはずっと屋敷にいるはずだ。具合が悪くなっても屋敷には使用人がいるし、なにかがあればすぐに皇宮まで知らせるよう言い置いてある。連れん絡らくがないということは、なにもないのだろう。

（ま、サフィードが商売から気を抜くなんてありえないか）

　シェリーク商会の後こう継けい者しやとも言われるほどの商才の持ち主だ。商売以外に気を取られることなんてありえない──そう思ったアティルだったが、胸の奥に影かげがよぎった。




　──サフィードはいったい何者なんだろう？




　先日のエシャンの一件のときにも感じたことだ。

　そのときアティルはなにかに気づきかけた気がしたが、追つい及きゆうしまいと決めた。

　過か去このサフィードが何者であってもかまわない。いまここにいてくれるのであれば──

　しかし、いつの日か自分の知らない過去に連れていかれるのではと、そんな心配が付きまとう。

（今朝考えていたのも過去のこと……？）

　サフィードが気がかりで商売に集中できずにいたアティルだが、気がつけばいつの間にか商材はすべて売り切れていた。

（あ、え……？）

　商機を逃さないために、商材はいつも多めに持ち込んでいるというのに、予よ想そう外がいの売れ行きだ。

「みなさま、今日はたくさんお求めでしたね」

　すると令嬢たちは顔を見合わせて、「そりゃあ、ねえ？」と目め配くばせした。

「なんといっても後宮が開かれるかもしれないというお話ですもの」

「うかうかしていられませんわ」

　声に熱のこもる令嬢たちに、アティルは「ああ、そのお話ですか」と微笑ほほえんだ。

「ヴァルティアの使者はよいきっかけを運んでくれましたね」

　長らく閉ざされていたアルカダルの後宮を開くきっかけを与えてくれたのだ。思わぬ商機に恵めぐまれたアティルもだが、女たちの憧あこがれの園を開いてくれたヴァルティアに彼女たちも感かん謝しやしていることだろう──そう思ったのだが、ヴァルティアの名を聞いた瞬しゆん間かん、令嬢たちはいっせいに眉まゆをひそめた。

「我が国もとんだ厄やつ介かい者ものを押しつけられたものね」

（え!?）

「そうよねえ、国を滅ほろぼした女なんて縁えん起ぎでもない……」

（ええ!?）

　どんな顔をしてアルカダルに乗り込んできたんだか、と令嬢たちは鼻息荒くうなずきあっている。

（え、え？　いったいどうなっているんだ？）

　とまどうアティルだったが、その疑ぎ問もんはすぐさま令嬢たちによって解消された。

「ヴァルティアの王女とか言っているけど、本当はファルナスの旧きゆう臣しんの娘でしょ？」

「ファルナスが滅めつ亡ぼうしたのも、その娘の父親が手引きしたせいじゃない」

「たいそうな美び貌ぼうだそうだけど、国を滅ぼすような女はねえ？」

　普段はまったく政治に興きよう味みを示さない彼女たちだというのに、こと後宮となると事じ情じようが別らしい。そしてみな重臣である貴族の令嬢だけあって、本気の彼女たちは異い様ように情報が早かった。

　かしましく話す彼女たちの話をつなぎあわせると、つまりはこうだ。

　──十年ほど前に、軍事国家であるファルナスが隣りん国ごくヴァルティアに征せい服ふくされた。それは内部抗こう争そうに乗じて、とある重臣がヴァルティアを手引きしたためで、その重臣というのが今回アルカダルに送られてきた姫の父親なのだという。

　姫の母がヴァルティアの王族なので、王女というのもあながち噓うそではない。だが現ヴァルティア王の実の娘ではないため国交の証とするには不十分、ファルナスから寝ね返がえった重臣が幅はばを利きかせて娘を王太子妃ひにとうるさいので、ヴァルティア旧勢力が持てあましてアルカダルに送り込んできたのではないか──という話だった。

（はーそんな裏うらがあったんだ……）

　後宮再開の兆きざしを聞いたときには絶ぜつ好こうの商機と思ったが、ただで美味しい話が転がっているわけなかった。今回のヴァルティアの使者の件は、一ひと波は乱らんありそうだ。

（サフィードもその事情を知っていて、サラフ航路の件を懸けん案あんにしたのかな）

　皇帝に納められる姫の情報を先に持ってきたのは自分だというのに、サフィードのほうが状況を正しく把は握あくしていた──それが悔くやしい。

（次は負けないからな……！）

　拳こぶしを固めるアティルの横では、「その女、今度はアルカダルに災わざわいを呼ぶつもりじゃないかしら」と令嬢たちが深くうなずきあっていた。

「そんな災やく厄さいを皇帝陛下にお近づけするわけにはいかないわ！」

「お若い皇帝陛下が魔ま性しようの女の毒どく牙がにかからないように、私たちがお守りしなきゃ！」

　普ふ段だんは王子たちをめぐってけん制せいし合っている令嬢たちだが、相手が皇帝の寵ちようを争おうとしている娘を共きよう通つう敵てきと認識したためか、いつになく一いつ致ち団だん結けつしている。

　女って怖い……とアティルが慄おののいていると、背後から「すこしいいか」と声をかけられた。

「あ、はい」

　完かん全ぜんに気け配はいを消していたこの黒髪長身の青年はタルジュといい、この白の宮殿を預かっている皇宮武ぶ官かんだ。

　タルジュに無言でうながされ、事情がわからないながらもアティルは令嬢たちの群むれからそっと抜け出してあとをついていくと、連れて行かれた先は皇宮武官の詰め所だった。

　隊たい長ちよう相そう当とうの地位にあるためか個室を与あたえられているらしく、その室内は彼の性格を表したがごとく、見事なまでに仕事以外の無駄がなかった。置かれた調度は直角に、すべてがぴしっと整えられている。

（いったいぼくになんの用だろう……）

　タルジュがサフィードと懇こん意いにしていることは気づいているが、アティルとタルジュに接せつ点てんはない。サフィードの勤つとめるシェリーク商会の弟おとうと分ぶんぐらいにしか思われていないはずだ。

　普通に考えたら用件は宝飾品の発はつ注ちゆうだろうが、全身黒ずくめの飾りっけの欠片かけらもないタルジュが宝飾品を欲するとは思えない。

（じゃあ誰だれかへの贈り物？）

　こんな無表情の鉄てつ面めん皮ぴでも二十代半ばの年頃の男性だ。意い中ちゆうの女性がいてもおかしくない、というかこれほど年頃の令嬢が出入りするこの宮殿に勤めていて、ひとりの女性にも心揺らさなかったとしたらそれはそれで問題だ。

（ということは求きゆう愛あいプレゼント!?）

　思いもよらぬ結けつ論ろんにたどり着いたアティルは、心臓をばくばくさせながら、

「どっ、どなたかへの贈り物ですか!?」

　と問うが、タルジュは不ふ審しんそうに眉をわずかに揺らしただけだった。

　そしてやはり表情ひとつ変えることなく口を開いたが、告げられた言葉はアティルがまったく予よ期きせぬものだった。




「おまえにアルカダル皇帝になってもらいたい」

「────────はい？」




　言われた言葉は簡かん潔けつそのもの、難しいことはなにひとつない。予想の範はん疇ちゆうを超えすぎていて受け止めるのに時間がかかってしまったが、受け止めてもなお、理解までは及ばない。

　口をぱくぱくさせるばかりのアティルに、タルジュは「ああそうか」と納なつ得とくすると、足りない言葉を補った。

「おまえにアルカダル皇帝の身み代がわりになって、ヴァルティアの使者と会ってもらいたい、そういうことだ」

「身代わり、ですか」

　それなら納得できないこともない。──だが決定的な問題がひとつある。

「えっと、あの、ぼく、実は女なんですけど……」

　おずおずと切り出してみると、タルジュは眉ひとつ動かすことなく告げた。

「知っている」

「……ですよね」

　白の宮殿にいる王子たちや令嬢たちは、現げん状じよう約一名を除のぞいて、少年商人アティルが〈女〉だということに気づいていない。

　しかしその約一名、サラフ国王子ラフィーカの下もとでアティルは娘姿にもどったことがあり、そのときはどこの貴族令嬢かと騒さわがれても正体を明かさなかったのだが、皇宮武官の眼めはごまかせなかったらしい。

「身代わりを立てるって、ヴァルティアはそれほど危険な相手なんですか？」

　災厄をもたらすと言われる女を近づけるわけにはいかない、という鼻息の荒い令嬢たちの言を信じたわけではなく、タルジュの目的は別のところにあるはずとアティルは切り返したのだが、

「危険なのはヴァルティアよりも国内の反皇帝派だな」

　告げられたのはこれまた予想外の事実で、アティルは小首をかしげた。

「反皇帝派？」

「正確には皇帝に権けん力りよくを握られたくない重臣だ」

「権力を握られたくないって、皇帝陛下が国家権力を握っているのはあたりまえのことなのでは？」

「先帝陛下が急死なされたのは知っているか」

「いえ、物心つく前の話でしたので……。ただお若くして急に亡くなられたとしか」

「そうか。先帝陛下の死し因いんは毒どくによる暗殺だ」

「暗……!?」

　思わず叫びかけて、アティルはあわてて口を押さえた。

　叫んだところで厚い壁かべに阻はばまれて声は漏れないだろうが、悪あしき言葉は悪しき精ジ霊ンを呼び込むと言われる。それが迷めい信しんにすぎないとしても、表おもて沙ざ汰たにしてよいことではない。

　しかし皇帝が暗殺されたなどとは市井しせいには知られていないし、おそらく第一級の国家機き密みつだろうに、タルジュの声こわ音ねは事じ務む連絡をするかのようにあまりに淡々としている。そういう人だとわかっていても恐きよう怖ふをおぼえた。

「……本当ですか」

「ああ。皇帝が国内最大の権力者であることはちがいないが、貴族たちにもさまざまな特とつ権けんを与えている。先帝は革かく新しん的てきな考えの持ち主で、制度を変えて貴族の既き得とく権けん益えきに手をくわえようとしていたらしい。それが気に食わない勢力に消されたという話だ」

　皇宮の闇やみを覗のぞきこんだ気がして、ぞわり、と鳥とり肌はだが立った。

「先代にかぎらず歴代にも暗殺された皇帝はすくなくない。皇宮には何代にもわたって皇帝暗殺の密みつ命めいを受けた一族が入りこんでいるとの噂うわさだ。女帝陛下が後宮を完全に閉めて、女たちを追い出したのもそのあたりに理由があるようだな。だからといって皇宮の人間全員を入れ替えられるはずもなく、暗殺を防ふせぐために、皇帝陛下は表立って姿を現されていないのが現状だ」

「え、じゃあ政務にいらっしゃるのは？」

「いらっしゃっても薄はく紗さの向こう、そしてそれも身代わりにすぎないことは重臣みなが知っている。本当の皇帝陛下の御お姿すがたを知る者は、女帝陛下とその下にいるわずかな女だけ。当然我われ々われも知らない」

「そんな……」

　皇宮が安全な場所でないことはわかっているし、皇帝は先帝のただひとりの遺い児じだ。その皇帝に万一があっては取り返しがつかないのは確かだが、まさか皇宮内がそのようなことになっていようとは思いもしなかった。

「いままでは諸しよ国こくの使者に対して女帝陛下が対たい応おうなされていたが、皇帝陛下ももう幼少だからで済ませられる御お年としでもないからな。はじめて表に出す者として、おまえを女帝陛下が所しよ望もうされた」

「えっ、女帝陛下直じき々じきのご指名ですか!?」

「ああ。おまえが皇宮に出入りしているのをご覧らんになったか、特とく使したちの間で噂になっているのをお耳に入れられたのだろう」

「ぼくが身代わりってことは……」

「皇帝陛下はおまえとおない年だ。皇帝陛下の御姿をご存ぞん知じの女帝陛下が選ばれたとなると、背せ恰かつ好こうも似ているんだろう。この任をまっとうしたあかつきには、褒ほう美びは思いのままだそうだ」

（褒美は思いのまま……）

　契けい約やく相手が女帝陛下となれば、それこそなんでも叶かなえてもらえそうだ──が。

「これって女帝陛下の勅ちよく命めいですよね？」

「そうだな」

「それだけ危険が大きいってことですよね？」

「そうだな」

「もちろん断ことわれませんよね」

「そうだな」

（それって……）

「陛下の代わりに死んで来いってことじゃないんですか────!?」

　思わず叫んだアティルに、タルジュは表情ひとつ変えずに答えた。

「報ほう酬しゆうの受取人はシェリーク商会でいいか」

　──完全に死亡前ぜん提ていの任務だ。
















（……どうせ下っぱ商人なんて捨て石でしょうよ……）

　皇宮商人として仲間内ではそれなりに認められていてもしょせんは商人、大貴族の子し弟ていとは身分がちがう。思わずいじけそうになったアティルだったが、

（だからって、おとなしく殺やられてやるわけにはいかないのよ！）

　相手がヴァルティアだろうと皇宮内にひそむ暗殺者集団だろうと、こちらがおとなしく殺されなければならない義ぎ理りはない。

（捨て石は捨て石でも、河原かわらの石ころ魂だましいを見せてやるわ……！）

　きっ、と顔を上げると、アティルは長身のタルジュを真正面から見上げた。

「ひとつ訊いてもいいですか」

「なんだ」

「タルジュさんは、ファルナスと縁があるんですか」

　その問いに対してタルジュは表情ひとつ揺らさず、そして返答もなかった。

　否ひ定ていはしない、ということだ。

（──それだけで十分）

　タルジュからいきなり告げられた女帝の命、タルジュとサフィードのつながり、そしてヴァルティアの名を聞いたあとのサフィードのおかしな様子──それらすべてがつながっていると考えればつじつまが合う。

　このヴァルティアの一件はサフィードの過去につながっている。そしてこの任が自分に回ってきたというなら、これは自分が果はたすべき役割、乗のり越こえるべき壁だ。

　偉大なる大商人ドンパパスいわく、『荒あら波なみを突き進んで潮しおを割れ』、だ。

　心を強くしたマィヤはタルジュに答えた。

「──その任務、引き受けます」
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　未確認の決けつ済さい書しよを前に、皮ひ紙しを繰るサフィードの手はいつになく滞とどこおっていた。

　原げん因いんはわかっている。今朝マィヤが持ち込んだ情報だ。

『昨日ヴァルティアから船が着いたでしょ。それには使者としてヴァルティアの王太子が乗っていて、友好の証にって皇帝陛下に姫を納めたらしいの』

（ヴァルティアはなにを考えている？）

　ヴァルティアはファルナス公こう国こくを滅ぼしてファルナスの地を乗っ取り、いまも統とう治ちしている。サフィードにとっては因いん縁ねんの相手だ。

　世間的にはファルナス大たい公こう一家は滅んだとされている。だがファルナスの公子が生き延のびて、いまもアルカダルの庇ひ護ごを受けているということは、友好国家間では暗あん黙もくの了りよう解かい事じ項こうだ。

　友好国ではないヴァルティアは知らなかったはずだが、どこかで聞きつけてきたのだろう。そのアルカダルに、ファルナスを滅ぼしたヴァルティアが国交を求めてきた──つまり、ファルナス公子を見限れということか、それとも別の目的があるのか。

　アルカダルがただの親切心でファルナス公子を保ほ護ごしているなら、いともたやすく見限ったことだろう。女帝はそれほど甘い女性ではない。しかしファルナス公子──いまはサフィードと名を変えている自分は、公子を保護するだけの利益、つまりファルナスの将しようを客将として迎むかえている国との同どう盟めいを担たん保ぽするという取引を持ちかけ、その取引は〈特使制度〉という形でアルカダルに益をなしている。

　いまアルカダルがファルナス公子と手を切り、ヴァルティアと手を結んだとして、十年という月日を経て定てい着ちやくしつつある特使制度が揺らぐかどうかわからない。へたをすれば制度だけ使われて、自分は切り捨てられるかもしれない。

　どちらに転ぶかは、いま諸国の客将として迎えられている元ファルナス人たちの諸国における重じゆう要よう度ど次し第だい、そしてすべては女帝の胸ひとつだ。

（女帝の真しん意いはどこにある）

　自分のこの国における政治的価か値ちを推おし量はかるにあたって、自分が女帝のおおきな秘ひ密みつを預かっているのは事実だ。政治的材料として扱いたくはないが、〈彼女〉をこうしていまも任されている以上、女帝の信しん頼らいは勝ち得ている──と思われる。

　彼女をどう育てるかで自分の手しゆ腕わんが測はかられているのだとすれば、申しわけないがその課題に応こたえることはできない。自分にできるのは彼女の意い思しを尊そん重ちようして、彼女がやりたいことを見守るだけだ。

　しかしもし本当に自分の政治的立場が問われているなら、自分はシェリーク商会のサフィードであることを選ぶか、それともファルナス公子であることを選ぶのか──

（……考えてもらちが明かないな）

　読めなさすぎる相手の策さくを考えてもしかたがない。サフィードは首を振ると、もうひとつの問題点に思考を切り替えた。

　サフィードの脳のう裏りにちらついているのは、近海に出しゆつ没ぼつするようになった海賊の噂だ。こちらの情報はマィヤからではなく、べつの筋すじから仕入れたものだ。

　商館の護衛船からの情報によると、その船は足が速く、その動きは訓くん練れんされたかのように統とう制せいが取れているという。

　──ファルナスの残ざん党とうだ、という噂がある。

（そんな馬鹿な）

　自分がアルカダルにいることは、国を通じて主おもだった客将に知らせてある。つまりその者たちがアルカダルの商船に海賊行こう為いを働くことはない。

　万一ファルナス人だと仮か定ていすれば、客将として迎えられず、事情を知らされなかった者たちが海賊に身を落としたのか、それとも知った上で略りやく奪だつを働いているのか──

　ファルナスは、元を正せば傭よう兵へい集団からはじまった国だ。武芸や軍事統率に関しては他国より抜きんでていて、その武力を売り物にしていたほどで、護衛がついているとはいえ、ほとんど水夫で構こう成せいされた商船など襲おそうのは造ぞう作さもないことだ。まだアルカダルの国軍は動いていないが、海商はアルカダルの経済の要かなめ、これ以上商船が襲われるようなことがあれば誅ちゆう罰ばつに出るのは必ひつ至しだ。

　本当にこの海賊行為は元ファルナス人がおこなっているのだろうか。もしそうだとしたら、いまの自分にできることは──

　そのとき、家人の呼ぶ声がサフィードを思し惟いから引きもどした。

「サフィード様、皇宮からご使者が来ております」

「皇宮？」

　何事かと思ったが、マィヤ──アティルが皇宮に伺し候こうしていたことを思い出す。

　そういえばもう夕刻、そろそろ帰ってきてもいい頃だが、まだ帰っていない。サラフの王子に誘さそわれでもしたのだろうか。

　マィヤの側に男を近づけるのは気分がよくないが、相手の気持ちはさておきマィヤは茶飲み友だちの感かん覚かくでいるようだ。サラフの王子は人が良く人じん畜ちく無む害がいだし、皇宮内ではタルジュが目を光らせている。社会勉強の手はじめにはいい相手だろう。

　──だが帰りが遅くなってもいいかといえば、話はべつだ。

　我が家の門限は夕飯時と決まっている。帰りが遅くなるのは許ゆるさない。当主であり父であるハーティから店主代だい行こうを任されているのだから、この決まりごとは絶対だ。

（今度はいったい、なににたぶらかされてるんだ──）

　そう思いながら使者を迎え入れたサフィードだったが、使者の持ってきた文ふみの送り主はタルジュで、そこに記しるされていた内容にサフィードは思わず声をあげた。

「────はあっ!?」
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「──ファルナスは、三百十二年前に起おきた聖せいロマノス帝てい国こくとアルカダル帝国間かんの戦いくさの際さい、パルナと呼ばれる地に傭よう兵へいたちが集つどい、傭兵による街を築きずいたことにはじまります。

　内ない海かい全ぜん域いきを巻き込んだこの戦は、両国の兵が退しりぞいたのちも周しゆう辺へん各国に戦火を残し、ファルナスは各国に傭兵を派は遣けんしました。ファルナスはどちらの陣じん営えいに属ぞくすることもなく、ときには傭兵同士の戦になったといいます。長引く戦せん乱らんに傭兵の需じゆ要ようが増し、二十三年後に時の傭兵王が建けん国こく、フェルネウス一世を名乗ったのが国のはじまりとされ、それから百二十七年後に聖ロマノス教きよう皇こうより大たい公こうの認にん定ていを受け、建国より二百七十六年後に──」




「ちょっと待った────！」

　アティルは思わず声をあげた。

　初しよ老ろうの講こう師しは頭に年ねん表ぴようでも入っているものか、かれこれ半時ほどアルカダルとファルナスの歴史について滔とう々とうと語っていたが、アティルの子犬のようなすがる眼めから限げん界かいを察さつしたらしい。

「それではつづきは昼からにいたしましょうか」と部屋をあとにし、アティルは額ひたいから机つくえに突つっ伏ぷした。

（あああああ、もう無理……頭からこぼれる……）

　本当なら頰ほほをつけたいところだが、横を向けば本当に耳からこぼれ落ちそうだ。

　半人前でも商人のはしくれ、数字にはめっぽう強い。これが宝石の相そう場ばなら砂すなに水がしみ込むようにすーっと頭に入ってくるのに、耳みみ慣なれない知識の波に完全に溺おぼれて、もはや撃げき沈ちん寸すん前ぜんだ。

（う～～～～）

　もうこぼれても知らないとばかりに横を向いて目を開けると、飛び込んできたのは精せい緻ちな装そう飾しよくのほどこされた棚たなだった。そこにぎっしりと詰つめられている分厚い背表紙。それらに囲まれているだけで政せい治じ用語と年代の波が押し寄せてくる気がして、アティルはふらふらと講こう義ぎ室しつをあとにした。

　中庭に出ると、中天ちかくまで上った太陽が庭を照らしていて、アティルは陽光を浴あびる植物のように両手をひろげた。

（あー生き返るー）

　花を模もした大理石の彫ちよう像ぞうから上がる噴ふん水すいはきらきらと陽光をまき散らし、それらが足元を彩いろどるモザイクを、よりいっそうあざやかに見せている。

　おなじ皇こう宮ぐうでもこの宮きゆう殿でんはなにもかも一段と豪ごう勢せいで、特とく使したちの住まうのが〈白の宮殿〉ならここは〈青せい銀ぎんの宮殿〉とも呼ぶべき場所だ。

　白の宮殿とはちがって出入りは厳げん重じゆうに管理されており、部外者が入ることはできない。逆に部外者がいないので宮殿の周囲では気き兼がねする必要もないし、宮殿に入ってしまえばかえって安心だ。

　昨日、女じよ帝ていの命めいを受け入れたアティルは、この青銀の宮殿に通された。皇こう帝ていが住んでいるはずの宮殿だが、まったく生活感はなく、皇帝がここで寝起きしていないのはすぐにわかった。

　はじめはなにもかも立りつ派ぱな調ちよう度どに浮かれて、ひとつひとつ値ね段だんをはじいていたアティルだったが、夜になって純金の湯ゆ桶おけとそこに浮かぶ南なん洋ようの花々を見てあきらめた。アティルの頭の中の算盤そろばんの桁けた数すうを突とつ破ぱしたのだ。

　やけに肌はだ触ざわりのいい寝しん所じよに入って良い香りに包まれて眠りに落ち、今朝準備されていた衣い装しようを見て、考えるのをやめたのは正解だったとあらためて思った。その額がくたるや、宝石の国サラフの王子に着つけられたときの比ではない。

（これが皇帝の普段着だっていうなら、刺し客かくも暗殺なんてしないで、誘ゆう拐かいか追おい剝はぎでもしたほうが絶対楽しい人生を送れると思うんだけどなー）

　宝石は嫌きらいではないし売るのも好きだ。しかし目のくらむような値段であろう宝石も、度を超すとただの綺き麗れいな飴あめ玉だまだ。どうせ皇宮から持ち出せるわけじゃないし……と手持ち無ぶ沙さ汰たに宝石を水すい面めんに映してきらめかせて遊んでいると、ふと聞きなれた竪たて琴ごとの音が届いた。

（あ、この音って……）

　白の宮殿で聞いたのとはちがう調べだが、まちがいない。音に惹ひかれるまま茂しげみを抜けると、大理石の階段のついた池の前で見知った少年が、竪琴に指をすべらせていた。

　瞳ひとみを閉じた白はく磁じの額にやさしくかかる金の髪かみ、穢けがれを知らない白しら魚うおの指。そこから紡つむぎ出されるのは、今日の陽ひ射ざしをそのまま写し取ったかのようなやわらかな光の旋せん律りつ──

　少年、スィルはまさしく天てん賦ぷの才さいを与えられた人間なのだろう。竪琴以外については普通の人より数本抜けていてあぶなっかしいことこのうえないが、この天使のような微笑ほほえみに人の悪意も浄じよう化かされてしまいそうだ。

（そういえばスィルって女帝陛へい下かのお側そばで奏かなでることもあるんだっけ）

「……あの、スィル？」

　竪琴の余よ韻いんが光に溶とけ、しばらく間をおいて話しかけてみると、かなりののち「……はい？」と返事をしてくれた。運よく聞こえていたらしい。

「スィルはここでよく演えん奏そうしているのか？」

「はい……ここの空気は、綺麗で、好きです」

　おなじ皇宮内でも空気が違ちがうんだー……と感心したアティルだが、おそらく常じよう人じんにはわからない程度のちがいだ。

「じゃあスィルは皇帝陛下をお見かけしたことないかな。こんな感じの服を着ている人のはずなんだけど」

「こんな感じの……？」

　スィルはアティルの服を見やり、小首をかしげて考え込むが、答えはない。

「じゃあ女帝陛下のお側で、ぼくやスィルとおない年くらいの少年を見かけたことないかな？」

「少年……？　さあ……？」

　まったく思い当たる節ふしがないらしい。
















　スィルは噓うそをつけるほど器き用ようではないし、もし少年がいたとしても気づいていないだけという可能性が高いだろうが、やはりここに皇帝はいないとみたほうがよさそうだ。

（皇帝陛下ってどんな方かたなんだろう？）

　わかっているのは、自分とおない年で背せ恰かつ好こうも似ているということだけ。思わず誘拐したくなるようなこの立派な衣装は、とても昨日今日のにわか仕立てではない。にもかかわらず女の自分で背せ丈たけ袖そで丈たけがぴったりということは、皇帝は小こ柄がらな方かたなのだろうか。

　ただ背恰好が似ているだけなら本物の男の子のスィルのほうが──と傍かたわらを見やったアティルだったが、すぐに理由を察した。

　年はおなじくらいだが、ぽややんとしすぎていて、とても他人を演じられる器用さはない。

（女によ官かんたちなら見たことあるのかなあ）

　女官はアティルが身代わりだと知っているため、身のまわりの世せ話わは最さい低てい限げんのことしかしない。皇帝に仕つかえているべき自分たちなのに、なぜ一いつ介かいの商人の世話など、という感情がだだ漏もれている。──ということは、彼女たちは本物の皇帝の世話をしている可か能のう性せいが高い。

（うーん、でもぼくに教えてくれそうにないし、特使の人たちも誰だれも皇帝陛下を見たことないっていうし……）

　スィルとおなじ楽師として女帝の側近くに仕えていたエシャンなら、それらしき人物を見かけて記き憶おくしていたかもしれないが、残念ながらすでに彼は祖そ国こくに帰っている。

　皇帝の人となりまではわからなくても、せめてほかの皇こう族ぞくが見られないものか。皇族とはどういった雰ふん囲い気きをまとう人たちなのか、それを知ってすこしでも為い政せい者しやらしい皮をかぶらなければ、相手はヴァルティアの王おう太たい子し、本物の王族の目ですぐに見み破やぶられてしまいそうだ。

（そういえば、白の宮殿にいるクジャクたちはみんな王族なんだっけ。でもみんな性格もばらばらだし、しいていうなら自意識が強いくらいかなあ。ラフィーカ殿でん下かはなんか王族っぽくないし）

　アティルが知っている〈特使〉の中でもっとも大国で、位くらいが高かったのは、伊い那な国の太子だったエシャンだ。

　こんな感じだったかな？　とエシャンを真ま似ねて顎あごをあげてつんとして、下した目め遣づかいに睥へい睨げいするように見み据すえて真似てみたものの、目つきの鋭するどさの足りない自分の顔にはまったく似合わない。

（ううう、どうすればいいんだろ……）

　ほかに見知ったクジャクを真似て池の前で百ひやく面めん相そうをしているうちに、スィルは風のように姿を消してしまい、ひとりで悶もん々もんとして頭を抱えていたアティルは、かつ、とモザイクを踏ふむ音に、はっとふり返った。

　あざやかな青のモザイクの上に立っていたのは、いつもどおり黒ずくめのタルジュ、そしておなじ黒を基き調ちようとした制服を着たサフィードで、その恰好にアティルは思わず目を瞠みはった。

（わあ、王子様だあ……）

　サフィードの服装自体はタルジュとおなじながら、銀装飾で華やかさを増している。タルジュより身分が上の武ぶ官かんの正せい装そうといったところだろうか。

　金銀宝飾の装飾は自分とは比ひ較かくにならないものの、衣装を着せられているだけの自分とはちがってサフィードはその服を着こなして、様になっている。

　サフィードの正装姿に驚いて、思わず素すにもどって見とれていたアティル──マィヤは、「おい」と声をかけられて、はっ、と我われに返った。

「どうして昨日帰ってこなかった」

「えっ、え……それは女帝陛下のご命令で……タルジュさんから聞いてない？」

　しかしその問いは「知ったことか」と一言で切り捨てられた。

「うちの門もん限げんは夕飯時と決まっているだろう」

（もっ、門限!?　叱りどころはそこ……!?）

　たしかに門限は夕飯時と言われているものの、一商家の決めごとと女帝陛下の勅ちよく命めいではくらべものにならない。だが、旦だん那な様からの命は絶対だと言わんばかりの本気のサフィードに、マィヤは「ごめんなさい……」と頭を下げた。

「しかしまたどうしてこんなことに首を突っ込んでるんだ」

「女帝陛下のご命令を断ことわれるわけないでしょ？」

「それで髪まで切ったのか」

「あ、うん。でもべつに無理やり切られたわけじゃなくて、自分から切ってもいいかなって。商人アテイルでいるときも、ターバンからこぼれ落ちるのが心配だったし」

　切ったといっても、襟えり足あしは長めに残して細くひとつに束たばねている。いつもより多めに梳すいてもらったくらいの気持ちだったのだが、

「──綺麗に伸ばしていたものを、もったいない」

「────！」

　その一言に、思わず鼓こ動どうが跳はねた。

（そっ、そんなところ見ていたの!?）

　サフィードはいつもマィヤの頭をくしゃくしゃっと撫なでるばかりで、髪など気にも留とめていないだろうと思っていたのに、思わぬ不ふ意い打うちだ。

（しかも綺麗って！　綺麗って……!!）

　母譲ゆずりの髪は混じりけがない金色で、自分でもけっこう気に入っていたし、女の子らしく念ねんを入れて手入れしていた。だがさすがのサフィードもそのようなことは知らないはずだ。

「こっ、これくらいすぐに伸びるし！　切った髪もちゃんと取ってあるから！」

　動どう揺ようを抑おさえるためにマィヤは言葉をかさねる。切った長い髪は付け毛として使えるようにしてもらってあるので、マィヤ姿にもどるのもなんら問題はない。

「命令で渋しぶ々しぶの任務のわりには、ずいぶん乗り気のようだったな」

（さっきの百面相も見ていたの!?）

　そう気づくと、かあっとさらに恥はずかしさがこみあげてきたが、「そりゃ、やるからには本物を目指すわよ」とマィヤは照れを隠かくすために強気に答えた。

「報ほう酬しゆうは思いのままだっていうし、いつもの商売とはちがうけど、これも立派なお仕事よ」

「だから皇帝になりきろうってか？　──甘いな」

「え？　どういうこと？」

「目指す方ほう向こうはそっちじゃない。アルカダルとヴァルティアにどれほどの国こく力りよく差さがあると思っている。相手が王太子だろうが、アルカダルがその気になれば、皇帝に会わせずに追い返すこともできたはずだ」

「あ……」

　たしかにヴァルティアはファルナスを吞のみ込んだとはいえ、ファルナス自体の国土は狭せまい。現在のヴァルティアでも国土はアルカダルの十分の一にも満たないだろう。ファルナスを奪うばって海を得たことで海かい商しようも行いはじめたが、それでも帝てい都とパイダリエーサの荷に揚あげ量りように届くかどうか。

「とても対たい等とうと呼べる立場でないにもかかわらず、アルカダルはむげに追い返さずに皇帝にまで謁えつ見けんさせるという。その理由はなんだ？」

（えっ、えーっと……）

　いつものようにサフィードから問題を突きつけられて、マィヤはあわてた。皇帝になりきることばかりを考えてその意味を考えていなかった。

「……小国といえども無む視しできないなにかを持っている、とか？」

「なにかとはなんだ」

「う、それは……」

　先ほどの講義で聞いたアルカダル、ヴァルティア、ファルナスの歴れき史しを思い出そうにも、脳のうの奥でぐるぐるするばかりでなにも出てこない。

（そんな、いきなり国家間のことを訊きかれてもわかるはずが……──あ）

　マィヤはふとひらめいたことをそのまま言葉にしてみた。

「ヴァルティアがなにを持っているかわからないから会ってみる……？」

　先ほどの講義によれば、ヴァルティアはファルナスにおける軍ぐん事じ力りよくのように特とく出しゆつしたなにかはない。しいていえば毛糸や革かわなどの加か工こうに優れた技術を持っているくらいのものだろうか。国力としてはアルカダルにしてみれば恐おそるるに足りない小国、しかし小国といえども政治的に大きな意味を持つ場合もある。

　いまの時期にヴァルティアがアルカダルに友ゆう好こうを求めてきた理由、それがなんなのかをアルカダルが知ろうとしているとすれば。

「身代わりになって陛下の御おん身みを守るだけではなくて、ヴァルティアの狙ねらいを探るのがわたしの務つとめ……ってこと？」

　考えながらとつとつと告げると、「まあそんなところだろうな」とサフィードはうなずいた。

（ああ、だから耳からこぼれそうなほどの知ち識しきを詰め込もうとしていたのね……）

　ただの身代わり人形なら、綺麗に飾かざり立たてて置いておけばそれでいい。しかし自分に課かせられていたのはそうではなかったのだ。

「もちろんおまえひとりに期き待たいされているわけじゃない。周りで使者の言げん動どうを探っている者たちもいるし、裏でヴァルティアの状況を調べている者もいるだろう。おまえの一番の仕事は時間稼かせぎ、それと適当に政治的な話をつないで相手から情報を引き出すことだろうな」

（それってすごく難むずかしいんじゃ……）

　とんでもないことを引き受けてしまったのではと、マィヤはうなる。しかし、

「だがまあ、おまえなら得とく意い分ぶん野やだろう」

「え？　どうして？」

　するとサフィードはマィヤを指さした。指の先を追ってうつむくと、目に留まったのは立派な皇帝の衣装だ。

「少年になること。商人になること。相手の望のぞむ姿を演じるのは、いつもしていることだろう？」

（あ！）

　たしかに皇宮商人の娘〈マィヤ〉ではなく、少年商人見習い〈アティル〉でいること──相手を観かん察さつし、相手の望む姿をふるまうことは普段からしている。今回は自分が商人ではなく皇帝に、相手が商売客ではなく王太子に変わっただけのことだ。

（──それならできる）

「危険を伴ともなう任務だが、女帝の命っていうなら断って帰った時点で死し刑けいになりかねないからな。俺もヴァルティアの使者の謁見のときには立ち合う。だが長居は無用だ。へたに深入りして知らなくてもいいことまで知ってしまったら消されかねないからな。

　おまえは自分の身を守りつつ任務を果たしながら、身代わりから降おりる頃合いを見はからっていろ」

　そんなサフィードの言に先ほどまで失うしないかけていた光を瞳に取りもどすと、マィヤ──アティルは挑ちよう戦せん的てきな光をきらめかせてサフィードを見上げた。

「ありがとうサフィード、おかげでふっきれたよ。報酬はなにがいいか考えておいてくれるかい？」
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　アルカダル皇帝とヴァルティア王太子の対たい面めんの席が設もうけられたのは、それから数日後のことだった。

　いままで諸国の使者に対しても公式な場で対面していないという事情を鑑かんがみて、貴族が居い並ならぶ場ではなく、皇帝が私的に宮殿に招いて対面を許ゆるしたという形だ。

　結局アティルは本物の皇帝には会えずじまいだったが、毎日装飾きらびやかな衣装とまばゆい調度に囲まれて暮くらしているうちに、この場になじむことができた。

　背はい後ごに皇宮武官の正装姿のサフィードとタルジュを従したがえていても、初日に感じた圧あつ迫ぱく感かんはもうない。

（ここが私の居場所──彼らの主）

「ヴァルティア王太子アレクセル様、おいでになりました」

　侍じ官かんの報しらせにアティルは厚い天鵞絨ビロード敷じきの椅い子すにもたれかかったまま鷹おう揚ようにうなずくと、口こう端たんに微び笑しようを浮かべた。

（──演えん技ぎ、開始）







　侍官によって扉とびらが押し開かれると、その先にはひとりの青年が腰を折おって礼を取っていた。

「偉い大だいなるアルカダル帝国皇帝陛下に初めて御ぎよ意いを得えます。ヴァルティア王が一いつ子し、アレクセルと申します」

　青年は顔を上げ、左胸に手を当ててよどみないアルカダル語で言ごん上じようした。

　年は二は十た歳ちばかり、実じつ際さいは十八でサフィードとおない年、背丈も肩かた幅はばもサフィードとさほど変わらず、王族にしてはよく鍛きたえてあるほうだ。砂さ岩がんの大地の生まれらしく、灼やけた肌がたくましさを感じさせる。

　髪は燃える夕焼けのような赤茶色、整った面おもてに浮かべた微笑は人が良さそうながら、髪とおなじ赤みの強い夕焼け色の瞳には理り知ち的てきな光があった。

　第一印象はよくいえば意い思しが強そうながらさわやか、悪くいえば軽けい薄はくといったところか。瞳の奥の抜け目ない光、それを隠す作りものの笑顔と鷹揚さは白の宮殿でよく見る類たぐいのものだ。

（うん、やっぱりクジャクの一種だな）

　大勢の王子と接せつしてみて想そう定ていをおおきく外れなかったヴァルティア王太子に、アティルはにこやかな笑みを浮かべて立ち上がった。

「アレクセル王子、よく我が国へおいでくだされた」

　こちらも一点の警けい戒かい心しんもない晴れやかな顔を作る。皇帝は一歩も皇宮の外に出たことがない、外がい界かいを知らぬ箱庭の人間だ。安全が保ほ証しようされた者ばかりに囲まれた平へい穏おんの日々で、人を疑うことを知らない笑顔。

　しかしアティルは歩み出しつつも数歩で足を止めた。御ご前ぜんまで進み出るのは、当然相手がなすべきことだからだ。アレクセルもそれを悟り、いま一度一礼すると室内に足を踏み入れる。そして中ほどをすぎ、手を伸ばして届くまであと数歩という地点で、アティルはすっと息を吞んだ。

　アティルの呼こ吸きゆうひとつでその場の空気が固まる。それを察して皇宮武官として両りよう端はしに控ひかえるふたりの重じゆう心しんが動いた。アレクセルもそれを察し、その場で足を止める。

　アティルとの距きよ離りはおよそ三歩半、それは踏み出して斬きりこまれても届かない間合いだ。いまのアレクセルは武器を佩はいていないが、生まれたときから刷すりこまれている他者との距離、それをアレクセルに感じ取らせたのだ。そのうえでアティルは足を踏み出しはじめる。

　背後の二人が警戒心を募つのらせながら付き従うアティルに対し、アレクセルはその場で再度腰を折った。

「玉ぎよく顔がんを拝はいしたてまつり光こう栄えいにございます。皇帝陛下」

（──信じた！）

　相手に偽にせ者ものだと気どらせないこと、それができた時点で大きな関かん門もんを越えたもおなじだ。

「我が国まで王子みずからご足そく労ろういただき、いたみいります」

　アティルはラフィーカのようにおおらかに、それでいながらエシャンのように警戒心をひそませながら告げた。

　白の宮殿で王子たちと接して感じたことは、アティルの中で息づいている。

「恐れ入ります。すべてはアルカダルとの御ご縁えんを願う一心にございます。これからの両国の発はつ展てんのために親しくしていただければと」

「内海の平へい和わにつながるのであればありがたいお話です」

「内海は我が国にとっても宝、海を越えてつながっている貴き国こくと正式に国こつ交こうを結びたいと願っております」

「その件につきましては、各国との事じ情じようも鑑みる必要もありますのでこの場では」

　国交締てい結けつについては返答しかねる、そうアティルはにこやかな笑顔を揺らすことなく告げると、「左様にございますか」とアレクセルはうなずいた。

「女帝陛下もそのように仰おおせでした。我が国といたしましては皇帝陛下に末永く親しくしていただければと、国より連れてまいった者がおりまして、ご挨あい拶さつをお許しいただければ幸いにございます」

（──来た）

　アティルがひとつうなずくと、アレクセルはふり返って「かの者を」と告げる。命を受けた侍官が扉を開けるとそこにはひとりの娘が控えていた。

　年は十七、八、少女から女性に変わりつつある年頃で、体つきも少女特とく有ゆうの細さから脱だつ却きやくしつつある。陽に灼けたアレクセルとは対照的に、白磁のような頰を覆おおうのは雲間から射す月の光のように細くまっすぐな銀の髪、瞳を伏せつつもそこに恐れや怯おびえはなく、その立ち居には彼女の落ちついた性格が垣かい間ま見みえた。身にまとう衣装や装飾も豪ごう奢しやではないものの、楚そ々そとした娘の雰囲気によく合っている。

「これへ」とアレクセルが呼ぶと、娘は一礼して顔を伏せたまま部屋に足を踏み入れ、アレクセルの傍らで足を止める。

　そして娘が再度一礼して面おもてを上げると、その場の空気が止まった。




　──吸い込まれるような濃のう紺こんの瞳。




　海に出たことがある者なら一度は目にしたことのある深い海の青。蒼そう天てんの下に船を力強く揺り動かすおおきな波、白いしぶきを寄せてなおふたたび染そまる海そのものの色──

　思わず呼い吸きを忘れたアティルだったが、興味深く窺うかがうアレクセルの視線を感じて我に返った。

「──これはお美しい姫ですね」

　アティルの言にアレクセルは満足げにうなずき、彼にうながされて娘は口を開いた。

「はじめて御意を得ます、皇帝陛下。ヴァルティア王おう妹まいが娘、イリアと申します」
















　彼女の発音は完かん璧ぺきで、透とう明めいさがありながら落ち着いた声こわ音ねは知ち性せいを感じさせるものだった。ここ数日で数多くの女官と接したアティルだが、アルカダルの皇宮が誇ほこる才さい女じよ集団の女官の中にもこれほどの令れい嬢じようはほとんどいない。

（さすが魔ま性しようの女って言われるだけあるな）

「陛下のお目にかなって光栄です。貴国と我が国との友好の証あかしにこの者をお側に置いていただければ幸いにございます」

　アレクセルはこの姫を使ってなにをするつもりなのか。ただの色いろ仕じ掛かけだけではなさそうだとアティルは心の中で喝かつを入れなおし、慎しん重ちように言葉を選んで口に乗せた。

「アレクセル王子も、我が国の制せい度どについてはご存ぞん知じでしょう」

「無む論ろん。アルカダル歴れき代だい皇帝は後宮ハレムをお持ちで、美女や才女を集めたさながら宝石箱のようだとお聞きしております」

　宝石箱とは的まとを射いた言葉だ。王族であろうと奴ど隷れい娘であろうと後宮の女は皇帝の所しよ有ゆう物ぶつ、女の地位は持ち主である皇帝の天てん寵ちよう次し第だいで決まる。

「後宮はただいま閉ざされており、私は私的に女性を置くことはできません。王族の姫を一侍じ女じよとして扱あつかうわけにはまいりますまい」

　するとアレクセルは口端に笑みを浮かべ、「花を愛めでることさえ女帝陛下おははうえ次第、ということですか」と告げた。揶や揄ゆにも似た言だ。

「陛下とて時には好このむ花を愛でたいこともございましょう？」

　アレクセルはいたずらに誘さそうような笑みを向けてきたが、残念ながら中身が女のアティルには身におぼえのない感情だ。しかしながら男ならば心動かされるものもあるだろうと、曖あい昧まいな笑みを返した。

「花には花の咲くべきところがございましょう。このように美しき花を日ひ陰かげに置くのはしのびない」

「なにを仰せになります。国を照らす陛下のお目にかけていただければ、花はより美しく咲きましょう」

　アレクセルは慣なれたものでさらりと切り返した。その瞳からはイリアの美び貌ぼうに対する絶ぜつ対たい的てきな自信が窺える。

（そりゃたしかに男なら側に置きたいって思うだろうなあ）

　しかもヴァルティアの一いつ夫ぷ一いつ婦ぷ制とはちがい、アルカダル皇帝は幾いく人にんでも女を置ける。すこしでも気に入れば後宮に納めてしまえばいい。

　侍女でもかまわないと遠まわしに言われて、どうしたものかとアティルが思し案あんしていると、アレクセルがふっと笑みを浮かべて「ではこういたしましょう」と切り出した。

「陛下のさらなるご信しん認にんを得るために、女帝陛下がお気にかけておられた海かい賊ぞくの一件、我らにお任せくださいませ」

（海賊？　なんだそれ）

　そのようなことはアティルの耳に届いていないが、知らないことをアレクセルに悟さとられるわけにはいかないので、平へい然ぜんとした表情はくずさない。

「我がヴァルティア軍が、我らの海を荒らす海賊を誅ちゆう罰ばつしてご覧らんにいれましょう」

　一礼して上うわ目め遣いに自信を覗のぞかせるアレクセルに、

「そうですか。よき報せを届ければ母も喜よろこびましょう」

　仮に女帝の望みを叶かなえたところで国交を結ぶわけではない、そう暗に示しながら曖昧な言葉で流すと、あとは他た愛わいない会話で会見はしまいとなって、アレクセルとイリアが下がって扉が閉ざされるなり、アティル──マィヤはほぅと息をついた。

（なんとか躱かわせたかしら……）

　こちらから言げん質ちを与えることはなく、アルカダルの今後に関わる失しつ言げんもなかったはずだ。

「ねえサフィード、こんな感じでよかったかしら？」

　しかしふり返るとサフィードはじっと扉を見つめていた。

（え、どうしたの？）

　サフィードは声をかけられたことにさえ気づいた様子はない。

　こんなにすぐ目の前にいても見えていないものかと、再度呼びかけようとしたとき、ようやく視し線せんに気づいたサフィードは何事もなかったように言を継ついだ。

「ああ、うまく躱したな。なかなか上じよう出で来きだった」

　そう告げるサフィードはいつもと変わらないが、先ほどの違い和わ感かんは気のせいではない。

「あんまり聞き出せなかったけれど大だい丈じよう夫ぶだった？」

「それは陰かげで聞き耳をたてていた奴らがなんとかするだろ。それにこっちに伝わっていない情報もあったしな」

　よくやったとねぎらうようにサフィードは頭にぽんと手を乗せる。

　いつものしぐさにほっとしかけたマィヤだったが、

「だがそのあたりのすり合わせができていないと今後に障さわるな」

　事情を聞いてくるからおまえは休んでいろ。そう言うなりサフィードはマィヤの脇わきをすり抜けた。

（サフィード……？）

　いつものしぐさ、いつもの声音。しかしタルジュとともに立ち去る背中を見送りながら、マィヤの胸の奥では疑念が渦うず巻まいていた。

（サフィードはいったいなにを見ていたの？）
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　タルジュの執しつ務む室しつにもどるなり、サフィードはどさり、と音を立てて長椅子に座りこんだ。

「大丈夫ですか」

　タルジュが傍らで膝ひざを折り気遣わしげに覗きこんできて、「見られたらどうする」と指し摘てきするとふたたび立ち上がった。

　本当に見られていたなら、どうして〈商人〉の自分がおおきな態たい度どを取っているのか、と真っ先に指摘されそうなものだが、いまのタルジュはそこまで頭がまわっていないらしい。

「まさかイリア様がおいでになろうとは……女帝陛下も姫のお立場をご存知のはずだというのに」

　タルジュは顔に似合わず、内心動揺しているらしい。

「もちろん知った上でやったんだろうさ」

　まあ自分も似たようなものか、とサフィードは苦笑しながらあっけらかんと告げると、タルジュは眉まゆをひそめた。

「……殿下は驚かれなかったのですか？」

「殿下もよせ。俺も驚かなかったわけじゃないさ。だが女帝に一いつ杯ぱい喰くわされたことのほうが驚いたな」

「女帝陛下に？」

「ああ。イリアのことを俺やおまえに伝える機き会かいなら、いくらでもあった。しかしあえて言わなかった、ということはつまりはそういうことだろう」

　他国と国交を求めるにあたっては、人質は国主と直ちよく接せつ血のつながった者を送るのが慣かん例れいとなっている。つまりは実じつ子しだ。現に白の宮殿にいる特使たちは歴代国王の子し息そくばかり、アレクセルが連れてきたという姫もヴァルティア王の娘だと思って疑わなかった。

　この宮殿に入って数日、その先入観を訂てい正せいできなかったのは、徹てつ底ていした女帝の情報管理ゆえだ。まだ宮殿外にいたほうが噂うわさから彼女イリアのことを知ることができただろう。

（俺を早くに宮殿に呼び寄せたのはそのためか）

　ヴァルティアの姫の情報が飛び交う前に自分を宮殿に押し込め、外部からの情報を遮しや断だんする。皇宮は情報統とう制せいされた魔ま窟くつ──わかっていたはずなのに、いざ実際にやられると、その徹底ぶりを思い知らされる。

「女帝は当然俺とイリアとの関係を知っていた。だからこそ女帝はマィヤを皇帝の身代わりに立てて、俺を皇宮に引きずりこんだというわけだ」

　はじめはなぜ、マィヤを皇帝の身代わりに立てるような危険な真似をするのかと思っていた。女帝の娘の存在を皇宮内で知る者はいないし、せいぜい皇宮に出入りする一商人が身代わりに立てられて不ふ憫びんなこと程度の認識、女帝や皇帝との血けつ縁えんを疑う者はいない。

　しかし皇帝だと思い込んだヴァルティアが行動に起こしたなら、身代わりのマィヤが危険にさらされる。マィヤを守るために皇宮外に出したはずの女帝がなぜ、と驚いたものだが、イリアが姿を見せたことで得とく心しんがいった。

　つまり試ためされていたのはマィヤではなく自分──今回のヴァルティアに対して、ファルナスの公子としてどうするかを突きつけられていたというわけだ。

　当然、自分はヴァルティアの一件の片が付くまで皇宮に足止めされる。店に残ったマィヤを守る者がいなくなる。それならばマィヤもこの一件に巻きこんで、皇宮に置いておけばいいという算さん段だんだ。

　自分がヴァルティアの問題と並へい行こうしてマィヤの身を守ることは当然の大だい前ぜん提てい、まったくもってしたたかな女ひ性とだと、もはや苦笑しか出てこない。

「この一件、いかがなさるおつもりですか」

「いかがもなにも、ヴァルティアがなにを仕掛けるつもりか探るしかないだろう。それが女帝陛下のご意思のようだからな」

「イリア様はどうなされるおつもりです」

「国の駆け引きに巻きこまれて気の毒どくだとは思うが、ヴァルティア王の庇ひ護ご下かにある以上、政せい略りやくの駒こまにされるのはしかたがないな」

「それだけ、にございますか？」

「ほかになにがある？」

「殿下はイリア様と……」

　気遣わしげなタルジュに、サフィードは微笑をこぼした。

「イリアが俺の〈婚こん約やく者しや〉だったのは事実だけどな。──もう昔のことだ」

　ファルナス公子と重臣の娘イリアの婚約は政略上結ばれたもの、生まれたときから決まっていたことだ。

　おない年の彼女とは物心ついたころからすでにともにいて、よく王宮で遊び、おなじ師について学んだ。イリアは幼いころから理知的で才さい長たけており、将来もずっと彼女が自分の傍らにいてくれることを頼もしく思っていた──王都が陥かん落らくしたあのときまでは。

　彼女の父も、ファルナスを滅ぼそうという意い図とがあったわけではない。しかし国内の内ない紛ふんを収めるために妻の実家にあたるヴァルティア軍を引き入れ、手た綱づなを引くことができないまま、結けつ果か的てきにファルナス滅めつ亡ぼうを招いた。そしてヴァルティアの臣として生きることを選んだというなら、もはや彼女との婚約にはなんの意味もない。

「いまの俺たちは婚約者同士でもなんでもない。敵だということはイリアもわかっているさ」

　彼女は皇帝の背後に控えていた自分に目をとめた。彼女は当然タルジュとも面めん識しきがある。十年ぶりとはいえ、自分とタルジュのふたりがそろっていて、誰だか気づかなかったということはないはずだ。

　しかし彼女は表情ひとつ揺らすことはなかった。彼女もまた過去と決けつ別べつし、ヴァルティア王の姪めいという新たな人生を歩みはじめている。

「だがイリアが敵にまわるとなると厄やつ介かいだな……」

　いまの自分はファルナス再さい興こうを望む公子、イリアはファルナスを征せい服ふくしたヴァルティアの姫。たびたび政治の議ぎ論ろんを交かわしていた自分たちは、おたがいの性格もわかっているし、思考のクセも知っている。読まれていないのはアルカダルに来て成長した分だが、正直さほど変わっていない気がする。どれほど時が経たとうと自分は自分、その核かくを知っている厄介な相手だ。

　しかしそのとき、めずらしく自じ発はつ的てきにタルジュが言葉を挟はさんだ。

「──イリア様ははたして敵でしょうか」

「なに？」

「かの政せい変へんは、イリア様が望んで起きたものではございません。もしイリア様の御お心こころがお変わりないならば、けっして殿下の敵になるようなことは」

「なんだ、いつになく楽観的だな？　おまえらしくもない。いつでも最悪の事態を想定して備えているのが皇宮武官の務めだろうに」

　タルジュの言を軽口の揶揄でさえぎったものの、

「私はただ、在ありし日のお二ふた方かたを知っているだけにございます」

　まっすぐに返すタルジュに、サフィードは「そうだったかな」と言葉を濁にごして天てん井じようを仰あおいだ。

　──サフィードとて忘れたわけではない。

　たしかにあのころの自分たちは仲が良かった。幼いなりに将来の伴はん侶りよだと意識していたし、おそらくたがいに情もあった。

　しかしいまの自分は、彼女が以前のまま、という甘い期待に寄りかかることはできない。

　過去と現在のふたりの間に横たわるのは祖国の滅亡と両親の死、それはあまりにも大きすぎる溝みぞだ。まだそれらを昔のことだと流せるほど傷は癒いえていない。時が癒やしてくれるとも思っていない。これは生しよう涯がい自分が負ってゆくべき傷、ふたりを永遠に隔へだてつづけるものだ。

「殿下、イリア様の件は私におあずけいただけないでしょうか」

「あずかってどうする」

「イリア様が変わらずにいらっしゃるなら、ヴァルティアの狙いをお話しくださるかもしれません」

　そんな甘い女かな、とサフィードはごちる。情に厚い女だったが、理性よりも優先させることはなかった。目的のために情を割り切れる女だ。

「まあおまえが望むというなら俺にやめろということはできないし、可能性がないわけではない以上、ためす価値はあるだろうしな」

　あくまでヴァルティア問題の解かい決けつ手しゆ段だんとして扱うサフィードをタルジュは「殿下」とたしなめたが、いまの自分に言えるのはここまでだ。

　いまのイリアは敵か味方か──優しい過去にすがりたいなどと言えば、いまの自分が揺らぐ。

「ああ、探りを入れるなら海賊の一件も聞いておいてくれ。これ以上、情報を遮断されたまま動くのは厳きびしいんでな」

　話はここまでだとばかりにサフィードはタルジュにひらひらと手を振った。
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　ひとり部屋に取り残されたマィヤは、天鵞絨敷きの椅子にふたたび腰を下ろした。

　すこしうなだれ、先ほどの皇帝の威い厳げんはかけらも見当たらない。マィヤの頭に重くのしかかっているのは先ほどの光こう景けいだ。

（サフィードはいったいなにを見ていたの？）

　サフィードが思し惟いにとらわれるのは、今回がはじめてではない。数日前、サラフの新航こう路ろの話を持ち出したときもそうだった。

（今回サフィードの意識を捕らえていたのはアレクセル王子？　それともイリア姫？）

　あの目は知らない相手を見るものではなかった。思いがけない再さい会かいだということだろうか。しかも良りよう好こうな関係の相手を見る目でもなかった。ヴァルティア王太子との謁見はあらかじめ知らされていたこと、だとすればサフィードが思いがけなく会ってしまったのはアレクセルではなく、イリアということになる。

（サフィードはイリア姫と知り合いだったの？）

　サフィードも交こう易えきのために他国に渡っているが、国交のないヴァルティアには行っていない。だとすると知り合ったのは商人となる前──シェリーク商会に来る前だろうか。そのころのイリアはヴァルティアではなく、ファルナス貴族の令嬢だったはずだ。

（ファルナス──）

　その響ひびきにマィヤの身がふるえた。タルジュに聞いても答えてもらえなかった、けれども無言で肯こう定ていされた国だ。

　講師いわく、ファルナスは傭兵が興した国で武ぶ芸げいに秀ひいで、約十年前に征服したヴァルティアの支配をよしとしなかった旧きゆう臣しんは周辺諸国に散り、客きやく将しようとして迎むかえられたという。タルジュもそのうちのひとりだろう。そしてタルジュと面識のあるサフィードもおそらくその所縁ゆかりの者だ。

（サフィードはイリア姫の騎き士しだった、とか？）

　サフィードの武術の腕前はよく知っているし、先日皇宮武官の正装をしたサフィードを見たときにマィヤが驚いたのも、予想外にサフィードが現れたためだけではない。普段は商人として気安い服装で無む造ぞう作さに巻いたターバンを海風になびかせているというのに、はじめて着たはずの武官の正装姿があまりによく似合っていたためだ。

　自分のように演技していたわけではない。だというのに自然と着こなした正装──そういう服装がはじめてではないのだと、気づいてしまった。

（──わかっていたことじゃない）

　この任務を持ちかけられた際、サフィードの過去につながるかもしれないと直ちよつ感かんしたから話を受けた。自分の知らないサフィードの過去に触ふれればいままでのようにはいられない、いまのサフィードが遠く感じるかもしれないと、覚かく悟ごはしていたはずだ。

（それでも、知りたいって思ったんだもの）

　知らない過去に怯えて暮らすくらいなら自分から知りたい、知ろうと決めた。

　怖がっている場合ではないとマィヤがぎゅっと拳こぶしを握りしめたとき、ノック音がして、タルジュがもどってきた。

「タルジュさんだけですか？　あの、サフィードは？」

「商会の仕事ですこし外すそうだ」

（イリア姫のところじゃないんだ……）

　たしかに店主のハーティが不在のいま、店主代理のサフィードまで店から離はなれれば、シェリーク商会の仕事に支し障しようが出かねない。

　だが行き先が商会の仕事と知ったマィヤはほっとした。

　サフィードはちゃんと店のことを考えてくれている、それはこれからも店に──自分の側にいてくれるということだ。

「そうなんですね。海賊のこと、なにかわかりました？」

「ああ。最近海賊が内海を荒らすようになって、商しよう船せんに犠ぎ牲せいが出ているらしい。ヴァルティア近郊の西の海域に出しゆつ没ぼつしていたため、東湾の我が国の被害はすくなかったが、西の警けい備び強化にともなって出没範はん囲いが東に寄ってきたそうだ。女帝陛下はそれを懸け念ねんして、西から来たヴァルティア王太子に話を振ったようだな」

　国交の大きな目的は交易だ。たしかにアルカダルとヴァルティアが交易をはじめるにあたって、その間に出没する海賊はおおきな障りとなる。

「海賊についてはヴァルティア側が請うけ負おったのだから、こちらはただ討とう伐ばつ報告を待てばいい。おまえにはほかにしてもらうことができた」

「ほかに？」

「ああ。イリア姫と接触して、ヴァルティアの内情を聞き出してもらいたい」

「えっ、イリア姫から……？」

　サフィードがイリアと接触したわけではないとわかった途と端たん、その仕事は自分に回ってきた。

　王太子であり、抜け目もなさそうなアレクセルから聞き出すのは難しい。それならばイリアからという考えなのだろうが、姫とはいえイリアもずいぶん聡さとい目をしていた。

　イリアから探るのも難しいのでは……とマィヤが上目遣いに窺うと、タルジュが思いがけないことを告げた。

「イリア姫はかならずしも敵というわけではない。ファルナス公子の婚約者だった御お方かただからな」

「えっ!?　公子の婚約者!?」

　マィヤは思わず声を上げた。

　ファルナスはイリアの父のせいで滅ほろぼされたと聞いている。アルカダルとはちがってファルナス大公に大たい公こう妃ひはひとり、公子の婚約者ならば次期大公妃と決まっていたようなものだ。いずれは大公の外がい祖そ父ふにもなれたはずだというのに、なぜ祖国を滅ぼすような真似をしたのか。

「公子と姫の仲がお悪かった、とか？」

「そのようなことはないが、内乱の際にヴァルティア軍を引き入れたことで、意図せず国を滅ぼすことになってしまったようだな。姫にとっても望まぬ事じ態たいだっただろう。姫はいま、母方の縁で征服国ヴァルティアの庇護を受けているが、それが姫の意思に沿そうものかどうかわからない。仮にヴァルティアの庇護下を離れたいと望んでいるなら、姫にとってこのアルカダル行きは願ってもない好こう機きだ」

「姫がアルカダルに亡ぼう命めいを求めていらっしゃるかもしれないと？」

「その可能性も否ひ定ていできないということだ」

「………」

　──たいそうな美貌だそうだけど、国を滅ぼすような女はねえ？

　──その女、今度はアルカダルに災わざわいを呼ぶつもりじゃないかしら。

　白の宮殿での令嬢たちの言を鵜う吞のみにして、イリアはヴァルティアの手先としてアルカダル皇帝に取り入ろうとしているのだとばかり思っていた。

　だが彼女もまたヴァルティアに征服された側の被ひ害がい者しやなのだとしたら？　祖国を滅ぼしたヴァルティアに一いつ矢し報むくいたいと願っていたなら？

　知りたい──そう心が騒さわいだ。

　彼女は占せん領りよう国こくに鞍くら替がえした策さく士しなのか、それとも望まずして婚約者と引き裂かれた不ふ運うんの姫君なのか。あの深い海のような瞳の奥に、彼女はいったいどのような感情を沈しずめているのだろう。

（この目でたしかめなきゃ）

「わかりました。イリア姫からお話を聞けるよう努ど力りよくします」

「頼んだぞ」

「でも、〈皇帝陛下〉の側に女性を置くのはまずいですよね……？」

　マィヤの側にイリアを置いてもまかりまちがっても子ができるわけがないが、外部の者はそうは思わない。貴族たちから見れば皇帝の身代わり男が異い国こくの姫を侍はべらせているようなもの、アルカダルの宮きゆう廷てい内ないが大騒ぎになりかねない。

（お話しするときにほかの男の人が同席していてくれればいいのかしら。かといって、アレクセル王子が同席しているときに話をするわけにもいかないわよね。イリア姫からお話を聞くのが女の人だったらいいのかしら？　でもそんな人……）

「──あっ！」

　はっとひらめいたマィヤは、蒼あおの瞳をきらめかせた。

「イリア姫との接せつ触しよく、やってみます」





[image: ]






　昼下がり、イリアがアルカダル側に召されるままにとある宮殿を訪おとずれると、そこには多くの若い男女がおり、さながら園えん遊ゆう会かいのようだった。

　各国の衣装をまとった国使らしき青年を、アルカダルの令嬢たちが取り巻いている。とはいえ国使たちも勝手知ったる場所のようにみなくつろいだ様子で、木こ陰かげや噴水の縁ふちに腰かけて歓かん談だんしている。なんだか不ふ思し議ぎな場所だ。

　ひとり場違いなところに紛まぎれこんでしまった気がしたが、国使たちはイリアに目をとめるなり、杯さかずきを片手に歩み寄ってきた。

「おや、このような麗うるわしいご令嬢がいらっしゃったとは」

「はじめて来たご令嬢かな？　こんな美しい方を見忘れるはずがないからね」

　みな、衣装も顔立ちもアルカダル人ではないというのに、流りゆう暢ちようなアルカダル語だ。イリアも王族に準じる立場として近きん隣りん諸しよ国こくの言葉に精通しているが、ここまで発音が整っているのものめずらしい。まるで何年もアルカダルに滞たい在ざいしているかのようだ。

　だがならべたてられる美び辞じ麗れい句くは社交辞令の一いつ環かん、なんの感かん慨がいをもたらすものでもない。

「みなにお名前をお聞かせいただけますか？　ここではそういう決まりですので」

　語学に優すぐれた面々に囲まれてしまったが、イリアも幼いころからさまざまな語学の師に付いて、海に面した交易国で育ったのだ。

　気け圧おされることはないと、イリアは腰と視線をすこし落として口を開いた。

「はじめまして、みなさま。私は──」







　取り巻く王子たちで姿も見えないし声も届かない。しかしときおり漏れ聞こえる王子たちの歓かん声せいで彼女が彼らの心を摑つかんでいることが、すこし離れた場所から眺ながめていたマィヤにも伝わってきた。

　それがおもしろくないのは王子たちに置いてゆかれた令嬢たちだ。

「魔性の女が来るなんて縁起でもない」

「陛下に相手にしてもらえなかったものだから、標ひよう的てきを変えたのかしら？」

「ご使者とお話しするばかりで、こちらにはご挨拶もなしというわけ？」

　声が届かないのをいいことに、扇おうぎで口元を隠しながらイリアへの攻こう撃げきの言が絶たえない。

「いつからここは見ず知らずの娘が出入りする場所になったのかしらねえ？」

　令嬢に流し目を向けられて、マィヤは令嬢らしくひかえめに困ったような笑みを浮かべた。遅ればせながら挨拶を終えたマィヤに思わぬ飛び火があったかたちだ。

　貴族令嬢に遜そん色しよくないように着飾ったいまのマィヤの肩書きは〈皇宮御ご用よう達たし商人の娘〉、偽いつわりなしだ。ただし、普段はまったく意識していない〈皇族の末まつ裔えい〉という出しゆつ自じを利用させてもらった。くわしく話せば帝都に五万といそうな程度の薄うすい血縁だが、それでも皇族の名は大きい。皇宮でその血をおとしめる者がいるはずもなく、マィヤは貴族ではないながらも令嬢方に受け入れられることができた。

　令嬢たちの厳しい審しん美び眼がんにさらされたものの、付け髪で長い髪を増やし、良りよう家けの令嬢らしく着飾ったマィヤと皇宮商人アティルが同一人物だとは、だれひとり気づいていない。

（──でもさすがね）

　美び姫きなど見慣れているはずの王子たち、その彼らを虜とりこにしているのはけっしてその美貌だけではない。年ねん齢れい以上に落ちついた人柄、口を閉ざしていても気品漂ただようたたずまい──凪ないだ海の底に眠る宝石のような彼女を、もっと知りたいと思うのも無理もない。

「じゃマィヤちゃん、そろそろ行ってみようか」

　王子たちの輪がくずれる様子もないのを見て、気安い声をかけたのはラフィーカだ。

　ラフィーカが立ち上がると金装飾がしゃら、と音を立てた。さし出された手の腕うで輪わと指輪にはありとあらゆる宝石があり、さながら宝石の見本市だ。

　その姿は歩く宝石箱そのものだが、小国の国家予算規き模ぼの金銀宝玉を身につけていても嫌いや味みがなく、その輝かがやきに見み劣おとりすることがないのは、さすが宝石産出国サラフの王子といったところか。

　ラフィーカには、皇帝の身代わりになったことは伏せ、ヴァルティアの使者と接触して狙いを探るようにタルジュから命令されたことだけ伝えた。女のことはやはり女同士、男には聞き出せないだろうと自分に白しら羽はの矢やが立ったことを伝えると、ラフィーカは納なつ得とくして協力してくれた。

　皇帝姿にはおよばないものの、令嬢として着飾ったマィヤがラフィーカについていくと、イリアの周囲の人だかりが自然と割れた。特使の中に序じよ列れつはないが、滞在歴が長く、なにより群ぐんを抜く大国サラフの王子であるラフィーカは、彼らの中で一いち目もく置かれる存在だ。

「すこし話をさせてもらってもいいかな」

　するとクジャクたちはいっせいに、

「これはラフィーカ殿、すでに美女をお連れだというのに両手に花とはうらやましい」

「我々にも愛でる花を残してくださってもよいのでは？」

　と笑顔とやわらかな態度はくずさないながらも、口々に牽けん制せいしてきた。だがラフィーカは慣れたように笑顔を向け、

「私ではなく彼女がお近づきになりたいらしくてね」

　とマィヤをふり返ると、クジャクたちの視線がいっせいにマィヤに向けられ、マィヤはひかえめに視線を伏せ、ゆるやかに一礼してみせた。

「姫はアルカダルにいらしたばかり、ご令嬢同士親しくするのもいいのではないかな」

　ご令嬢同士と言われては反論できない。王子たちもマィヤ相手に鞘さや当あてするつもりはないらしく、取り巻いていた輪がくずれてその中心からイリアが姿を見せた。

　マィヤはイリアににこりと微笑むと、「こちらへどうぞ」とあらかじめ椅子とテーブルが用意されていた木陰へとイリアを導いた。

「はじめましてイリア様。わたくしは皇宮商人の娘、マィヤ・アルティラーラと申します」

　マィヤが一礼すると、イリアは思いがけない言葉を聞いたかのように問い返した。

「え、商人……なのですか？」

「ええ。父がこの皇宮で取引をいただいておりまして。この宮殿にいらっしゃるのは王子と貴族のご令嬢ばかり、わたくしは皇こう裔えいの縁あってみなさまには親しくしていただいております」

「そうですの。それでマィヤ様は私になんのご用が？」

「いらしたばかりでみなさまに取りかこまれて、困こん惑わくなさったことでしょう。ひとときのご休きゆう憩けいはいかがかと思いまして」

　はっと驚きに蒼の瞳を見開いたイリアに、マィヤはまっすぐ見つめ返したままにこりと微笑んだ。

「我がシェリーク商会では、手広く商品を取り扱っております。なんでもお申しつけくださいませ」

　商人は相手の望むものを提てい供きようすること、それが〈休憩時間〉であっても立派な商品だ。

　そしてそのことはみなまで言わずともイリアに伝わったらしい。

「ここにいるみなさまが王子というお話でしたけれども、どういうことでしょう？」

　マィヤから〈情報〉も買えると悟ったイリアが訊たずねる。

「アルカダルでは諸国との友好の証に、〈特使〉として王族の方にご滞在いただき、かの方々を通じて両国の間に諍いさかいが起こらぬよう、連絡を密みつにして円満な関係を築いているのです」

　マィヤが特使制度の概がい要ようを伝えると、イリアは感かん嘆たんの息を漏らした。

「アルカダルはそうやって諸外国とのつながりを保たもっていたのですね……」

　そしてイリアはすっと目を細めて特使たちを見やると、なにやら思案しはじめる。

「いかがなされました？」

「いえ……すばらしい制度ですわね」

　イリアはそう告げたものの、質問を躱されたのだとすぐにわかった。商人として大勢の人と接していれば、話の躱し方のパターンも見えてくる。

（隠したということは、考えていたのは答えたことの裏の意味──特使制度の弱点かしら？）

　仕し入いれた情報を分ぶん析せきして胸に秘めてゆく、ただの色仕掛けで来た姫のすることではない。油ゆ断だんのならない相手だ。

「イリア様は政治にご興味がおありですか？」

　なにか情報を引き出す糸口をつかもうと、マィヤはみずから踏みこんでみる。もしもイリアが政治について事こと細こまかに聞いてきたなら、にわか仕込みの知識でどこまで応おう対たいできるかと内心どきどきしていたが、そんな不安は微み塵じんも覗かせない。

（だっていまのわたしは〈情報屋〉だから！）

　なんでも売ると示しめした以上、売れるだけの知識がありませんでは、様にならなさすぎる。

「せっかくいらしてくださったのです。我が国についてなんでもお訊ねくださいませ」

　めいっぱいの仮か面めんをかぶったマィヤだったが、イリアはくすりと笑みを漏らした。それはどこかあきらめたような笑みだった。

「わたくしにそのような興味など必要ありませんわ」

（興味がない──ではなく、興味が必要ない？）

「それはどういうことでしょう？」

「マィヤ様は商人として商品を手広く取り扱っておられるのでしょう。ですが商品に意思など必要ないでしょう？」

　つまりイリアは自分に意思など必要がない、なぜなら自分はアルカダルに納められる〈商も品の〉にすぎないのだから、そう言っているのだ。

　──その言にマィヤの頭の奥でなにかが、すっと冷めた。

　笑顔が消え、表ひよう情じようが固まる。

「……おそれながら、おっしゃることがわかりかねます」

　マィヤはイリアの言を真まっ向こうから返した。普段なら客人相手にこういう物言いはしない。だがここは引いてはいけない、そう自分の心が告げている。

「わたくしの店では〈人〉は扱いませんので」

　その言にイリアが息を吞んだ。

　たしかにアルカダルにも奴隷を扱っている商人はいる。だがシェリーク商会では一度として〈奴ひ隷と〉を取り扱ったことがない。人の意思に反した取とり引ひきはしない。人の意思を無にするような取引もだ。

　それは商人としての矜きよう持じだとマィヤがまっすぐに見据えると、イリアはその瞳を受け止めていたが、やがてふっと笑みを浮かべた。

「それは不思議なことをおっしゃるのね。商しよう機きを逃のがさずなんでも売り物にするのが商売人というものでしょう」

　商品をえり好みする商人風ふ情ぜいの矜持など知らぬとばかりの言だ。

〈物〉としてアルカダルに差さし出だされる姫と、〈人〉を売り物にしない商人。たがいの矜持が静かにぶつかりあう。

　──それからどれほど見つめあっていたか、時が止まったかのようなその場に割って入ったのは意外な声だった。

「これは麗しい美女がおそろいで眼がん福ぷくなことだ」

　場の空気にそぐわない明るい声で現れたのは王太子アレクセルだった。

　挨拶をしたマィヤは当然知っている顔だがそれは〈皇帝〉としてのこと、令嬢マィヤが知っていてはいけないことだ。

「おそれながら……？」

　闖ちん入にゆう者しやにすこし警戒するようにマィヤが見上げると、アレクセルは「これは失礼いたしました」と大おお仰ぎように一礼してみせた。

「ヴァルティアよりまいりました王太子アレクセルと申します。お見知りおきを」

　アレクセルはひざまずくと流れるような動きでマィヤの手を取り、手の甲こうに唇くちびるを落とす。その動きはあまりに自然すぎてマィヤは反応することができず、上目遣いに見上げたアレクセルに、なぜか赤目の蛇へびに見つめられたような気がして硬こう直ちよくした。

「あ、あの……」

　困惑するマィヤに、「このような初うい々ういしい反応をしていただけるとは、嬉しいものですね」とアレクセルがにこりと微笑むと、蛇のような冷たさは一いつ瞬しゆんで消え去った。

「これほど若い男が大勢いるというのに、慣れておいでではないとは」

　言うが早いかアレクセルはマィヤの手をつかんで立ち上がる。マィヤは長身から見下ろされるかたちとなり、とまどっているうちにアレクセルは引き寄せようとした。

　──が一瞬早く、マィヤの肩をつかんで後ろに抱き寄せる手があった。

　引かれるままにその手の主の胸にもたれかかる。身にまとう香りと触れた宝飾の感かん覚かくで手の主がわかった。

「ラフィーカ殿下……？」

　ラフィーカはすぐさまマィヤの身体と位置を入れ替え、アレクセルの前に立ちはだかり、アレクセルは驚いたように眉を上げた。

「悪いけれど、彼女は私の連れでね」

「おや、このようなところでサラフ国の王おう弟てい殿下にお会いできようとは」

「どこかでお会いしたことがあったかな」

「いえ、ですがサラフの新王がご即そく位いされた際にご挨拶を。兄王と実によく似ていらっしゃる」

　申し遅れました、とアレクセルは挨拶をしようとしたが、ラフィーカがとどめた。

「残念ながら、この場での挨拶は女帝陛下のお許しを得てからにしてもらえるかな？」

　この白の宮殿は〈特使〉の滞在場所、国交を結んでいない国の王子はここでの挨拶の権けん利りもないということだ。

　するとアレクセルはその言にくっと笑った。

「大国サラフの王弟殿下ともあろう御方が、みずからの名において挨拶すらかなわぬとは」

（──！）

　女帝の籠かごの鳥かというあからさまな揶揄だ。無ぶ礼れいな、とマィヤは咎とがめようと身を乗り出しかけたが、ラフィーカが軽く手を振って制せいした。

「たしかにね。──でもその制約が祖国にもたらしている恩おん恵けいを思えば、ささいなことだよ」

　ラフィーカはふわりと微笑む。その様子は余よ裕ゆうすら感じられる温おん和わなもの、しかしその瞳の奥にある光にマィヤはぞくりとした。──それは本能的な恐怖だ。

　あざやかな切り返しに一瞬啞あ然ぜんとしたアレクセルだったが、やがてふっと笑みを浮かべると、

「その安あん寧ねいが永えい劫ごうつづくことを祈りましょう」

　そう言い残してイリアを伴って立ち去った。ラフィーカは門を出るアレクセルの後ろ姿を見とどけたのち、マィヤをふり返った。

「マィヤちゃん、大丈夫だった？」

「え、ええ……ありがとうございました」

　心配そうに問う顔は、いつもの裏表のないラフィーカだ。

　──しかし先ほどの一瞬で変わった空気、笑顔の威い圧あつ感かん。マィヤも思わず気圧された。

　普段からあまりに気さくで王族であることすら忘れがちだが、やはりサラフ国王子の出自は伊だ達てではなかったということか。

「ごめんね、姫を連れてゆかれちゃったね。もっと彼女と話したかったよね」

「いえ、アレクセル殿下がいらした時点で、イリア様とお話しできる状況ではありませんでしたので……」

　アレクセルの乱らん入にゆう以前にイリアとは険けん悪あくな空気になっていたので、あのまま引ひき留とめても話を聞き出すのは難しかっただろう。

　自分がケンカを売るような発言をしたのもまずいと思うが、イリアの態度が変わったのはマィヤが商人令嬢と明かしてからだ。

（イリア様は商人がお嫌いなのかしら？）

　王族として、商人風情と言葉を交わすことを嫌けん悪おしているということだろうか。

（でも家いえ柄がらや血けつ統とうにこだわる貴族令嬢とは、どこかちがったような気がしたのだけど……？）

　まったくの勘かんにすぎないが、白の宮殿にいる令嬢たちが商人のマィヤを見下すのとはなにかがちがう気がする。だとすればなにが彼女の気に障さわったのだろう──そう考え込んでいると、

「なにかあったの？」

「ええ、まあ……」

　気遣って声をかけてきたラフィーカに、マィヤは「わたしがお気に障ることを言ってしまったようで」と眉を下げながら微笑んでみせた。

「そうなんだ。でも姫との会話は聞いてなかったけど、王子のあの態度を見ていたら、なんとなくマィヤちゃんだけが悪いわけじゃない気もするな」

　マィヤちゃんにもちょっかいを出そうとしていたし、とラフィーカは苛いら立だちまじりに腕を組んで憤ふん慨がいする。アレクセルには大人の対応であざやかに撃げき退たいしたが、内心やはり腹に据えかねていたらしい。

「しかしお話しできた中でも、わかったこともあります。イリア様は特使制度に関心がおありのようでした」

「まあ、たしかにめずらしい制度だよね。友好国以外に話していないし、あまり表おもて沙ざ汰たにもされていないことだから、国交のないヴァルティアは知らなかっただろうし。そういえば王子もなんだか嫌味を言っていったね。安寧が続くといいですねとかなんとか」

（あ、やっぱり殿下にも嫌味に聞こえたんだ）

　人は偽るときは話自体をごまかすかおおよそ真ま逆ぎやくのことを言う。

　特使制度について考えこんだイリア、そしてアレクセルの最後の言葉。あのふたりの様子から推測すると、彼らの目的は円満な友好関係を結ぶ特使制度とは真逆──アルカダルを孤こ立りつさせようとしているということだろうか。

　アルカダルに友好を求めて唐とう突とつに訪れた使者、しかし国交を持ちかける一方でアルカダルの制度に亀き裂れつを入れようと画かく策さくしている──？

（ううん、そこまでしているとはいえないけれど）

「すくなくともヴァルティアの狙いはアルカダルとの友好ではない──そんな気がします」

　その言葉に、「うん、俺もそう思うな」とラフィーカも大きくうなずいた。
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　数日ぶりに皇こう宮ぐうを出たサフィードは、外の空気に触ふれて、あらためて皇宮内の異い様ようさを思い知った。

　特に情じよう報ほうを集めようとしたわけではない。だが港に出て街人や商人仲なか間まと普ふ通つうに話しているだけで、次々に新しい情報が耳に入ってくる。ヴァルティアから来た姫がファルナス旧きゆう臣しんの娘であることも、港ではあたりまえのように伝わっていた。

　港は雑ざつ多たな音にあふれた情報の宝庫だ。こうして皇宮にもどってくると葉は擦ずれの音さえ聞こえそうな静けさに落ちつくが、同時に情報を遮しや断だんされていることを思い知る。

　陽ひも落ちて、時が止まったような静けさに覆おおわれた外そと廊ろう下かに歩ほを進めていると、サフィードは半アーチ状の柱の陰かげに気け配はいを感じて足を止めた。

「────」

　サフィードは誰すい何かすることなく気配を探る。すると相手はふっと笑みをこぼし、悪びれたふうもなく姿を現した。

「あいかわらず勘かんのいいことだ」

（──なぜこんなところに）

　皇帝の居所につながるこの廊下への立ち入りは制せい限げんされているはずだ。皇宮武ぶ官かんはどうした、と思いかけてすぐに理解した。

　皇宮の主あるじが認みとめればなんでもまかりとおるのがこの場所だ。規き則そくなどなんの意味もないし、自分の思おも惑わくも関係ない。──ここは自分の王宮ではないのだから。

「皇帝陛へい下かの側そつ近きんが傍そばを離れるのはまずいんじゃないか？」

　おかげで宮きゆう廷てい中を探しまわってしまったじゃないか、と篝かがり火びに照らし出されたのはヴァルティア王おう太たい子しアレクセルだ。

　彼の腰には武器がある。こいつが刺し客かくならどうするつもりだった、とサフィードは心の内でこの場にいない皇宮の主をののしった。

　彼女には刺客ではない確かく証しようがあったのか、それとも刺客であってもなくてもどちらでもよかったのか。あいかわらず容よう赦しやがないことだ──とサフィードは奥歯を嚙かみしめながら、相手の動きと距きよ離りに神しん経けいを集中させる。

　そんなサフィードの視線から悟さとったのか、アレクセルは「そう警けい戒かいするな」と笑みを浮かべると、武器を手に取るつもりはないとばかりに両手を広げて足を踏ふみ出した。

「俺はおまえと戦いにきたわけじゃない」

「──そう言って、国こつ境きようを越こえ、王都を蹂じゆう躙りんしたのは誰だれだ」

　十年前、自分とおなじくまだ子どもだった彼が、その戦いくさに関わっていたわけではない。

　だがいま彼が〈ヴァルティア王太子〉の名を負っているならば同どう罪ざいだ。

　手を広げるアレクセルを前に、サフィードは迷うことなく柄つかに手をかけた。

「武官が勅ちよく使しを手にかける気か？　そのようなことをしてはアルカダルに迷めい惑わくがかかるだろうに」

「皇宮に狼おおかみをのさばらせておくよりましだ」

　するとアレクセルは「狼か」とふっと笑った。ヴァルティアは荒こう野やの国、荒野の狼は群むれることなく好き勝手に襲おそう、荒くれ者の代だい名めい詞しだ。

「のさばっていられるいまの状況がすなわちのさばることが許されている、ということにならないか？」

　それはサフィード自身も考えていたことだが、アレクセルの言を「ほざけ」と一言で切り捨てた。

　おまえは信しん用ようできないと全身で語るサフィードを前にしても、アレクセルは足を止めることはない。ふたりの距離が半分になり、サフィードは腰を落として構かまえを取った。

　──因いん縁ねんの相手だ。剣を抜くことにためらいはない。

　サフィードが目をすがめて間ま合あいをはかっていると、アレクセルはきっちり間合いぎりぎりで足を止めた。それはまるで何度も立ち合った相手であるかのように、測ったかのような間合いだった。

「アルカダルにいると噂うわさには聞いていたが、まさか一武官になっていようとはな。どうりで見つからないわけだ」

「それで、王太子みずからわざわざ武官姿を見けん物ぶつに来たというわけか。ヴァルティアはそうとう平ヒ和マらしいな」

「もちろん我が国の優ゆう先せん順じゆん位いを考えた結果だ」

　そう告げるとアレクセルはまったく予期させることなく、流りゆう水すいのように自然にサフィードの間合いへと踏み込んできた。

「──！」

　ひやりと冷たいなにかがサフィードの身体からだを駆かけ抜ぬける。

　踏み込まれた一いつ瞬しゆんに相手に抜かれていたらどうなったことか。しかしアレクセルが抜いていないのを見て取って、考えるよりも先にサフィードは一歩踏み出した。逆に近すぎて抜けない間合いに入りこんだのだ。

　そしてそのまま武器を押さえにかかったが、アレクセルはそのようなことはすべて見通しだとばかりに武器に伸ばされた手に頓とん着ちやくせず、身を寄せたサフィードの首くび筋すじに腕を回してささやいた。




「ひさしぶりだな、アレク」

「────！」




　サフィードの鼓こ動どうがおおきく跳はねる。

　肩を抱くこと自体は親しい間あいだ柄がらなら普通におこなう挨あい拶さつ、しかし声変わりしても名残なごりのある声で、もはやだれも口にすることのないはずの古き名を呼ばれ、サフィードの脳のう裏りに過か去この光こう景けいが蘇よみがえった。




『おなじ呼び名なんてめずらしくもないが、俺たちはおなじ加か護ごを受けている』

『おまえとイリアが隣となりにいてくれることが心強い』

『背中を預あずけられる相手がそこにいるだけで、どれほどありがたいか』




　古い記き憶おくが怒ど濤とうのごとく湧わき出いでる。それはアルカダルに来てから心の奥底に沈しずめていたもの、その上にアルカダルで過すごした月日が堆たい積せきして、もはや掘り起こすことはないと思っていたものだ。

「貴き様さま……ッ！」

　怒りにまかせてくり出した拳こぶしは、動きを読んでいたアレクセルにいともたやすく躱かわされた。

　触れ合っていた相手だ。ほんのかすかな筋きん肉にくの動きも伝わってしまう──そんな相手に拳を向けてしまった自分にサフィードは舌した打うちした。

「べつになつかしい昔語りに来たわけじゃないさ。むろんおまえに殴なぐられに来たわけでもない」

「じゃあアルカダルを偽いつわってまでなにをしに来た」

　アルカダルがファルナス公子を匿かくまっていることをアレクセルは知っていた。自分がここにいると知りながらやってきた以上、アレクセルの目的がアルカダルとの国交締てい結けつでないことはあきらかだ。

「いくらおまえが武ぶ勇ゆうに優すぐれているとはいえ、皇帝の番犬で満足しているわけじゃないだろう？」

　そしてアレクセルは浮かべていた微び笑しようを消し、すっと気配と表情を引き締めて、告げた。

「──もどってこないか」

「……なに？」

「ファルナスにもどってこい。もしおまえがアルカダルを離はなれ、ファルナス公子としてもどるというなら、ファルナス公の地位を用意しよう」

「──どういうことだ」

「近年父が伏ふせがちでな、いまのヴァルティアは実じつ質しつ上じよう俺がまとめている。このアルカダル行きも俺が決めたことだ」

　おまえと話がしたかった、とアレクセルは言った。

「──」

「十年前、父がファルナスを攻めたのは俺も予よ想そう外がいのことだった。成人どころかまだ十にもならない俺は、止められる地位にもなかったし、なにもできなかった。

　──だがいまはちがう。いまヴァルティアを実事上の王として支し配はいしているのは俺だ。父がいつまでもつかはわからんが、俺が王位を継つぐときにはおまえに側そばにいてほしい。受け入れるならイリアも返す」

「イリアを連れてきたのは俺に無ぶ事じを確かく認にんさせるため、か」

　アルカダルはファルナス公子を保ほ護ごしている以上、ヴァルティアとの国交をふたつ返事で受け入れることはない。となれば国交締結の土産みやげに連れてきたイリアが後宮ハレムに入れられることもない。

　受け入れられようもない献けん上じよう品ひんのイリアをアルカダルまで連れてきたのは、皇宮内にいるであろう自分に彼女の無事な姿を見せるためだ。

「おたがい望のぞまぬ不幸な過去だった。だがこれから望む未来を作ることは可か能のうだ。

　──共に国を守ってくれないか」

　そう告げるアレクセルの真しん摯しな眼めは、過去の記憶とかさなった。




『隣りん国ごくの王同士、末すえ永ながく共に在あろう』




　城じよう壁へきの上で、夕焼けに照らされた王都を見下ろしながら語らった過去。

　あの日の自分たちは、たしかにその未来を信じていた。

　アレクセルの言を容いれ祖そ国こくの地を回かい復ふくし、さだめられたとおりイリアと結婚して共にファルナスを守る。そうすれば十年の間に生じた深い溝みぞを飛び越えて、昔見ていた未来のつづきを見ることができる。

「どうだ？」

　それは実に甘かん美びで魅み惑わく的てきな誘せそいだった。──しかしサフィードは、くっと笑うとアレクセルを見つめた。

「それで俺に、ヴァルティア王国ファルナス公になれ、と？」

「……」

「いくら国王と等しい権力を握ろうと、国土の割かつ譲じようまでは無理だ。いまのおまえに可能なのはヴァルティア王国内にファルナス公の貴族領を認め、その地位に俺を就つけることくらいだろう。──そのファルナスは本当の〈国〉じゃない」

「それは──」

「仮に、だ」

　異い議ぎを述のべかけたアレクセルの言を、サフィードは言葉を継いで封ふうじた。

「おまえが俺にあらゆる特とつ権けんを認めたとして、ファルナスの民はどうなる？　その軍事力はヴァルティア軍の一部とみなされるんじゃないのか」

　ファルナスは傭よう兵へいの興おこした国だ。みずからの腕を磨みがき、仲間との連れん携けいを磨くことで、ほかの国から一いち目もくおかれる傭兵集団になった。

　長い年月を経て国という形ができ、交易国としての力もつけてきていたが、やはり根本にあるのは傭兵としてのありかただ。

　民はみずからの判はん断だんで他国と取引し、自身の力を売る。そこにファルナスという国は関与しない。他国もファルナス国が請うけ負おったとは見ない。大公はその彼らのありかたを守るために存在するものだ。

　ファルナス国は彼らの帰るべき場所を守るもの、そして彼らは自分の家のある国を守るためには無む報ほう酬しゆうで戦う。

「もしファルナスがヴァルティア王国の一部となり、ヴァルティア国の意い向こうで他国に派は遣けんされれば、それはもうファルナスの傭兵じゃない」

　主おもだった将しようが、王都を占せん領りようしたヴァルティアではなく周辺諸しよ国こくに身を寄せているのも、傭兵としての自分たちのありかたを守るためだ。そして彼らは自分が身を寄せているアルカダルとのという形で、いまも自分を守りつづけてくれている。その彼らを裏切ることなどできない。

「だから俺はそのようなものになるわけにはいかない」

　そう告げ、話はそこまでとばかりにサフィードはアレクセルの脇わきを通り抜ける。

　──追ってくる声はなかった。
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「こちらがご所しよ望もうの資し料りようです」

「ありがとう。助かるよ」

　執しつ務む机づくえに向かっていたアティルがうなずくと、書類を置いた女によ官かんは感情を覗のぞかせないまま淡たん々たんと言を継ついだ。

「おそれおおくも皇こう帝てい陛へい下かにおかれましては、市井しせいにご興きよう味みを持たれるお時間などないのではございませんか」

　女官は自分の見張り番だ。すこしでも皇帝にふさわしくないふるまいがあると、びしばし指し摘てきが飛んでくる。

　残ざん念ねんながら優ゆう等とう生せいにほど遠いアティルは、彼女の小こ言ごとを毎日何十回も聞かされているが、彼女も替かえ玉だまとはいえ「おそれおおくも皇帝陛下」相手に不ふ敬けいな言葉を投げかけるわけにはいかないらしい。すでに彼女の対たい策さく法ほうは見つけてある。

「忠ちゆう告こくありがとう。これもヴァルティアの動向を知るために必要なことなんだ」

　アティルが微笑ほほえみ返すと、皇帝の仕事の一いつ環かんだと言われては彼女も言い返せず、言葉もなく一礼して部屋を下がった。

（今日も撃げき退たい成せい功こうっと）

　宮きゆう殿でんでの生活をはじめて早数日。アティルは皇帝の身代わりの〈少年商人〉で、女官たちにはいまだに〈娘〉だとばれていない。普ふ段だんから外でアティルとして生活していたので、少年らしい仕し草ぐさが身についていたのだろう。

　それにこの宮殿にいる女官たちは上流階級の出、商人ごときの世話など焼いていられるかとばかりに、身の回りの世話をまったくしない。おかげで娘と知るのはタルジュの直ちよく属ぞくの部下のごく一部の皇こう宮ぐう武ぶ官かんのみ、このまま女官の目を気にすることなく少年で押し通せそうだった。

（さてさてどれどれ……）

　扉とびらが閉ざされたのを確認してから、アティルはうきうきと資料に目を走らせる。だがそこに書き連ねられた数字に目を通すなり、わなわなと身をふるわせた。

（やっ、やっぱり宝い石しの値ね段だんが上がってるぅぅぅ～～～～！）

　感情が昂たかぶるあまり、アティルの恰かつ好こうのままながらマィヤにもどってしまった。

　アティル──マィヤが取り寄せたのは物ぶつ価かの変動表だ。毎日商会所が商人から聞き取って作成しているもので、聞き取る母集団が大きいだけにかなり信しん頼らい性せいが高い。

　食料品の変動はさほどではないが、宝石、貴き金きん属ぞく類るいの値上がり率りつが群ぐんを抜いている。皇宮どころかこの青せい銀ぎんの宮殿からも出られないマィヤだが、この表を見るだけで市場の賑にぎわいようが手に取るようにわかる。

（ああああせっかくの商機があああ……）

　マィヤは資料を握りしめたまま撃げき沈ちんすると、執務机の上でさめざめと泣いた。なにも知らずに見み逃のがしていたならまだ納なつ得とくできる。しかし情報を手に入れていながら活いかせなかったことが悔くやしい。

（サフィードはこの好機チヤンスに対応していてくれるかしら？）

　最近様子がおかしかったとはいえ、商人としてこの商機を逃すはずがない。

（そういえばサフィードは逃げる機会を探せって言ってたっけ）

　この身代わりの任にん務むは女帝の命令でどうしようもなかったが、サフィードは任務から降おりる機会を窺うかがうよう言っていたことを思い出す。

　ヴァルティアとの謁えつ見けんが終わっても、マィヤが解放されることはなかった。ヴァルティアの使者が帰るまで、もしくはそれ以い降こうもこのままかもしれない。

（あんまり深く関わっちゃったら、口くち封ふうじのために消されかねないし……）

　だが昨日の特とく使し制度を知ったときのイリアの様子、そしてアレクセルの言い残した言葉を思い出し、マィヤはすっと真顔になった。──このような不ふ穏おんな状況で任務を放り出すことなどできない。

　アルカダルに来たのは友ゆう好こうのためではない。だとすれば彼らの目的はなんなのか。

（イリア様がわたしにとげとげしかったのも、なにか理由があるのかしら？）

　様子が変わったのは自分が商人だと明かしたときだ。イリアに反はん論ろんしたのはそのあとのことなので、自分の言が彼女の気分を害がいした原げん因いんというわけではない。

　王おう侯こう貴族ではない一介の商人と接することに嫌けん悪お感かんをおぼえたのだろうか、とも思ったが、あのとき身分にこだわる者とはちがうなにかを感じた。

（じゃあなにがお気に障さわったのかしら。商人になにか嫌いやな思い出でもあるとか？　対たい等とうにお話しする知性と品性が足りないって言われたらへこむけど……）

「どうした」

　撃沈したまま考えをめぐらせていたマィヤがはっと顔を上げると、そこにいたのは武官姿のサフィードだった。

「あっ、お帰りなさい！」

　昨日の謁見後、サフィードは店の用事で帰ったとタルジュから聞いていたので、会うのはそれ以来だ。

「なんだ、でこが赤くなってるぞ。大丈夫か」

「あ、うん、ちょっと考えごとをしていただけ」

「おまえは考えごとをするとでこが赤くなるのか？」

　マィヤは額ひたいを隠かくしながらえへへと照れ笑いでごまかす。

　イリアのことを考えていたなどと答えれば、サフィードに昨日のことを思い出させてしまう。──思い出してほしくない。

　だからマィヤは話題を逸そらした。

「お店のほうは大丈夫だった？」

「ああ。だが、悪いが俺はしばらく皇宮から離れる」

「えっ、どこかに行っちゃうの？　なにかお店で問題でも……？」

「いや、店の仕事は順調に流れているから心配しなくていい。ただ市場の値が動いているみたいでな。ちょっと海に出て近きん隣りんに買い付けに行ってくる」

「やっぱり！　でしょでしょ!?」

　買い付けの一言に、マィヤは思わず身を乗り出した。

「ほらこれ見て！　商会所から取り寄せた変動表なんだけど、あきらかに値が上がっているもの！」

　これほど短期間で値上がりするなら、サラフの交こう易えき船せんを仕し立たてても仕入れが間に合わなかった。だからといって、この絶ぜつ好こうの商しよう機きを前に手をこまぬいているようでは王おう都との商人とはいえない。

「こちらも動いて、この機会にがんがん稼かせがないと──」

　そう言いかけたマィヤだが、自分の身の上をはっと思い出し、ずるずるとその場にくずれ落ちた。

　数年に一度あるかどうかという市場の変動期、そのような大事なときに皇宮に閉じ込められるなど、運がないにもほどがある。

（ううう、わたしも行きたい……）

　口にせずともサフィードもマィヤの悔しさを察さつしたらしく、頭を撫なでて慰なぐさめてくれた。

「まあそういうときもあるさ。おまえはこちらの仕事をまっとうして、褒ほう美びでたんまり稼げ」

「逃げ出す算段はしなくてもいいの？」

「ああ。使者との会見も終わったし、さすが皇帝の居所だけあってこの宮殿はことのほか警けい護ごがしっかりしているしな。皇宮武官にもついてもらうように言ってあるし、それにちょうどいい機会だ。ここでみっちり学問を教えてもらっておけ」

「がっ、学問!?」

　思いもよらない流れにマィヤは思わず声を上げた。

「そんなことしたってしかたないじゃない！　腹の足しにならないし！」

　ぱんぱんに詰つめこまれた知識が耳からこぼれ落ちそうになったことを思い出して、マィヤはぞっとする。しかしサフィードは「いや、そうでもないぞ」と返してきた。

「皇帝ではなく商人として生きるうえでも、交易相手の国の成なり立たちや諸外国との関係を知っておくに越したことはない。学問で食ってくことはできなくても、商人として食ってくための足しになる」

　理り路ろ整せい然ぜんと告げられたマィヤが「ううう……」とうなっていると、サフィードは苦笑を漏もらした。

「なんだ、勉強が苦手なのか」

「そりゃもう、年ねん号ごうの数字を聞くだけで頭がくらくらするし」

「市場の相場はやけにくわしく記き憶おくしているのにな？」

「商あきないは別なの！　好きなものは別べつ腹ばら！」

　そりゃサフィードはいつもたくさん本を読んでいるから慣れているのかもしれないけど、急に頭に詰めろって言われても日ごろから訓くん練れんしてないと頭が受けつけないし──とそこまで言葉を連ねて、マィヤははっと気がついた。

（サフィードは学問をしたことがあるってこと？）

　サフィードは家でよく書物を読んでいるが、それは店に来た当初からの習しゆう慣かんだった。まだ文字が読めなかったマィヤは、書物を読むサフィードの傍かたわらでなにが面おも白しろいのかと不ふ思し議ぎに思っていたものだ。

　一般的に、商人が読み書きを学ぶのは見習いとして働きはじめる十歳くらいからだが、サフィードが十歳くらいで我が家に来たときすでに読み書きも算さん術じゆつもできていた。

（それはきちんと教育を受けてきたから、ということよね？）

　それほど早くから教育を受けられるのは、王侯貴族の子し弟ていくらいのものだ。

　王侯貴族──その言葉で思い出すのはただひとり。

（サフィードはイリア様と関係があるの……？）

「──どうした」

　その声にマィヤがはっと顔を上げると、頭上からサフィードが覗きこんでいた。

「どうした。具合が悪いのか」

「ううん、なんでもない」

　するとサフィードは傍らに膝ひざをつき、マィヤと目線の高さを合わせて手を伸ばした。

「だが、あまり顔色がよくないな。──ちゃんと寝ているか？」

　硬かたく冷たい指先が頰に触ふれると、とくん、とマィヤの鼓こ動どうがひとつ跳はねた。

　いまサフィードの藍あい色いろの瞳ひとみは自分だけを映している。しかし昨日この眼めは、あの会見の場でなにを映していたのだろう？

　なにを見ていたの。なにを思い出していたの。

　──訊ききたい、と思う。訊いたら教えてくれるだろうか。いままで自分が触れようとしなかった過か去こを。

（……だけど）

　どくどくと脈打つ鼓動とうずまく感情、まったく言うことをきいてくれないそれらを努つとめて鎮しずめて笑顔を作ると、マィヤは告げた。

「わたしは大丈夫だから。買い付け、よろしくね？」







（訊けなかった──）

　部屋をあとにするサフィードを見送ると、マィヤはがくりと肩かたを落とした。

（サフィードの過去を知ることは、この任務を受けるときに覚かく悟ごしたはずなのに）

　しかしいざとなると口に出せなかった。口に出せばいままでの関係に亀き裂れつが入るとわかっているからだ。

　サフィードがときおり覗かせる過去の片へん鱗りんを、なにも見なかったことにして過すごすことはできない。過去はいまのサフィードを形づくるもの、それを見て見ぬふりするのはいまのサフィード自身を無む視しすることだ。いくら側そばにいても、目の前にいる人の気持ちを見て見ぬふりするのなら、側にいないのもおなじだ。

（知りたい、けれども今のままでいたい──なんて虫がよすぎるわよね）

　でももうすこしだけ──そんな弱さが頭をもたげそうになって、マィヤは両りよう頰ほほをぱしっと叩いた。

（しっかりしなきゃ！）

　いまの自分は皇宮から出られない身だが、皇宮にいるからこそできることもある。

　マィヤは弱よわ気きを追い払うと、顔を上げて扉を見み据すえた。

（さて、調べないと）





[image: ]






「おや、またお目にかかれようとは」

「まあアレクセル殿でん下か、ごきげんよう」

　白の宮殿の木こ陰かげで休んでいたところ声をかけられ、令れい嬢じようよろしく着き飾かざったマィヤはアレクセルに会え釈しやくした。

（やっぱり来たわね）

　女じよ帝ていと皇帝に挨あい拶さつを終えたアレクセルには、皇宮に滞たい在ざいしつづける理由はない。保ほ留りゆう案あん件けんの返事待ちではあるが、そのようなものは文書や使者のやりとりで済む話だ。しかし帰らない以上、皇宮の外に遊びにゆくこともないだろう。ならば出入り管理の厳きびしくないここに来るだろうと網あみを張っていたら、まんまと飛び込んできた。

「今日はサラフの王おう弟てい殿下はいらっしゃらないのですか」

　昨日、ラフィーカに拒きよ絶ぜつされたのを警けい戒かいしているのだろう。マィヤはくすりと笑んで、

「ラフィーカ殿下なら、ほらあそこに」

　と視線を向けると、噴ふん水すいのまわりにはイリアを取り囲かこむ王子たちの姿があった。そのなかにラフィーカの姿もある。

「みなさま、アレクセル殿下がお連れになった御お方かたにご執しゆう心しんですのよ」

　まだ朝早い時じ刻こくなので貴族令嬢たちは来ておらず、イリアが王子たちをひとり占めしたかたちだ。

　すこし恨うらめしそうな響ひびきを乗せて微笑むと、アレクセルも心こころ得えたように笑い返して、

「私でよければ姫の無ぶ聊りようをお慰めいたしましょう」

　と一礼し、マィヤはアレクセルに向かいの席を勧すすめた。

（──ここまではラフィーカ殿下との打ち合わせどおり）

　事前の打ち合わせで、昨日相手にしてもらえなかったイリアはラフィーカに任せ、今日はマィヤがアレクセルと話をすることにした。マィヤひとりだとほかの王子が声をかけてくるやもしれないので、ラフィーカにはうまく王子たちを引き留とめてもらうようにも頼たのんである。

「わたくしなぞで殿下のお話し相手がつとまりますでしょうか」

「ご謙けん遜そんを。ご使者たちもこのように愛らしい方をおひとりにするなどもったいないことを」

「みなさまもおなじようなことを言っていらっしゃいましたわ。このような美しい姫を差し出すなどもったいない、と」

　マィヤが返したのは自分のことではない。アレクセルが手放そうとしているイリアのことだ。

　あまりに自然な切り返しに、アレクセルはふっと口こう端たんに笑みを浮かべた。

「それは皇帝陛下とお近づきになりたい一心だからですよ。我が妹よりよほど器き量りように優すぐれた娘なので、陛下のお気に召めしていただければと。我が国との絆きずなの安あん泰たいのためです」

「それほどまでにアルカダルとの国交をお望のぞみでいらっしゃるのですか？　直接国こつ境きようを接しているわけではございませんのに」

「海に面していれば、国境などなきに等しいでしょう。アルカダルの活かつ気きある経けい済ざいは我が国もぜひあやかりたいところです」

「そうですの。そう言っていただけると商人冥みよう利りに尽つきますわ」

　すると「商人？」とアレクセルは目を瞬しばたたかせた。

（あら？　イリア様から聞いていないのかしら）

　意い思しの疎そ通つうがされていないのか、話すまでもない瑣さ事じだったのか、それともアレクセルの演えん技ぎか。マィヤは注意深く、しかし気け取どられないように探りながら「ええ」とうなずいた。

「わたくしの父は皇宮の御ご用よう達たし商人ですので」

「左様でしたか。商人のご令嬢ながら皇宮に立ち入ることが許されるなど、よほど大きな商いをされているのでしょうね。ぜひお近づきになりたいものです」

　そう答えるアレクセルの口ぶりは、商人だからと侮あなどった様子はない。これも演技かもしれないが、ヴァルティアでの商人の地位はさほど低いものでもないようだ。

「まあ、では父に伝えておきますわ。ヴァルティアはどのようなものを商っていらっしゃるのですか？」

　交易を求めるということは、他国に売れる品、もしくは他国から欲する品があるということだ。質しつ問もんを投げかけると、アレクセルはうなずいた。

「やはり商人令嬢でいらっしゃる。ご興味がおありですか」

「わたくしは直接商いに携たずさわっておりませんが、こうしてみなさまのお話をお聞きして、必要に応じて父に伝えることはできますので」

　いわゆる御ご用よう聞ききだと告げる。

　アルカダルでは大商人と直接売買することはあまりない。商会の御用聞きを介かいして取引を進めるのが一いつ般ぱん的てきだ。マィヤはアレクセルがその仕組みを知っているか探りを入れてみたのだ。

　御用聞きの娘ごときに話すことではないと突つっぱねるならそれまでのこと、しかしアレクセルは実に真ま面じ目めに答えた。

「我が国の内陸にある鉱こう石せきは、良い武器を作ると好こう評ひようを博しております。それと荒こう野やに咲く植物が実によく水を吸うと、上級階級の奥方の化け粧しよう道具として重ちよう宝ほうされておりますね」

　それに──とヴァルティアならではの特産品が延々とつづき、それらは純じゆん粋すいに商人として興味を引かれる内容だった。

「鉱石など貴重なものを出されてよろしいのですか？」

　良い鉱石は良い武ぶ器きを産む。つまり国の軍事力そのものを変えてしまいかねない。大国に良い武器を手に入れられれば、小国は対たい抗こうできなくなる。

　しかしアレクセルは、「アルカダルがお望みとあらば」と笑んでみせた。

「なぜ、というお顔ですね。鉱石や鉱石から作られる武器は所しよ詮せんは〈物〉、物の力は使う〈人〉の技ぎ量りようによって変わるものです」

「技量？」

「ええ、我が国には戦いに秀ひいでた者がたくさんおります。年若いご令嬢はお耳にされたことはないかもしれませんが、ファルナスという地に住まう民は、実に武器の扱あつかいに長たけておりましてね」

　ファルナス──その一言に、とくんと鼓動が跳ねる。

「たとえおなじ鉱石から打った武器を敵が手にしていようとも、我わが軍が劣おとることはない。ですから大国アルカダルといえどもお譲ゆずりしますよ。ご要よう望ぼうがあればその使い手ごとお貸しすることもできます」

「それは、人じん身しん売ばい買ばいではないのですか」

　そう告げるとアレクセルはマィヤの反応を面白がるように覗きこんだ。

「これは異いなことを。ファルナスには傭よう兵へいを生なり業わいにする者がたくさんおりますので、彼らの仕事場を提てい供きようしているまでです」

　商売と戦いくさを同列に話すアレクセルに、マィヤはかすかに顔をそむける。

「……そんな物ぶつ騒そうなお話は嬉しくありませんわ」

「おや、戦はお嫌きらいですか？」

「もちろんですわ。戦が生むのは破は壊かいばかり、安全な取引を損そこなう戦は商人にとって忌いむべきものです」

「戦の機に乗じようじて稼ぐ商人もいるように聞いておりますが？」

「────」

　面白がるようなアレクセルの声こわ音ねが、マィヤの中の虎とらの尾おを踏ふんだ。

　マィヤはアレクセルを静かに見据えると、まっすぐに告げた。

「一時的に稼いだとしても、それは人々の日常生活を豊かにするものではありません」

　物の価格は需じゆ要ようと供きよう給きゆうの関係で上下する。物不足による人の窮きゆう状じように付けこんだ商売もたしかにあるだろう。しかしそれは本来の商人の在あり方かたではない。

「商人は、人々の日々の生活を豊かにする存在であるべき、それが我がシェリーク商会の方針です」

　マィヤが敢かん然ぜんと告げるとアレクセルは「なるほど」と笑む。しかし余よ裕ゆうを覗かせる笑みはその言葉を裏切っていた。

　──それは綺き麗れいごとだ、と。

「アルカダルに鉱石をお譲りしたいと考えているのは、アルカダルに良い鍛か冶じ師しがいるからですよ。よりよい鉱石はよりよい作り手の元に送り、より強い武器とする。原材料を提供することと引き換えに他国より安く買いつけることができれば、我々にとっても利り益えきとなります」

　マィヤに戦への嫌悪感を示されてなお、アレクセルはあくまでも戦と商売を同列に語った。

　政まつりごとをおこなう者にしてみれば、商人がどのような信念で商いをしていようと関係ないということだろう。マィヤが扱わないと断れば、ほかに扱う商人を探すまでのことだ。

「あいにく我々も、旧きゆう兵へいに武器を持ち出されてしまいましたのでね。武器の調ちよう達たつが必要なのですよ」

「武器を持ち出された？」

「ええ。お恥はずかしながら、最近ファルナスの者にごっそりやられましてね。そのうえ海かい賊ぞく討とう伐ばつに赴おもむかねばいけませんので、なにかと物入りなのですよ」

「海賊討伐とは……」

「ああ、我が国の近きん海かいによく出しゆつ没ぼつしていたのですが、勢力を増して諸しよ国こくの海も荒らすようになりましてね。海賊討伐の功こう績せきをあげて、女帝陛下に我が国を認みとめていただけないものかと思っているのです」

　その言は皇帝としてアティルが聞いたことと齟そ齬ごがなかった。しかし笑みを絶たやさず滔とう々とうと語るアレクセルの姿はすべてが演技のようにも見える。つまりすべてが胡う散さんくさくて、たとえ噓うそが混ぜ込まれていてもきっと気づかない。

「姫は皇宮にはよくいらっしゃるのですか」

「ええ、それがなにか？」

「では皇宮内でファルナスの者に会うこともおありでしょう。ぜひその者から海賊たちに投とう降こうを呼びかけてくれればありがたいのですが」

「え？　どういうことでしょう」

「武器を持ち出した者、そして内ない海かいを荒らしている海賊は、元々仲なか間まだった可能性が高いと踏んでいます」

（え、えっ!?　それってつまり海賊も元ファルナス人ってこと!?）

「あの者たちも旧きゆう主しゆの命めいとあらば、戦わずして投降してくれるやもしれません。私としても自国民を討うつのは本意ではありませんので」

　混乱するマィヤを前に、アレクセルは「では」と一礼して下がった。







（どういうことなの）

　海賊が出没するという話は聞いている。しかし海賊の正しよう体たいが元ファルナス人だというのは初耳だ。

（そして旧主って……タルジュさん？）

　タルジュはファルナスの所縁ゆかりの者、そしてアレクセルは皇帝との謁見のときにタルジュの姿を見ている。そこで皇宮によく出入りしている自分に、皇宮武官のタルジュとの接点を求めて話を振ってきたということか。

（でもタルジュさん、海賊の正体なんてそんなことはまったく……）

　タルジュも知らなかったことなのだろうか。それともあえて隠していたのか。

（それに旧主の命ってなに？　元部下が海賊になったってこと？）

　タルジュは異い様ように落ち着いているが、外見から判はん断だんしてどう見ても二十代半ばだ。ファルナスがヴァルティアに併へい合ごうされたのがおおよそ十年前、タルジュはそのころ十代半ば、マィヤとおなじくらいの年になる。

（もう働きはじめていてもおかしくないけれど、部下がいるような年かしら？　まあ貴族の出ならあるかもしれないけど……）

　貴族の子弟は職につくなり肩書きが付くのが常つねだ。いまも若くして皇宮武官の上の地位にあることを鑑かんがみても、ファルナスでそれなりの地位にあったというのもうなずける。そのことを隠しているわけではないとしたら、本人に訊けば教えてくれるだろう。

（それにしても海賊って、サフィードは海に出るって言っていたけれど大丈夫かしら。父様だってどこかに買い付けに出ているし……）

　ヴァルティアに出没する海賊はまだアルカダル近海には来ていない。近隣に買い付けに行くだけなら問題ないと思うが──

　涌わき上がる不安をマィヤは首を振って追いやった。いまは家族の心配をしているときではない。皇宮にいる間はヴァルティアのことに集中しなければ、とラフィーカのほうを見やると、まだイリアの周しゆう囲いは人ひと垣がきが絶えていなかった。

（アレクセル殿下の言っていたこと、イリア様から聞けるかも？）

　アレクセルが去ったいまが好機だとマィヤが近づくと、気け配はいを察したイリアが人垣の隙すき間まからマィヤの姿を見た。

　マィヤは会釈してにこりと微笑みかける。しかしイリアはすっと目を伏せると、

「それではみなさま、良い一日をおすごしくださいませ」

　と立ち上がり、自然と割れた人垣を抜けて、マィヤの傍らをすり抜けていった。

（え……）

　イリアは会釈ひとつなく、視線すら合わせようとしなかった。まるでマィヤの姿など見えていないかのように。

　イリアを一礼して見送っていた王子たちは幸いそのことに気づいていなかったが、呆ぼう然ぜんと立ちすくむマィヤを「あっちで話そうか」とラフィーカはその場から連れ出すと、従じゆう者しやに飲み物を頼み、持ってきたそれを「はい」とマィヤに差し出した。

「お疲れさま。王おう太たい子しから話は聞き出せた？」

「はい、ご協力ありがとうございました……あの、わたし、お話に入りこむ時機タイミングをまちがえたでしょうか」

　商人として商売話を持ちかけて、面めん倒どうくさがられて追い払われることは日常茶さ飯はん事じだが、このようにあからさまに無視しかとされたのははじめてだ。貴族令嬢たちに遠巻きにされるのともまたちがう。まるでそこにいないかのような態度だった。

「うーん、どうだろう。話に水を差したというわけではなかったけれど？」

「じゃあイリア様は好き嫌いが激しいとか……」

「話したかぎり、べつに嫌な娘こでもなかったし、みんなが王子だからって媚こびた様子もなかったし、分わけ隔へだてなく話してたし。でもさっきのは様子がおかしかったよね」

　そう告げるラフィーカに、

（やっぱりわたしのせい……？）

　とへこんでいると、ラフィーカは「まあ女の子って、いろいろむずかしいよね」と頭を撫でて慰めてくれた。

「そっちは王太子からなにを聞き出せたのかな」

　アレクセルから聞いたことをラフィーカに伝えると、

「ふうん、ファルナスねえ……」

　ラフィーカの口ぶりはどこか不ふ審しんがっている様子だった。

「なにかお気にかかることでも？」

「ああ、うん。ファルナスってさ、元々傭兵たちが集まってできた国だから、国とか国主のありかたがほかの国とちがうんだよね。

　ほかの国では王族は天や神の代だい理り人にんみたいな扱いだけど、ファルナス大たい公こうは傭兵たちによって仲間内から選ばれたまとめ役みたいな立場っていうのかな。だからファルナスがヴァルティアの統とう治ち下かに入ったとき、ヴァルティアに下ることを良しとしなかった者たちは周辺諸国に散ちって、ほかの国の庇ひ護ごを受けたり傭兵稼か業ぎようをつづけてる。でも海賊に転てん向こうした傭兵の話は聞いたことがないなあ。戦うことを生業とする点はおなじでも、まったく別物だから」

「え、そうなんですか？」

「うん。傭兵は雇こ用よう主ぬしを守ったり勝たせるために戦う、けれども海賊はみずからが奪うばい取るために戦うものだからね。

　それに武器庫から元ファルナス人が武器を盗み出して海賊に流してたって話だけど、彼らなら武器なんて奪うまでもなく自分たちで持っているはずだよね？　大事な商売道具なんだから。海賊を続けているうちに武器を消しよう耗もうしてしまったっていうなら、それこそ商しよう船せんから奪えばいいことだし。わざわざ国軍が守っている武器庫を狙ねらうかな？」

「あ……」

　ラフィーカの指摘は理りに適かなっている。ということは、アレクセルの言に疑わしい点があるということだ。

「アルカダルに良い職人がいるのはたしかだから、武器の買い入れのために国こつ交こうを結びに来たというのも噓じゃないと思うけど、そもそも武器庫襲しゆう撃げきから怪あやしいとなるとこの話にも裏がありそうだね」

「調べる必要がありそうですね……」

　背はい後ごでなにか大きなものが動いている、そんな得え体たいのしれない恐きよう怖ふを感じながらマィヤはうなずいた。
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「サフィード、さん」

　飛沫しぶきをあげて突き進む船、その船せん尾びで跡あと白しら波なみを眺めていたサフィードに声をかけたのは、海軍士し官かんの壮そう年ねんの男だった。

　男はこの船の指し揮き官かんにあたり、タルジュの部下でもある。むろん海軍士官を部下に持つ皇宮武官などいるはずがなく、これはタルジュがサフィードに代わって部下をあずかったための特例措置、この帆はん船せんにいる軍人はみなファルナスからの亡ぼう命めい者しやだ。

　この男も当然サフィードの正体を知っている。だがいくら軍人が元ファルナス人ばかりといっても水すい夫ふや下したっ端ぱの航こう海かい士しは別だ。彼らの目があるところで〈殿下〉と呼ぶことはできず、かといって〈サフィード〉というアルカダルの名も慣なれないらしく、ぎこちない呼びかけになってしまったらしい。

　あいかわらず真面目なことだと、皇宮武官姿のまま乗り込んでいたサフィードはふっと笑みを浮かべた。

「お疲れさまです。今日はどのあたりまで行けそうですか」

「夕刻にはライカ島、この風がもてば夜のうちにセル島を越えられましょう」

　サフィードもいつもの商人の態度でいるわけにもいかず、丁てい寧ねいな言葉で返すと、男はその言葉遣づかいに恐きよう縮しゆくしそうになるのを必死にこらえて答えた。

「海賊が出没するという海かい域いきはそのあたりですので、明日は丸一日捜そう索さくに当てることができます」

「そうですか。襲われた船の乗のり組くみ員いんは？」

「セル島に駐ちゆう留りゆうしている者が事情を知っておりますので、その者から話を聞くとしましょう」

　マィヤに買い出しにゆくと偽いつわってサフィードが乗り込んだ船は、商船ではなく哨しよう戒かい用の巡じゆん視し船せんだった。機き動どう力りよく重視で選んだので乗っている軍人は五十人あまり、水夫を合わせても百人にも満たない。内海を渡る商船と比べてかなり小型のものだ。

「しかしあの噂うわさは真実まことでしょうか。私には到底そのようには思えないのですが」

　士官の言にサフィードは「同感です」とうなずいた。

　ことのはじまりは昨日、アレクセルが海賊討伐の話を持ち出したことによるが、アレクセルが接触してくる前から、サフィードの耳にはこのような噂がとどいていた。

　──最近出没する海賊は、ファルナスの残ざん党とうらしい。

　まさかと思っていたが、それが本当ならアレクセルが自分を誘さそいに来た理由も納得できる。もし元ファルナスの民がヴァルティアに対抗する意図で海賊行こう為いをおこなっているのであれば、自分がファルナス公としてヴァルティアにもどればその者たちは船を降りる可能性がある。つまり戦わずして事を収められる。

　周辺諸国に散ったほかの反ヴァルティア派の者についてもおなじだ。自分がヴァルティアにつくことで、その者たちの行動の正当性を奪うことができる。

　それが民のためになるのであれば、ヴァルティアに屈くつするのもかまわなかった。元々大公位自体、ファルナスの西の大国である〈聖せいロマノス帝国〉からもらった称しよう号ごうにすぎないし、ロマノス帝国が全盛期をすぎたいまとなっては、ただ過去の遺い産さんだ。

　ファルナス大公だろうと、ヴァルティア国ファルナス公だろうと、彼らを守れるのであればそれでよかった──けれども現実はそうではない。

「我々の剣は雇用主のために戦うもの、略りやく奪だつのためではございません。海賊などもってのほかです」

　国家間の争いというどちらが正義ともつかないもの、どちらが正しいかを決するものに力を売る。そこに報ほう酬しゆうは発生するが請せい求きゆう先さきは雇用主、けっして戦場となった村で略奪はしない、それがファルナスの傭兵だ。一方、海賊は戦のない場所で平へい穏おんを乱す略奪者、ファルナスの傭兵の在り方とはもっとも遠いところにある。

「そうですね。私も不審に思ってこうしてやってきました。

　しかし海賊行為にファルナスの民が関わっているのかどうか真しん偽ぎはさておき、ヴァルティアが動きはじめた以上、こちらが先に対たい処しよせねばどのような難なん癖くせをつけられるかわかったものではありません」

「ヴァルティアがファルナス人を陥おとしいれようとしている、とおっしゃるのですか？」

「あくまで可能性の話です。ファルナスの将が周辺諸国に散り、その各国がヴァルティアとの国交を見合わせているいま、ファルナス人に泥をかぶせて結けつ束そくを乱すということはあり得える話です」

　その確信をサフィードに抱かせたのが、昨日のアレクセルからの接触だ。

（──あいつがなんの準備もなく誘いに来るはずがない）

　海賊をヴァルティアの手で討伐し、ファルナス人に責めを負わせる。それをただ国内でしているだけでは効こう果かは薄い。だがアルカダルの女帝の前で海賊討伐を約し、それを達してアルカダルとの国交締てい結けつが成功すれば、周辺各国への恰好の宣伝となる。

　自分がファルナス公の名を受けるなら良し、受けないならばファルナス人に罪つみをかぶせる──反ヴァルティアを掲かかげている元ファルナス人の力を削そぐつもりだ。

「ヴァルティアに討伐される前に、こちらで海賊を始し末まつしたい」

　サフィードの言葉に士官は厳げん粛しゆくな面持ちでうなずいた。──そのときだ。

「発見ッ！」

　甲かん板ぱんの前方から強い海風に乗って声が聞こえ、サフィードと士官は理解するより先に駆かけだした。

「なにがあった！」

「南南西の方角に煙けむりあり！」

　見張りの任にんに当たっていた兵が叫ぶ。

　サフィードがその者の視線の先を追ってもどこまでも青い波がうねるばかりだが、見張りの者は遠とお見みができる。

「上がっているのは赤せき煙えん！　赤煙です……！」

（赤煙──緊きん急きゆう救きゆう難なん信号か!?）

　見張りの声を受けて周囲にいた者たちが駆け寄ってくる。そして、

「赤煙にて救助要よう請せいあり！　当とう該がい船せん舶ぱくに急行する！」

　士官が命令を下すと角笛が船上に鳴り渡り、それまで穏やかだった船上が一気にあわただしさを増した。










　半はん刻こく後ご、赤煙を上げている船に接近すると、それは大型商船だった。

（この船は……）

　サフィードはこの船を見たことがある。アルカダルの王都を経けい由ゆする北回りの航こう路ろ便びんだ。

　船せん籍せきはアルカダルではなく他国の商人が寄り合いで出している船で、積つみ荷にの空きがあればそれなりの値段で載のせてくれるので、シェリーク商会も何度か使ったことがある。

　サフィードの船より人一人分高い位置にある甲板では、乗組員らしき水夫が救助のための白しら旗はたを振っていた。

　赤煙を上げているその船のほかに船せん影えいはない。しかし船が何者かに襲われたことは、激はげしく傷つけられた船べりを見ればあきらかだ。まだ船内に敵が残っているかもしれないと、警戒を解かずに接せつ舷げんして乗り込むと、サフィードは言葉をなくした。

　船の甲板はおびただしい量の血でぬめっていた。幾いく人にんもの死者が出たことは確実で、そこに死体が転がっていないのが不思議なほどだ。

「なにがあった」

　サフィードがこの近海の公用語であるアルカダル語で問うと、船内から出てきた商人が、異国のなまりがありながらも言葉に不自由なく返した。

「海賊に襲われて、積み荷を奪われました」

「そうか……怪け我が人にんは？」

「……おりません」

「いない？　こんなに血が流れているのにか？」

「水夫が四人斬きりつけられました。こうなりたくなければおとなしく積み荷を運べと脅おどされ、我々は海賊が踏みつけにするその水夫の治ち療りようも許されないまま荷を運びつづけました。そうして海賊が去ったときには彼らはもう……」

　男はうつむいて首を横に振り、亡なき骸がらは船内に運んだと告げた。

「………。航海できる人員は残っているか」

「航海士は無事です。船もやられましたが航行可能とのことです。ただ、飲み水と糧りよう食しよくを奪われてしまったので、最も寄よりの港にゆくまでの分をわけていただけないかと」

「わかった。運ばせよう」

　サフィードは士官の部下にあとを任せて、巡視船にもどるなり船に拳こぶしを打ち付けた。

「くそッ……」

　海の上で水を失うことは死に直ちよつ結けつする。アルカダルの港からここまで巡視船で半日あまりだったが、この大型商船なら二日、風に恵めぐまれなければ三日はかかる。

　三日もの間、一いつ滴てきの水もなければ死者が出かねない──そう知った上で海賊は飲み水までも奪ったのだ。

　水夫を斬ったのも見せしめのため、治療が許されなかったと言っていたからおそらくまだ息はあったのだろう。四人であれほどの血だ。失しつ血けつで命を失うまでどれほど苦しんだことだろう──その残ざん酷こくな手口に怒りが湧きあがる。

「サフィードさん」

　ふり返ると、ほかの商人から事情を訊いていた士官がもどってきていた。

「海賊は中型の三段櫂かい船せん、帆ほは二枚。人力と風力でかなり機動力が高いようですが、あとを追いますか」

　三段櫂船ともなると乗組員は二百人近い。対するこちらは百名弱、実戦できるのが五十余よ名めい。海賊船の漕こぎ手てが奴ど隷れいならば戦闘の数に入れる必要はないが、相手は海賊だ。すべての者が武器を持っているとすれば、兵力差は三倍以上になる。

（しかし、こちらはファルナスだ）

　海賊のやり口はファルナスのものとはあきらかにちがっていた。敵はファルナスではない。ならば戦せん力りよく差さはぐっと縮ちぢまる。

　こちらは傭兵時代に何倍もの数の敵兵相手に斬り結んできた者ばかり、しかも接舷しての戦で進入路も限られ、数に任せて囲まれることもない。けっして不利な条件ではない。

　それになにより。

（──奴らを野放しにはしておけない）

　彼らが直接手にかけたのは四人だけ、みな殺しもめずらしくない中では被害がすくないほうだが、そのやり口が非ひ道どうだ。

　それにもし誰かが赤煙を見つけていなければ、あの船の乗員は脱だつ水すいのために死んでいた。直接手にかけなかったというだけで、べつに死んでもかまわないという姿勢がありありと見える。

　しかも奴らが向かったのはアルカダル方面だ。出没する地域から遠ざかったということはもう一狩りするつもりだろう。──そのような者たちにアルカダルの海を荒らされるわけにはいかない。

　サフィードは面おもてを上げると、厳しい声音で士官に命じた。

「──海賊船のあとを追う」
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　夕刻、今日も耳からこぼれんばかりの講こう義ぎを終えたアティルは、思し案あんにくれていた。

　もちろん思案していたのはその日の講義内容についてではない。ヴァルティアの狙いについてだ。

（どう考えても自分マイヤは避さけられてる気がするんだよなあ）

　アレクセルはどこまで噓を混ぜ込んできているのか怪しいし、イリアは話すらしてくれない。

（なにかを企たくらんでいるのはたしかなんだけど……）

　そのとき、こほん、と咳せきばらいが聞こえて現実に引きもどされた。

「おそれおおくも皇帝陛下におかれましては、そのような姿では臣しん下かに示しがつきません。姿し勢せいをお正しくださいませ」

　いつものように女官から指摘が飛んでくる。頰ほお杖づえをついていたのがまずかったらしい。私室にいるときくらい好きにさせてくれてもよさそうなものなのに、皇帝というのも案あん外がい面倒なものだ。

（そうだ。皇帝アテイルになら話してくれるかな？）

　イリアは商人のマィヤが気に入らなくても、皇帝のアティルならまた態度がちがうだろう。なんといっても後宮に入るために来たのだ。祖そ国こくヴァルティアとアルカダルの友好のためにも皇帝と会話しないわけにはいかないはずだ。

　そうと決まればと、アティルは女官に声をかけた。

「ときにヴァルティアの姫はご健けん勝しようかな」

　すると女官は無表情なまま、なにをいったいと不審そうな空気をにじませた。

「イリア姫とお話がしたくてね」

「──もう女人にお会いになるには不ふ適てき切せつな時刻かと思われますが」

「ああ、もちろん今日じゃなくていいよ。近いうちに時間を作ってもらえるよう伝えてくれるかな」

　皇帝と会うためにアルカダルに来たイリアにほかの用事があるはずもないし、なによりも優ゆう先せんさせるべきことだ。

「皇宮武官のタルジュにもそのことを伝えておいてほしい。さすがに姫とふたりきりというわけにはいかないからね」

「おそれながら──」

　いつもの言葉がはじまりそうになり、アティルはにこりと微笑みかけた。

「これも任務のためなんだ。よろしく」
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　その晩、帝都の邸てい宅たくの一室で声をひそめて話し合うふたりの男がいた。

　皇宮の次に広い邸やしきはどこかと問われて数番めには名が上がるほどの大邸宅、その邸の客間の中のもっとも広い部屋で人ばらいをする念の入れようだった。

「やはり宮殿に現れたのは偽にせ者ものか」

「内の者から連絡がございました。その者は貴族の子弟ですらなく、皇宮に出入りしている商人の小こ倅せがれだとか」

「ふん、あの女もずいぶん徹てつ底ていした警戒ぶりよ」

　旧きゆう来らいの仕組みを壊したがる先帝を仕し留とめたまではよかった。あとは異国上がりの女とその女が産んだ幼子のみ、すぐに始末できるものと踏んでいた。まさか女がみずから政治の表舞台に立ち、幼い息子むすこを皇宮の奥深くに隠してしまうとは思わなかった。

　アルカダルの歴史に例がない〈女帝〉の政まつりごとなどすぐに自じ滅めつする、そう思って傍ぼう観かんを決め込んだものの、女は王女として育った能力を遺い憾かんなく発はつ揮きし、大きな失しつ政せいもないまま十年が経たつ。

　幼よう帝ていと呼ばれた皇帝ももう十六歳、おおよそ成人とみなされる年になった。そして国交のなかったヴァルティアの王太子が訪ねてきたこの機に姿を現すかと思いきや、今回もまた替え玉で乗り切るつもりらしい。

「まさかあの女、このまま皇帝を傀かい儡らいにする気か？」

「それはそれで異い議ぎを唱となえる材料となりましょう。ですが懸け念ねんされるのはべつの噂です。

　──女帝は皇帝の男児の誕生を待っているのではないか、との噂が」

「なに？」

　先帝の遺い児じは現皇帝ただひとり、その血が絶えれば先帝の兄弟の間で帝てい位い争いが起きる。そこに異国生まれの女帝の入る隙はない。女帝が権力を握りつづけるには、我が子の皇帝と、その血を継ぐ子孫が必要だ。

「そのようなことはさせん。後宮ハレムさえ開かなければ仮に子ができてもそれは私生児、帝てい位い継けい承しよう権けんはない」

「だからこそほかの手を打ってきたのでは」

「なんだと？」

「我々の抵てい抗こうが強く、子を儲もうけようにも後宮を開けることができない。そこで異国の姫をもらうことにした、と」

「それがヴァルティアか？」

「左様。そうでなければいきなり姫を伴ともなって現れますまい。国交と引き換えにヴァルティアの姫をあずかったことを大々的に知らせ、その姫が皇帝の子を産む。あとは国こく際さい世よ論ろんを味方につけて、国内の反対勢力を抑おさえにかかる──というのが大おお方かたの目もく論ろ見みでしょう」

　アルカダルの後宮が開かれないまま、ヴァルティア王家につながる姫が皇帝の子を産めば、アルカダル国内の慣かん習しゆうとしては継けい嗣しと認められないが、後宮のない周辺諸国からすればれっきとした皇子だ。

　その目論見に男は憤ふん慨がいした。

「アルカダルの歴史を揺ゆるがす、許されざるべきことだ」

「女帝自身が異国生まれですから、我が国の歴史に背そむくことにもためらいがないのでしょう」

　そもそも女が政に携わるということ自体がアルカダルでは前代未み聞もんの出来事だった。勢力争いのただの調ちよう停てい役やくだったはずが、まんまとしてやられた。

「ですが女帝の目論見にも穴が。──ヴァルティアから挨拶がまいりました」

「ヴァルティアだと？」

　その言に男は目を見開いた。話の流れからするとヴァルティアは女帝の企みの協力者、反女帝勢力の自分たちとも敵てき対たいするはずの立場だ。

　しかし男はすぐさまヴァルティアの意い図とを悟さとって、ふん、と鼻を鳴らした。

「早くも閨けい閥ばつの根回しか」

「お察しのとおりにございます」

　ヴァルティアとて姫を出す以上、次期皇帝の外がい戚せきの地位は固めておきたい。そのために反対勢力である自分たちに近づいておこうという腹だ。

「悪い話ではないと思いましたが？」

　あからさまな打だ算さんの笑みを浮かべる男に、いくら握らされたのだと鼻息をつく。

　女帝の思おも惑わくどおりヴァルティアと組ませておいて、実じつ際さいに次の御み世よに移ったときにはヴァルティアとともに政権を奪う──それも悪い話ではない。

「そうだな。ヴァルティアの話は受けておけ」

「御ぎよ意い」

　ただし、と男はつづけた。

「それはあくまで保ほ険けんだ」

「──と、申されますと？」

「ヴァルティアには色よい返事をしておけ。だが将来のためにいまの時間を無む為いに過ごすことはなかろう。我らは女帝の血を引く皇帝がいなくなればそれでよい」

　つまり皇帝の命はいままでどおり狙いつづける、ヴァルティアの申し出は皇帝が万が一生いき延のびて、世継ぎが生まれてしまった場合の保険だ。

　まだヴァルティアの娘が男子を産むと決まったわけではない。そのような遠い話を信じて今の最さい善ぜんの選せん択たく肢しを放棄するなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

「しかしあの女がそのような小こ癪しやくなことを考えていようとはな……」

　女ながら知恵が回ることだ。すくなくともアルカダルの国力が増している以上、そのことは否ひ定ていできない。ほかの愚おろかな皇族を皇帝と仰あおぐくらいならば、しばらくはその座を貪むさぼらせてやってもいいとも思う。

　──だが、勝手にされすぎるのは困る。

「このあたりで脅しをかけておくか。刺し客かくに皇帝を狙わせよ」

「皇帝にございますか？　かの者はなんの所縁もない偽者にございますが？」

「偽者でよい。皇帝はいまだ狙われつづけている、そのことを認にん識しきさせることができればそれでよいのだ」

　男はくく、と笑んだ。

　多少知ち恵えが回ろうともしょせんは女だ。我が子大事の女帝のこと、身代わりが殺あやめられれば多少は委い縮しゆくするだろう。

「ああ、その責めを負って、ヴァルティアの姫には自じ害がいしていただくのもいいやもしれんな」

　皇帝を偽者とは知らずに殺めた姫は、逃げられないと悟って自害する。それで一件落着だ。

　姫が皇帝を何な故ぜ殺めたのか、その理由などいらない。男女の情のもつれとでも人々は噂することだろう。冤えん罪ざいをかけられたヴァルティアは、アルカダルににらまれないように逃げ帰るにちがいない。

（ヴァルティアの小こ僧ぞうに踊らされてなるものか）

　我々を侮ったことを後悔すればいいと、男は笑みを浮かべた。




　──そう考えをめぐらせる男の思考は、もう一方の男にも手に取るようにわかった。

　ヴァルティアに色よい返事をしろと言った一方で、ヴァルティアの姫に皇帝暗あん殺さつの嫌けん疑ぎをかける。どちらが成功してもかまわない、どちらが失敗しても塁るいが及ばない、それが皇宮内で生き残る秘ひ訣けつだ。

　したたかな共犯者に男は満足しつつ、「承りましてございます」と一礼した。
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「商しよう船せんが海かい賊ぞくに襲おそわれただって……!?」

　翌よく朝あさ、アティルは海商商会所から届いた広こう報ほうを見て、思わず声を上げた。

　襲われたのは昨日の昼時、場所は隣りん国ごくの海かい域いき、被ひ害がいは積つみ荷にすべてと死者四名。襲われた船は外国船せん籍せきだが、この船に積み荷を乗せていた者は名乗り出るように、と広報には記しるされていた。

（ここってアルカダルとかなり近い……）

　被害のあった海域までは高速船で半日、商船で二日といったところだ。昨日の昼に起きた事件の報告が届いているということは、襲われた船はすぐにほかの船に発見され、情報は高速船によってもたらされたのだろう。

　海賊はヴァルティア近海に出しゆつ没ぼつすると聞いていたが、警けい戒かいが強まったヴァルティアから餌えさ場ばを変えてきたということか。

（……これって取引にも影えい響きようが出るよな？）

　情報が届いたのが昨晩から今朝にかけてのことなので、昨日の取引相そう場ばは順じゆん調ちように上がっていて、市場への影響は見られない。しかしこの事件が好こう景けい気きに水を差すことはまちがいない。今日の市場がどれほど打だ撃げきを受けているか心配だ。

（海賊が出るっていうのはこういうことなんだよな……）

　海は広い。海賊船など会おうと思って会えるものではない。

　しかし取引した品が届かないかもしれない、商売に行く途と中ちゆうに奪うばわれるかもしれない──そんなわずかな危険性が取引の気持ちに水を差す。生活必ひつ需じゆ品ひんの、たとえば糧りよう食しよくなどはさほどではなくとも、今どうしても必要というものではない商品は買い控びかえられてしまう。

（サフィードは大丈夫かな。近隣に買い付けに行くって言っていたけれど……）

　この情報はサフィードの耳に届いているだろうか。このようなときに海に出ていてほしくないが、昨日のうちにサフィードは港を発ったことだろう。海賊と鉢はち合あわせしないことを祈いのるばかりだ。

（ヴァルティアの王太子がアルカダルに来たから一いつ緒しよについてきた──とか、そういうわけじゃないよな？）

　ヴァルティア近海を荒らしていた海賊が、ヴァルティア王おう太たい子しとともにアルカダルに近づいてきた。それはただの偶ぐう然ぜんだと思いたい。しかし符ふ合ごうしすぎていて、その可能性が頭から離はなれない。

（あああもう！　厄やつ介かいな客人だな……！）

　怒りにまかせてぐっと拳こぶしをにぎったものの、にぎったそばから力が抜けていった。

（あ、あれ……？）

　机にくずれ落ちそうになったところで、ぐう、と腹が鳴る。

（……そういえば、朝食はまだかな？）

　アティルは宮きゆう殿でん内でかなり放ほう置ちされているが、朝食の準備が整うと女によ官かんが呼びに来る。広報や報ほう告こく書しよを食い入るように見入っていたので気づかなかったが、朝食の時間はすぎている気がする。

　朝食を伝えることすら放ほう棄きされたのだろうか。呼ばれてないけれど行ってみようかなとアティルが立ち上がったとき、執しつ務む室しつの扉とびらが開かれた。

（よかった、忘れられていたわけじゃなかったんだ）

　と、ほっとしたのも一いつ瞬しゆんのこと、入ってきたのは女官ではなく、皇こう宮ぐう武ぶ官かんのタルジュだった。

　朝食前のこんな時間に彼が訪ねてくるなどはじめてだ。感情を覗のぞかせない鉄てつ面めん皮ぴはあいかわらずいつもどおりだが、先せん帝ていの死すら淡たん々たんと告げた彼のことだ。最悪の状況さえ考えられる。

（まさかサフィードの身になにか……？）

　海賊の影が脳のう裏りをよぎり、ぞくりとふるえる。

「……なにか、あったの」

　アティルであることを忘れてマィヤが硬かたい声こわ音ねで訊たずねると、タルジュは表情ひとつ変えずにその事実を告げた。

「皇帝おまえの毒どく見み役やくが死んだ」

「──えええ!?」







（えっと、髪かみ飾かざりの角度はこんな感じかしら）

　着替えたマィヤは、鏡の中の自分を覗きこみながら髪飾りの位置を調ちよう整せいした。髪飾りと被かぶりものの薄はく紗さのおかげで、付け髪をしていることはまったくわからない。

（それにしても毒殺ねー……）

　──先ほど、衝しよう撃げき的てきな報しらせを持ってきたタルジュは、「おまえが食べる前でよかったな」と本当に良かったと思っているのだかどうだかわからないあいかわらずの声音で告げると、

「毒だけ入れて満足したとは思えない。次は刺し客かくが来るおそれがある。おまえはこの宮殿を離れて着替えて、特とく使したちに混まざっていろ」

　そう言ってアティルをこの宮殿に連れてきた。白の宮殿と行き来する際さいに着替えに使っている部屋だ。女官や侍じ女じよは誰だれもいないので、おかげで人目を気にせずに着替えができる。

（いったいだれが皇帝を狙ねらったのかしら？）

　あやうく毒殺されるところだったものの、狙われたのは〈自分〉ではなく〈皇帝〉なので、特に恐きよう怖ふはない。

（そうよ。偽にせ者ものの〈わたし〉を狙ったって意味がないじゃない。偽者だって知らなかったってことは宮殿の外の人ってこと？　でも中にいないと毒を入れられないわよね。調理場は宮殿の中にあるんだし。搬はん入にゆうされた食材そのものに毒が入ってたってことかしら？

　──そういえば先帝陛へい下かも毒殺されたんだっけ。犯人は偽者とは知らずに先帝陛下とおなじ方法で〈皇帝〉を狙ったの？）

　自分が皇帝の身代わりにすぎないことは、あの宮殿に関わる者はならば誰しも知っていることだ。犯人は皇帝がこの宮殿にいることを知っていたのに、偽者だと知らなかったと考えるのは無理がある気がする。偽者と知ったうえであえてしかけてきたと考えたほうが妥だ当とうだ。

（偽者だってわかっているのに狙う理由ってなに？　脅おどし、とか？）

　皇帝は暗殺を恐おそれて、いまもこの皇宮内のどこかに潜ひそんでいる。そんな皇帝に対し偽者を毒殺することで、皇宮の奥にいても自分たちは命を狙ねらえる、姿を現せばこの偽者のように毒殺するぞと、脅しをかけているのかもしれない。

（よほど本物の皇帝に出てきてほしくないのね）

　皇帝が権力を握ることをよしとしない反皇帝派がいることは、タルジュから聞いている。政まつりごとの操あやつり手ては自分たちでなければいけないと考える輩やからだ。彼らにとって本物の皇帝が動きはじめるほど厄介なことはない。

　いままで国使の謁えつ見けんは女帝がおこなっていたが、今回は偽者ながら〈皇帝〉がヴァルティアの王太子と対面した。それを皇帝本人が表舞台に出てくる前ぜん兆ちようと受け止めて、脅しをかけてきたのかもしれない。

（……あ、ちょっと待って。ここに皇帝がいると知っていながら、偽者だと知らない人がいたわ……）

　ヴァルティア王太子アレクセル、そしてイリア姫──

　彼らとはあの宮殿で皇帝として顔を合わせている。そして皇帝が偽者だと知らない数少ない人間だ。

（でも白の宮殿とはちがって、青せい銀ぎんの宮殿は国外の人が入りこめるほど警けい備びが甘くないし、アレクセル殿下は皇帝にイリア様を差し出してまで国こつ交こうを求めているんだもの。皇帝を殺してしまっては元も子もないわよね。

　イリア様は後宮に納おさめられるのが嫌いやだからという動どう機きも考えられるけど、アルカダルに伝つ手てがない彼女に皇帝毒殺なんて無理だろうし……）

「……！」

　そのとき不ふ意いになにかが一瞬ひらめいて、マィヤの鼓こ動どうがとくとくと打ちはじめた。

　そのひらめきがなんなのかを受け止めそこねたマィヤは、必死に暗い底に沈しずんでゆきそうなそれを追いかける。

　──反皇帝派は先帝を殺あやめてまで既き得とく権けん益えきを守ろうとした。そして皇帝に権力を握られることもまたよしとしていない。皇帝の命を狙っているということは、当然その次世代の誕生も望んでいないはず。

　そして皇帝はもう十六、万が一にも皇帝の血を引く男子が誕生してしまったなら。

　その懸け念ねんは当然反皇帝派も抱いているはずだ。

　もし皇帝が、ヴァルティアの姫を寵ちよう愛あいするようなことがあれば──

　そのひらめきにたどり着いたマィヤは、はっと顔を上げた。

（もしかして……!?）
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「イリア様……！」

　皇宮内を駆かけ抜ぬけてマィヤがおおきく扉を開け広げると、室内にいたふたりの女性がはっとマィヤを見た。

　ひとりはこの部屋の主ぬしであるイリア、いまひとりは年若い侍女。

　ふたりは距きよ離りを置いて対たい峙じし、侍女の両手には果くだ物ものナイフが握られていた。その刃先はまっすぐにイリアへと向けられている。

（やっぱり……！）

　ためらいはなかった。マィヤは、はじかれたように一直線に侍女に向かって駆け出した。

「──！」

　その行動に驚おどろいたのは侍女のほうだ。まさかドレス姿の令れい嬢じようが丸腰で突とつ進しんしてくるとは思わなかったのだろう。しかしそれも一瞬、侍女は闖マ入イ者ヤに向き直るとナイフをかまえた。

「マィヤ様っ！」

　イリアの叫び声が張りつめた空気を割って響ひびき渡る。しかし侍女もマィヤもイリアの声が届かないほどその一瞬に集中していた。

　侍女は向かい来るマィヤにナイフをまっすぐに突き出し、マィヤは駆けながら腰を落とすと伸のびた侍女の両腕を跳はね上げた。

「──！」

　腰を入れた力強い跳ね上げに侍女の重心がぶれる。マィヤはそのまま侍女の手首を取ると、後ろに倒して完かん全ぜんによろめかし、そして逆に手をひねって侍女の背中の上でねじりあげた。
















　侍女は絨じゆう毯たんの上にうつぶせに倒され、マィヤは身体からだを乗せて押さえつけると、

「タルジュさん！　お願いします！」

　と、あとから駆けてきたタルジュに叫んだ。

　タルジュは侍女の首を絞しめて意識を奪うばい、肩のモールで縛しばり上げ、軽々と担かついで部屋をあとにする。

　ほんの一瞬の出で来き事ごと、あまりにあざやかな捕ほ縛ばく劇げきにイリアは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、そんな彼女にマィヤは立ち上がって微笑ほほえみかけた。

「イリア様、お怪け我がはございませんか？」

「ええ、私は無事です。しかしマィヤ様の髪が……」

　言われて床を見ると、何十本もの金の髪が散っている。ナイフを避よけた際に、なびいた髪が刃先に触ふれて切れてしまったらしい。

「大したことではありませんわ。怪我もしておりませんし、わたくしも大丈夫です」

　頭に触れてみると、切れた髪は付け毛の一部だった。元々切れていたもの、まったく問題はない。

「命をお助けくださいまして、ありがとうございました。しかしマィヤ様はどうしてここに？」

「先ほど皇帝陛下のお毒見役が倒れたとお聞きしまして、もしや陛下のお客人であるイリア様にもなにかあるやもと思い、参さん上じよういたしました」

　見やると、侍女が給きゆう仕じに来た食事はまだテーブルの上にある。

「お手をつけておられないようですね」

「ええ、今朝は食欲がないからと下げてもらおうとしたところ、あの者がナイフを」

　となるとこの料理にも毒が混入されていた恐れがある。賓ひん客きやくのイリアにも毒見がついているだろうが、毒見後にこのような側そば近くで給仕する侍女の手から毒を盛られたなら、防ぎようがない。

「こちらの宮殿も危のうございますね。イリア様は特使のみなさまのいらっしゃる宮殿にお移りいただけますか？」

　暗殺されかけた部屋になど一時たりとも長居したくないだろう。そう思って踵きびすを返したマィヤだが、呼び止める声があった。

「お待ちになって」

　ふり返ったマィヤの目に映ったのは、いままでの取とり澄すましたイリアではなかった。イリアの藍あいの瞳ひとみはしっかりとマィヤを捉えている。

「……いかがなされました？」

「教えてくださいましな。マィヤ様はその武ぶ術じゆつを、どこで会え得とくされました？」

「武術、にございますか？」

　思いもよらない質問だ。

（あっ、大商人のご令嬢にしては手て馴なれすぎてた？）

　しかしマィヤも、暗殺者相手に手を抜けるほど鍛たん錬れんしているわけではない。相手の技量がわからない以上、速さにまかせて初しよ手てを躱かわし、一気に畳たたみかけるほかなかった。

　身分を怪あやしまれたかと危き惧ぐしたが、イリアの表情は不ふ審しんに思っている様子はない。それに商人であることに偽いつわりはないんだし、とマィヤは素す直なおに答えた。

「武術は家族から教わりました。わたくしの兄のような者が武術を趣しゆ味みにしているものですから、その影響でわたくしも多少心こころ得えが」

「兄のような者？」

「ええ。実の兄ではないのですが、皇宮商人の父が知人からあずかり、兄妹きようだいのように育った者です」

　ですから兄妹ゲンカをしているうちに自然と身についたのでしょう。そう告げると、イリアは「左様でしたか」とうなずいて、「ではその兄上が所縁ゆかりの者なのかもしれませんね」と目め許もとになつかしさをにじませた。

「その武術は我が祖そ国こくに伝わるものです」

「祖国？」

「ええ、祖国──ファルナスです」

（────！）

「私はファルナスの貴族の娘として生まれ育ちました。しかしヴァルティアに王都を占せん領りようされ、父もヴァルティアの臣しんとして生きることを選んだため、私もヴァルティアの庇ひ護ご下かにおりました。ですが私は、祖国のことを忘れた日はございません」

（やっぱりイリア様はファルナスに心を寄せていたんだ……）

　呆然と見つめていると、イリアに「申しわけございません」と深々と頭を下げられて、マィヤはあわてた。

「なっ、なにをなされます!?」

「マィヤ様は商人だとお聞きしてより、警戒しておりました。アレクセル殿でん下かの手の者なのではないか、と」

「アレクセル殿下、ですか？」

　なぜここでアレクセルの名が出てくるのかとマィヤが小首を傾かしげると、イリアはひとつ息をついた。それはまるで、いままで胸の中で凝こごっていた疑ぎ念ねんをすべて、身体からだの外に吐き出すかのようだった。

「ええ。あの方は商しよう才さいに長たけておいでで、ヴァルティアの不ふ毛もうな荒こう野やからでも生み出せるものを活用して取引し、ファルナスを得てからは港をおおきく発展させました。交こう易えきも幅はば広ひろくおこなっておいでですので、商人の伝つ手てもあろうかと」

（ああ、だからわたしが商人だと言ってから距離を置いておられたのね）

　王子や貴族令嬢ばかりの集団にただひとりの商人娘、そのような者が接せつ触しよくしてきたなら、アレクセルと通じて本心を聞き出そうとしているのかもしれないと、警戒するのも無理もない。

「わたくしはアルカダル帝国皇宮御ご用よう達たし商人ハーティの娘、アレクセル殿下とは一切関わりがございません」

「そうでしたのね。たしかにもしアレクセル殿下の手の者であれば、見殺しにしたほうが得とく策さくでしたもの。あのような絶ぜつ好こうの機き会かいを逃のがすはずがございません」

「……はい？」

「客人として滞たい在ざいさせている者が暗殺されたとなれば、アルカダルに責任を負わせることができます。殿下の手の者ならば、この一件を伏せる代わりに国交を結んでもらおうと画かく策さくするはずです」

（え……えーっと………）

　イリアの口く調ちようは穏おだやかながら、言っている内容は物ぶつ騒そうだ。

（つまりわたしがアレクセル殿下と通じていたなら、もし駆けつけても助けにも入らず、イリア様を見殺しにしただろう──と、そういうこと？）

　たしかに政せい略りやくずくのアレクセルならそれくらいしたかもしれない。しかし今しがた命を狙われたばかりだというのにイリアの口ぶりに怯おびえはなく、自分の命の値段と売り時を冷れい静せいに判はん断だんしていた。

（それって、イリア様のほうがよほど商才があるんじゃ……）

　そんなマィヤの内心に頓とん着ちやくすることなく、イリアは訊ねる。

「先ほど皇帝陛下のお毒見役が倒れたというお話でしたが、犯人は誰だったのですか？」

「まだ特定できていないようです。おそらく皇帝陛下の身を脅おびやかしつづけている国内の有力貴族の手の者であろう、と」

「そうですか。その者はもしかすると、私に陛下の暗殺の責せめを負おわせたかったのやもしれませんね」

「──！」

　皇帝が毒殺され、イリアもまたおなじ毒で命を落とす──皇帝を殺したものの皇宮から逃げられぬと悟さとったイリアが自決した、そういう筋すじ書がきだったのかもしれない。当然、直接の黒幕にはなんら咎とがが及およばないかたちだ。

　皇宮とはそういうところだとわかっていたが、命を道具として扱う現実にマィヤは背せ筋すじが凍こおる思いがした。

「もしその者たちが女帝陛下の御み世よに苦にがい思いをしているならば、私を狙うのも無理もありませんわ。客人である私が皇宮内で命を落とすようなことあらば、女帝陛下の権けん威いにも関わることですもの」

　イリアはそう淡々と、冷静に現げん状じようを分ぶん析せきした。

（イリア様って……）

　彼女はファルナス公子の許嫁いいなずけだったと聞いている。いずれファルナス大たい公こう妃ひとして国を支えるべく育ててこられたのだろう。頭の回転と胆きもの据すわりかたがちがう。

「私は祖国を裏切った男の娘、信じていただけるかわかりません。ですがぜひマィヤ様にお伝えしたいことがございます。

　──アレクセル殿下の息のかかった者には伝えられないこと、そしてファルナスにつながる者にお伝えしたかったことです」

「なんでしょう？　わたくしで良ければお聞かせいただけますか？」

「ヴァルティアがアルカダルを訪おとずれた、真の狙いについてです」

　その一言に、マィヤの身体が震えたった。
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　深夜、その小船は篝かがり火びを消して帆ほも下ろし、漂ひよう流りゆう船せんのように波間に流されていたが、停てい泊はくする海賊船にある距離まで近づくと、伏せていた男たちがいっせいに舫もやい綱づなを飛ばした。

　そこからは一瞬の出来事だった。

　男たちは綱を引いて一気に船の距離を詰め、編あみ縄なわや縄なわ梯ばし子ごをかけて猿のようにするすると上のぼってゆく。戦せん利り品ひんの美酒に酔いつぶれていた海賊たちは、敵てき襲しゆうを知る前にまんまと侵しん入にゆうを果たされていた。

「なっ、なんだ!?」

「貴き様さまらどこから入ってきやがった!?」

　その返答は無言の刃やいばで返された。闇やみに溶とけ込む一軍はまるで幽ゆう霊れいのように声もなく、無言で海賊たちの血を刃に吸ってゆく。

　小船は視認していたものの、ただの難破船だろう、と報告せずにいた物もの見み役やくはまっ先に斃たおされた。そのため奇襲をかけてきた者たちの正体も人数もわからぬまま、海賊船は大混乱に陥おちいり、焦あせりが空回るなかでその幽霊たちは黙もく々もくと海賊を仕し留とめていった。

　大勢の漕こぎ手てが眠りから覚さめて事情を知る前には、すでに出入り口は外から閉ざされて、戦せん闘とうに加わることはできなかった。漕ぎ手を封ふうじられた時点で、二百以上いるはずの戦力は半数以下に削けずられている。

　刃は向むかう者は斬きられ、次々に縛り上げられてゆく。時間にしてわずか四半時ばかり、あまりにあざやかな制せい圧あつだった。

「完了しました」

　その報告を士し官かんから受けると、サフィードは剣を収めた。

「こちらの被害者は」

「おりません」

　海賊とはいえ、相手は戦闘訓くん練れんや軍事訓練を受けていない輩だ。ファルナスがおくれを取るはずもない。だが夜戦に加えてこの乱戦、犠ぎ牲せい者しやが出なかったのは幸いだった。

「漕ぎ手は」

「各国の言語に堪たん能のうな者を各階層に送り、事情を説明させております。ほとんどが奴ど隷れい、もしくは海賊に囚とらわれた者で、刃向かう意い思しはないようです」

「そうか。漕ぎ手に仲間が潜んでいる可能性もある。警戒を怠おこたるな。──首領は」

　こちらに、と士官に案内されると、甲かん板ぱんに齢よわい三十半ばほどの、体たい格かくのいい男が後ろ手に縛り上げられていた。

　硬貨の首飾りを下げたこの男が首領で、その後ろにいる数名が役付きの者だろう。

「なんだ、育ちの良さそうな兄にいちゃんじゃねぇか。海賊に鞍くら替がえする気かい？」

　首領は捕らえられてなお態度が殊しゆ勝しようになる様子はなかった。共に捕らわれた部下の手前、強がらずにいられないのか、それともこのような事態を想定せずには海賊などやっていられないということか。

「おまえたちはどこの者だ」

　いまは海上暮らしでも生まれは陸の上に違ちがいないし、いまもねぐらにしている街があるはずだ。

　しかしサフィードの問いかけに首領はためらいもなく答えた。

「ファルナスさ」

「────」

　サフィードも周囲も表情ひとつ変えることはない。だがその場の空気が凍りついたことに首領は気づかぬ様子で、「動どう乱らんのせいで食いっぱぐれちまってよお」云うん々ぬんと言葉をならべたてた。

　サフィードの傍かたわらにいた士官は、部下の顔を見回し、この者に見覚えがある者はいるかと無言で問う。しかし知っていると返す者はいない。士官はサフィードに斬り捨ててもいいかと目で問うてきたが、待てと目で返した。

　たしかに男の言葉はファルナスのものだが、わずかにヴァルティアの訛なまりがある。剣けん筋すじも統とう制せいもまったくちがっていた。ファルナスの民でないことはあきらかだ。

　それでもファルナスだと偽っているのはそう言っておけば箔はくがつくためか、それともほかに意い図とがあるのか。

「貴様らの狙いはなんだ」

「金銀財ざい宝ほうにうまい食事、そして女。海賊の狙いにそれ以外のなにがある？」

　男の返答に政治的な意図は感じられない。

　ただの破落戸ごろつきか、それとも──

　凝ぎよう視ししながら思案していると、首領はへへ、と余よ裕ゆうを感じさせる笑みを浮かべ、そして告げた。

「どうせ縛り首だろ。とっとと本国ヴアルテイアに引き渡すがいいさ」







　思案の結けつ果か、サフィードは、海賊たちを海賊船ごとアルカダル帝てい都と近くのラウル島に留とどめることにした。

　海賊は捕まれば縛り首、それは内うち海うみに面するほとんどの国に共通する罰ばつ則そくだ。どこで裁さばいても結果はおなじ、裁く権利は捕らえた場所に近い国か、捕らえた者の属する国が持つことになっている。

　海賊が元ファルナスというのは騙かたりだとしても、なにを企たくらんでいるか知れないヴァルティアに引き渡すのは危き険けんすぎるし、むざむざ手柄を渡して国交締てい結けつの足掛かりを作ってやる必要もない。

　ラウル島は同行した士官が預あずかっている場所で、帝都とは手て漕こぎ舟ぶねで一時ほど、人口千人にも満たない漁村があるのどかな島だ。しかし深い森に覆おおわれた島の中心は、漁村ののどかさとは真逆、凶悪犯を収監する監かん獄ごくがある。そのため、ある朝突然漁船に混じって海賊船が停泊しているのもさほどめずらしいことではなく、島民はまた捕まった海賊が監獄に入れられたのかと思っただけだった。

　首領のあの様子ではしばらくはしらを切りとおすにちがいない。本当の話は、時間をかけてゆっくりと聞かせてもらおうと事じ情じよう聴ちよう取しゆは部下にまかせて、サフィードは帝都へもどった。

　女帝がヴァルティアとの国交について、そしてファルナスのこれからについてどのように考えているのか、一度聞いておきたかった。海賊の処しよ遇ぐうについて、のこのこ出向いて伺うかがいを立てるのは彼女の期待に沿そうことだとは思えないが、海賊捕ほ縛ばくを手て土産みやげにすれば話をする時間くらいは作ってもらえるだろう。

（とはいえ、素直に教えてもらえるとは思わないけどな）

　ヴァルティアの国使来らい訪ほうの一件も、女帝は直接サフィードにはなにも命じていない。ただマィヤに皇帝の身代わりをさせ、その意図を汲くんで勝手に動けと言わんばかり、それでいて女帝の意に沿う結果を出さなければならないのだから、難なん儀ぎなことだ。

（アレクセル……あいつはいったいなにが狙いなんだ？）

　自分をファルナス公として迎むかえ入れたい、そのことを伝えるためだけに来たとは思えない。たとえそれが本心だとしても、なんの前準備もなく来るはずがない。

　ヴァルティアの近きん海かいを荒らしていた海賊も、捕らえてみればファルナスだというのは海賊の自じ称しようにすぎなかった。本当のファルナス人による反ヴァルティア勢力を押さえたいならば、もっと強ごう引いんな策さくを考えていてもおかしくない。

（まさかイリアを人ひと質じちに取るつもりか？）

　ヴァルティアにつかなければ、イリアを殺す──ファルナス公こう子しが元婚こん約やく者しやを見殺しにしたと知れれば、ファルナス人が公子に寄せる期待を削そぐことができる。

　しかしサフィードはその可能性にも首を横に振った。

　その方法は、ファルナス公子が生いき延のびていると明かすことが前ぜん提ていだ。世間的には死んだとされている者をよみがえらせては、逆にファルナス人の期待を煽あおることにもなりかねない。それにイリアはヴァルティア貴族の娘だ。人質になどすれば貴族の離り反はんを招くことになる。

（では奴はなにを企んでいるんだ──）

　一度断ことわられただけでおとなしく退ひくような奴ではない、そう知っているだけに苛いら立だちがつのる。

　サフィードはアレクセルの策さく謀ぼうに考えをめぐらせながら昼すぎに皇宮にもどると、湯を浴あびて血の匂においを落とし、新たな軍服に着替えて皇帝の執務室を訪れた。

　しかしそこにアティルの姿はなかった。庭を覗いても人影はない。

　勉強が嫌で逃げ出したんじゃないだろうな──という危惧は、皇宮武官の詰め所にいたタルジュによって思わぬ方向から否ひ定ていされた。

「は!?　皇帝の毒見役が死んだ!?」

　つまり、マィヤが毒殺されかけたということだ。

「マィヤは!?」

「毒は口にしてはおられません。暗あん殺さつ防ぼう止しのために、いまは特使たちの宮殿の一室におられます」

　場所を聞いたサフィードが駆けつけて扉を開け放つと、貴族令嬢らしく着飾ったマィヤが、ぱっとふり向いた。

「あっ、サフィード！　お帰りなさい！」

　その顔は血けつ色しよくもよく、健けん康こうそのものだ。

　マィヤの膝ひざには厚あつい書物があり、普段なら絶対読まないような本を読んでいたことに気がついて、別の意味で心配になったが、その無事な姿を見て取ると、サフィードは扉に腕をついて、はあ……と大きく息をついた。確実にこの四半時で命がすり減った。

「どうしたのサフィード？　疲れてる？　寝てないんじゃない？」

　しかしそのようなことは知らないマィヤが近づいてきて、顔を覗きこむ。

　一昨晩は海賊船探たん索さく、昨晩は海賊船襲撃で、あまり寝ていないのは事実だ。しかし一昨日、昨日と生死の狭はざ間まを見てきただけに、死はけっして遠いものではないと理解している。

　ほんのすこし目を離した隙すきにマィヤの命が奪われていたなら──と、想像するだけで胆きもが冷えた。

「おまえは大丈夫だったのか。命を狙われたと聞いたが」

「あ、うん。わたしは食べる前だったから全然問題ないんだけど」

　おかげでその日は朝ご飯を食べそびれちゃって、と続けるマィヤにほっとするとともに、殺されかけた現実を理解しているのか疑わしいほどのあまりの能天気ぶりにすこし苛立って、サフィードはマィヤの頰ほほをふにっ、とひっぱった。

「いっ、いひゃい！　なにすんの!?」

「これだけ肉がついていれば、一食くらい抜いたって大丈夫だな」

「そのあとでたくさん食べたの！　朝の分まで!!」
















　毒を盛られた直後に腹いっぱい食べられる神しん経けいがすごいが、この様子だとまったく心配なさそうだ。

「髪はどうしたんだ。変なところで切れてるぞ」

「あ、まだ残ってる？　ちょっと刺客に切られちゃって」

　切れた分は付け髪を直してもらったんだけど、とつづけるマィヤに、サフィードは「はっ!?」と声を上げた。

「刺客だと!?　聞いてないぞ!?」

「うん、狙われたのはわたしじゃなくて──あっ！」

　刺客に襲われた以上の衝撃を思い出したらしく、マィヤが叫んだ。




「そうよ！　ヴァルティアの狙いを聞き出せたの……!!」
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　驚きのあまり、にわかにその言葉を飲み込めなかったのか、呆然とするサフィードを部屋の奥の座へと誘さそい、扉を閉めて声が漏もれないことを確かく認にんしたうえで、マィヤは言葉を接ついだ。

「ヴァルティアの狙いは、聖せいロマノス帝てい国こくの先せん鋒ぽうとなることだったのよ！」

「ロマノス……？」

　聖ロマノス帝国──アルカダルの西に位置する広こう大だいな帝国だ。

　全ぜん盛せい期きから比べると支し配はい地ちが減ったため、いまはアルカダルと国境を接していないが、歴史上では何度もおおきな戦いくさとなっている。

「衰すい退たいしはじめたロマノスに対して、アルカダルは女帝陛下が政治を執とられるようになってから経済力があがって国力を増しているでしょう？　それでロマノスが危き機き感かんを持ちはじめたらしいの。

　ロマノスはいくつかの小国が独どく立りつしたとはいえ、元々の国々で崇あがめている神はおなじだから、また神の名の下にって遠えん征せいを企んでいるらしいわ」

　アルカダルの国外のことは特産物くらいしか頭に入っていなかったマィヤだが、その狙いを知らされるなり、ここ数日で頭に叩き込まれた知識が一気に線でつながった。そして講こう義ぎに使っている本を読みはじめると、驚くようにするすると知識が頭に入ってきて、いまもサフィードが来るまで読んでいたところだ。

「アルカダルはヴァルティアと国交がなかったでしょう。それでこの機に新たに結ぶなら良し、今回も断られたなら大手を振ってロマノスに付くというわけ。アレクセル殿下がしにきたのは最後通つう牒ちようよ。ヴァルティアと敵対するか否か」

　ヴァルティアがロマノス側につけば、アルカダルは一日もあれば踏とう破はできる程度の小国を挟はさんでロマノスと対峙することになる。ヴァルティアはロマノス側の最前線だ。

「おまえ、その情報をどこから得えた」

「イリア様よ。刺客に襲われたのは、わたしじゃなくてイリア様なの。それでお助けしたときに教えてくださったのよ」

「その言葉こそがヴァルティアの罠わなという可能性を考えたか？」

「罠？」

「そうだ。命を助けたことで、おまえは心から感かん謝しやされたと思った。その心の隙を突かれたという可能性はないのか」

　マィヤは淡々と問いを投げかけるサフィードをまっすぐ見据えて、告げた。

「──それはない、と思うわ」

　たしかにイリアからその情報を得たのは、命を狙われた彼女を助けた直後のことだ。感謝とともに信しん頼らいを寄せられたと思っているその瞬間は、噓うそという名の毒を流し込むのに最さい適てきの時機タイミングだったろう。

（けれどあのときの目は噓ではなかった）

　マィヤは商人として多くの人と接してきて、目を見て人となりを読むことができるようになった。商品に関する知識や、商売の流れを感じ取る経験などが年長者よりも劣おとるマィヤが、年長者と競きそうほどの利り益えきを出しているのも、客の目を見て心情を読むことに長けているからだ。

「あの方は、ご自分の父上がなされたことに罪つみの意識をお持ちでいらっしゃるわ。だからヴァルティア国から出ることができたこの好機に、なんとしてもその企みを伝えたかったのよ」

　マィヤはあのとき初めてイリアの本当の笑顔を見たと思った。伝えるべき者をようやく見つけられた、と。

「もちろん国の大事を知らせるなんて、アレクセル殿下に知れればご自身の命に関わりかねないことよ。だからはじめはわたしのことも、アレクセル殿下の息のかかった商人じゃないかって疑っていらっしゃったの。でもわたしが刺客を取り押さえたとき、その武術で気づかれたみたい。

　イリア様はこうおっしゃっていたわ。〈祖国〉に連なる人だ……って」

「───」

　どの国に、どのようにつながっているかは言葉にしなかった。けれどもサフィードはなにも訊かなかった。

　サフィードはたったそれだけの言葉で疑ぎ問もんを持たなかったし、否定もしなかった。──それが答えだ。

　胸の奥にかすかな痛みを感じながら、マィヤはつづけた。

「イリア様は、ご自身が政略のためにアレクセル殿下に見殺しにされることも覚かく悟ごしていらしたわ。このことを伝えても命に関わる、それも覚悟のうえで話してくださったの。

　だからわたしは、そんなイリア様の言葉を信じるわ」

　そう告げると、サフィードはしばらくマィヤを凝視していたが、やがてうつむき気味に短いため息を漏らすとともに、髪をかき上げた。

「──そういうことか」

　それはマィヤから知らされた事実に苛立ちを隠かくせずにいるような、それでいてつらいなにかを押しつぶそうとしているかのような眼めだった。

「いまのでつながった。ヴァルティアの、アレクセルの狙いが、すべて」

　なにがつながったのか、聞きたいけれども聞ける雰ふん囲い気きではなかった。

　わずかに顔を逸そらして床を見つめながら思案するその横顔、真剣な眼まな差ざしはまるで知らない人のようで、マィヤはぞくりと冷たいものを感じた。

（サフィード、どうしちゃったの？　──もしかして、これが昔のサフィード、なの？）

「……怖い顔してる」

　そう指し摘てきしたなら、我われに返っていつものサフィードにもどってくれるのではないかと期待した。しかしサフィードはいつもの眼を取りもどすことなく、「そうか？」と顔を上げた。

　そこにあったのは、いつもの冗じよう談だんめかして余裕の笑みを絶やさずにいる眼ではない。他者を断だん罪ざいするような傲ごう岸がんさのある眼。

　この眼は、白の宮殿で特使たちがときおり見せるものに似ていた──人を支配する側にいる者の眼だ。

「……なんだか悪いこと考えてるみたい」

「悪いことって、おまえな」

　口調はいつものサフィードのまま、しかし声音がいつもより重い。すべてをひとりで背せ負おい込む、背負うのが当然である人間の声だった。

（──遠くに、行っちゃう）

　引き留められると思ったわけではない。しかしそう思うなりマィヤの手が自然と伸びて、サフィードの両頰を手のひらで包み込んでいた。

「……マィヤ？」

　その驚いたような表情に、すこしいつものサフィードがもどってきてくれた気がした。

　──多分うれしくて、胸の奥がふわりとあたたまって、そしてじんとした。

「ひとりで抱え込まないでね」

「………」

「父様もわたしも頼たよりないと思うけれど、全部サフィードが背負う必要はないから」

　父のことを引きあいに出してまでいままでのサフィードとして話を聞いてほしかったのか、それともあとのことは心配しなくていいよと言いたかったのか。──おそらくそれは両方だ。

　行かないでとは言えない。けれども行ってらっしゃいとも言えない。

　そんなマィヤの言葉にサフィードはすこし口こう端たんに苦笑を浮かべる。その表情がなつかしくて、けれどもいままでの自分と決別しているようでもあって、マィヤはなぜか泣きたくなった。

　そしてサフィードは頰に手を当てられたままうつむくと、小さな声音でその事実を告げた。




「──俺は本当は商人じゃない」




　思わずびくっと腕が反はん応のうしてしまってから、聞こえなかったという言い訳をみずから封じてしまったことに気がついた。

　サフィードはそんなマィヤの迂う闊かつさを、あいかわらずだなとでも思ったか、くすりと笑みを漏らす。そしてその笑みは、サフィードの頰は冷たいままだったけれども、泣きたかったんじゃないかと、そんな気がした。

「俺はファルナスの人間だ」

（ファルナス……やっぱり）

　はじめてその名を出されて、すとん、と心のなかでなにかが落ちた。

　納なつ得とくではない、けれども心にのしかかる不安からいろいろ思いめぐらせていた未来、それが現げん実じつになってしまって、ああそうなんだとうなずくしかない、そんな感じだった。

「……うん、なんとなくわかっていた、かも」

　サフィードは我が家に連れてこられたときから、ほかの商人の子たちとはまとう空気がちがっていた。十年ちかくが経ったいまはすっかり溶け込んでいるけれども、ときどき見せる貴き種しゆの雰囲気と衰おとろえることのない武術の技。いまでも鍛錬をつづけているのは、商人以外の何かであった昔を忘れられないからだとわかっていた。

「俺は国の命を受けてここにいた。だがヴァルティアがロマノスへ加勢すれば、祖国がおおきな戦に巻き込まれかねない。俺はこの状況を放っておけない」

　つまり昔の自分に──ファルナス人であった頃の自分にもどるということだ。それはさよならということなのか。

　──嫌だ、と心が叫んだ。

「……ねえ、サフィード。ファルナスが大変なことに巻きこまれようとしていることはわかるわ。ファルナスを放っておけないということも。でもね、勝手にいなくなったりしないで」

「………」

「父様に、一緒にちゃんとおかえりなさいって言いたいから」

　サフィードにとってファルナスで過すごした日々は捨すてられないものだろう。しかしシェリーク商会に来てからの毎日もまたサフィードのもので、八年──マィヤの人生の半分はサフィードがいて、一緒に過ごしてきた。

　母を早くに亡くし、父親が買い付けで家を空けたときは、いつもサフィードが側にいてくれた。この八年はサフィードにとっては面めん倒どうをかけられるばかりの日々だったかもしれないけれども、マィヤにとっては家族として一緒に過ごした大切な時間だ。

　行かないでとは言えない。しかし父が買い付けで不ふ在ざいのいま、このままで終わりにしたくない。

　するとサフィードは、すこし目許をゆるめて「わかった」と告げた。

　──これからのことはわからない。けれどもいまはその約束だけで十分だと、マィヤもうなずいた。

「それでね、ヴァルティアの申し出のこと、どうすればいいか一生懸けん命めい考えたの。もちろん身代わりとはいえ皇帝として勝手に返事することはできないから、こちらが考えていることをタルジュさんを通じて女帝陛下に伝えてもらって、いま女帝陛下の判断を仰あおいでいるところよ」

「女帝陛下の？」

「そう。だってこの問題はファルナスだけの問題じゃないでしょ。戦になって困るのは商売人だっておなじだもの。商人のはしくれとして、アルカダルの経済の危き機きを放っておくわけにはいかないわ」

　国際問題は商売繁はん盛じようの邪じや魔まだしね！　とマィヤは空から元げん気きで強がってみせる。

　事実、商船が海賊に襲われた一件が帝都に届けられてから、取引量は目に見えて減った。もしロマノスとの戦がはじまれば海賊が現れたときの比ではない。経済の滞とどこおりは交こう易えきで成り立つアルカダルの危機だ。

「ロマノスとアルカダルの戦はなんとしても止めなきゃ」

　そしてアレクセルが考えるように戦を商売道具になどさせない、それが商人としての矜持プライドだ。

　だからマィヤは宣せん言げんした。




「ヴァルティアの思いどおりになんてさせないわ」
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　数日後、アレクセルは皇こう帝ていの住まう宮きゆう殿でんに招かれた。

（ようやく、か）

　大国アルカダルにしては動きが鈍にぶいと思ったが、こちらが思うより多くの者の利り権けんが絡からみ合っていたのだろう。事は皇帝の後宮ハレムに関わること、次世代の外がい戚せき問題となれば、すべての貴族の思おも惑わくが絡んでいたといっても過か言ごんではない。

　国が大きくなりすぎるのも考えものだな、とアレクセルは反面的に見習わせてもらうことにする。

　しかしアレクセルが訪おとずれてみると前回謁えつ見けんした広間に皇帝の姿はなく、女によ官かんに「皇帝陛へい下かはこちらでお待ちです」と案内された先は庭園だった。

　求められるままに佩はいていた剣を預あずけ、庭に足を踏ふみ入れると、涌わき上あがる噴ふん水すいとまぶしい陽光を反射して照り輝く青と白のモザイクタイル、広がる豊かな緑の木々がここは荒こう野やの国であることを忘れさせた。

　そのひときわ大きな木の下にしつらえられた席で皇帝はくつろいでいた。

　傍かたわらのテーブルには桃や榠樝カリンなどが盛られた玻は璃りの皿があり、はるか遠い東国から運ばれた果くだ物ものがアルカダルの豊かさを物語っている。

　大国病が進行して腐くさりゆく果実にならねばよいが。そう思ったことはおくびにも出さず、アレクセルは一礼した。

「皇帝陛下にお招きいただけるとは、光こう栄えいの至いたりにございます」

「ああ、来てくれてありがとう」

　皇帝はアレクセルに隣となりの席をうながし、アレクセルは再度一礼して席に着く。

　今日はファルナスの護ご衛えいふたりの姿はなかった。もちろん距きよ離りを置いて警けい護ごが控ひかえているだろうが、私的空間に入ることを許ゆるし、しかも人ばらいまでしているのは信しん頼らいの証あかしと見ていいだろう。これは良い返事を期待できそうだ。

「アレクセル殿でん下かがこちらにいらして一ひカと月つきばかりになりますか。アルカダルの生活はいかがですか？」

「ええ。酒が美お味いしく美女も多い。まさに〈楽園パイダリエーサ〉の名にふさわしき場所かと」

「それはよろしゅうございました。お国くに許もとは空けたままでよろしいのですか？　アレクセル殿下はヴァルティアの要かなめでいらっしゃるでしょうに」

「すべては貴き国こくとの良りよう縁えんを得えんがためです」

　自分の滞たい在ざいが長引けば長引くほど、周辺各国はアルカダルとヴァルティアの仲が深まっていると考える。アレクセルが皇こう宮ぐうにとどまりつづけているのは、周辺各国への無言の宣せん伝でんのためだ。

「海かい賊ぞく討とう伐ばつの件はいましばらくご猶ゆう予よいただけないでしょうか。討伐しようにもここ数日、ぱたりと姿を見せなくなりまして」

　女帝に海賊討伐を申し出たのはただの点数稼かせぎ、その海賊も去年ヴァルティア領りよう海かいにおいて捕らえたものをふたたび解き放ってやった輩やからだ。

　その者たちを解かい放ほうする際さい、ファルナスを名乗ることを条件に出した。領内に残っているファルナス民を、おまえたちの昔の仲間は海賊に身を落とし、民間の船を襲おそっているのだと貶めるためだ。海賊には武器庫から盗まれたと偽っていた武器を渡し、ふたたびヴァルティア領内で捕まっても、また融ゆう通づうして解放してやることも含ませてある。

　その内約があるため、彼らはヴァルティア海軍に対して警けい戒かい心しんがゆるんでいる。その気のゆるみを突いて本当に討伐し、アルカダルへの供く物もつに捧ささげようと思っていたものを、この数日、運が悪いことにまったく姿を見せなくなった。いつでも融通をきかせられるように自分の側そばにいるように含めておいたものを、まったくもって使えない奴らだ。

「海賊が出ないというのは喜ばしいことなのですが、不ふ穏おんな火種は消しておくにかぎりますゆえ」

「海賊のことはけっこうです。我々の手の者が捕らえたようですから」

「……そうなのですか？」

（海賊がアルカダル軍に捕まっただと？）

　皇帝の言は、アレクセルにとって本当に初耳の内容だった。皇宮の外に待たせている者からは、皇帝に挨あい拶さつしたその日にアルカダルの近きん海かいで商船を襲った旨むねの報ほう告こくしか受けていない。

「ええ。近海に現れたところにちょうど我が軍が出くわして、そのまま取り押さえたそうです」

　お伝えすることが遅くなり申しわけない、と告げる皇帝に、

「然さ様ようにございましたか。我が国で取り押さえるべき者たちですのに、お手数をおかけしました」

　とアレクセルは笑って答えた。

　奴らは指し示じどおり自分の側にいたらしい。そこを運悪くアルカダル軍に捕まってしまったのだ。

　奴らがどういう処しよ遇ぐうになったかは知らないが、海賊の末まつ路ろは縛しばり首くびだ。引き渡せと交こう渉しようする必要もない。代わりの海賊はべつに仕立てあげればいいだけのこと、奴らがヴァルティア軍に捕まらなかったのが運の尽つきだと、アレクセルは次の瞬しゆん間かんには手て駒ごまのことを忘れた。

「では女帝陛下にはほかのなにかを供きようさねばなりませんね」

「いえ、それにはおよびません。貴国との国こつ交こう締てい結けつについて、すでに我が国の返答は決まっております」

（──きた）

　承うけたまわりましょう、とアレクセルは背せ筋すじを正す。

「我が国といたしましては、貴国との国交締結は実に喜よろこばしいことと存じます」

　──アルカダルが話に乗った！

　アレクセルの脳のう内ないで高速で世界地図が書きかえられてゆく。描えがかれたふたつの世界地図、どちらの未来を選ぶのか、その選せん択たく権けんはいまアレクセルの手しゆ中ちゆうにある。

　要ようは値を釣つり上げて旨うまいほうに乗ればいいのだ。その選択権を摑みとった歓かん喜きがじわじわと涌きあがってくる。

　しかし皇帝は言葉をつづけた。

「なれど、締結にあたっては問題がひとつ」

「なんでしょう？」

　ファルナスのことです、と皇帝は告げた。

「ファルナスがいかがしましたか？」

　アレクセルは眉まゆを寄せる。

　海賊から自分との裏取引のことを聞きつけたのだろうか。しかし口走ったところで海賊のたわごと、散さん々ざん法を破ってきた海賊どもの言を、国がまともにとりあげるはずもない。

　しかし風向きはアレクセルの予想とはちがっていた。

「十年前のヴァルティアのファルナス侵しん攻こうのことです。周辺各国はその侵攻をいまだによしとしておりません。我が国は多くの国々との交こう易えきで成り立つ国ですので、新たに貴国と交易をはじめるにあたっては、諸しよ国こくの意い思しを尊そん重ちようしないわけにはまいりませぬゆえ」

　ですから、と皇帝はつづけた。

「我われ々われが平和な関係を築きずくにあたって望のぞむのは、旧主へのファルナス領の返へん還かんです」

（……なん、だと？）

「──ファルナスを手放せ、と？」

「然様です」

　その言葉にアレクセルは、その場の時が止まったような気がした。だが皇帝は笑みを絶たやすことなく見つめ返してくる。

「なれどファルナスの地は我々にとっても重要な海かい路ろの拠きよ点てん、易やす々やすと手放すわけには」

「ならば、港と引き換えに我が国との交易をはじめられるのはいかがでしょう？　両国間の陸りく路ろの利用と、海路で得た交易額以上のお取引をお約束します」

　たしかに経済大国アルカダルとの交易は、ファルナス併へい合ごうで新たに得た港以上の取引額が見込める。しかもアルカダルと交易をはじめることで、アルカダルとつながる各国とも交易がはじまり、その可能性ははかりしれない。

　しかし海の玄げん関かん口ぐちである港があるのとないのでは、軍事的意味においておおきく異ことなる。

　ヴァルティアは海を持っているからこそアルカダルとロマノスとの中間に位置し、その地の利を活いかして、こうして駆かけ引きをすることもできるのだ。いまさら海のない内陸国にもどることなどできない。

（……これが女帝の駆け引きか）

　内乱状態にあったアルカダルをこの十年あまりでまとめあげ、経済大国として立ち直らせた敏びん腕わんの持ち主。甘くないだろうと思っていたが、まさかこれほどの譲じよう歩ほを求めてこようとは。

（それとも体ていよく国交を断ことわるための口こう実じつか）

　アルカダルが国交を断ってきたなら、それをロマノスに付く理由として大きく掲かかげようと思っていた。だが逆にファルナス独どく立りつを拒こばんだために国交がならなかったとアルカダルに宣伝されれば、ファルナス独立派を国内外に抱えるヴァルティアの立場が追い込まれる。なかなか強したたかな女人だ。

（国交に関してはこのあたりが退ひき時どきだな）

　元々アルカダルへは、締結がならなかった後の政治的駆け引きに利用するために訪れたにすぎないし、そのためにファルナスを取られては元も子もない。

　それに、すでに楔は打ち込んだ。この事態を知ったあの者は動かずにはいられない。アルカダルの皇宮で安あん穏のんと過すごすことはできないはず、それで十分だ。

（それと、これも──かな）

「貴国の存ぞん念ねんをお聞きできてよかった。ファルナス領りようを手放すとなると私ひとりの一存で決められることではございませんので、一度、国にもどって図はからせていただきます」

　もちろん議ぎ題だいにあげるつもりもない。国に帰るための方ほう便べんだ。

　皇帝もそれは心得ているらしく、アレクセルが立ち上がって手を差し出すと、笑顔のまま立ち上がり、「良い返答をお待ちしております」と手を握り返した。別れの握あく手しゆだ。

「──しかし驚きました」

　皇帝が「え？」と問うが早いかアレクセルは腕をすっと引っ張る。するとちいさな皇帝の身体からだはいともたやすく抱き寄せられた。

「なに、を……」

　正装をまとっていて外見からはわからないが、手をまわしたその腰は細く、肩かたはまるで少女のように華きや奢しやだ。──そう、あまりにも華奢だった。本当に少女なのではないかと疑ってしまうくらいに。

「まさか皇帝陛下がこのように可か憐れんな女性でいらしたとは」

「────」

　気がついたのはほんの偶ぐう然ぜん、おなじ瞳ひとみの色の娘を皇宮内で見かけた、ただそれだけだ。

　可憐なだけの娘ならいくらでもいる。感情的なだけの娘もいくらでもいる。しかし戦う気き概がいのある娘はそうそういない。その商人娘はイリアのように達たつ観かんしすぎることもなく、熱のある炎を灯ともしつづけたまま、自分の良心に従したがって現実に抗あらがっていた。そしてその娘とおなじ眼めをどこかで見たような気がして、やがて記き憶おくがつながった。

　まさかと思ったが、この感触はまちがいない。アルカダルも、とんだ秘密を隠かくしていたものだ。

「民たみ草くさの真ま似ね事ごとをなさるのは、姫のご趣しゆ味みですか？」

　しかしそう指し摘てきしたものの、抱えた腕には思ったほどの動どう揺ようは伝わってこなかった。

　商人に扮ふんして身分を隠しているのは皇宮内では公こう然ぜんの秘密ということか、それとも恐きよう怖ふで身体が強こわ張ばっているのか。どちらでもかまわないかとアレクセルが皇帝の頤おとがいをもたげると、皇帝は毅き然ぜんとした蒼あおの目で見つめ返してきた。
















「ほう、さすがに気き丈じようでいらっしゃる。あなたのお母上といい、女性ながらこの大国の頂いただきに立たれるとは大したものだ。各国から王子を呼び寄せているのは、あなたの〈後宮〉を作るためでしょうか？」

　顎あごをもたげた指をそのまま頤に伝わせ、首元まできっちりと留とめてある襟えり口くちに届くと襟に沿そって首筋に這はわせる。するとさすがにその感覚は耐たえ難がたかったか、白い頰ほほがかすかに羞しゆう恥ちと怒りの色に染まった。

　──そう、この眼だ。

　王おう太たい子し相手に媚こびることもおもねることもない、毅然とした生気に満ちたこの目。城に連れ帰って部屋に囲い、いつまでもつものか試したくなる。

「王子たちにはどのようなことをねだっておいでなのです。その中にわたくしも加えていただけるとありがたいのですが？」

　まるで睦むつ言ごとのように耳元でささやくと、皇帝はまるで風に舞う薄うす衣ぎぬのようにするりと身を躱かわし、いつの間にかアレクセルの手の内から抜け出していた。

「アレクセル殿下、お戯たわむれがすぎましょう」

「────」

　肌はだに直じかに触ふれていたはずなのに、まったく気け取どらせなかった。あまりの慣なれた身のこなしに呆ぼう然ぜんとする。

　だがアレクセルがこの動きを目にしたのははじめてではない。

「──どうやら陛下はファルナスの技をご存ぞん知じのようだ」

　その技を指南したのは、まちがいなくあの者だ。その感喜にぞくりと身がふるえる。

「ファルナス返還を条件に出されたのもファルナス公子にたぶらかされたせいですか？　それともかの者は女帝に取り入りましたか」

　なぜ元公子ともあろう者が皇帝の番ばん犬けんなどに甘んじているのかと思ったが、アルカダル皇帝もしくは女帝の愛人の座を得ているなら、ファルナス公の名を受けようとしなかったことにも納なつ得とくがいく。アルカダルを意のままに動かせるなら、ファルナスなどという小国に見向きもしないのも無理もない。

（──だがそうはさせるか）

　逃がしはしない──と、アレクセルはその切り札を取り出した。

「このヴァルティアとアルカダルの国交は、実は聖せいロマノス帝国にも期待されているものなのですよ」

　思わぬ名に、皇帝は不ふ審しんげに眉を寄せた。

「……どういうことでしょう」

「ロマノス帝国の皇帝陛下は神の御み許もとに世界が平らかなることを望まれ、アルカダルが争いの火種を抱えていることを案じておいでです。そのためヴァルティアとアルカダルが国交を結び、火種などないことを明かしてもらいたいと。しかしアルカダルが火種を抱えつづけるというなら、その火が大きくなる前に消すこともやむなし、とお考えになるやもしれません」

　つまり、アルカダルとヴァルティアの仲にしこりがないことを国交をもって明かしてほしい、ヴァルティアに刃やいばを向けるファルナスの公子を庇かばいつづけるならロマノス帝国がアルカダルの誅ちゆう罰ばつに乗り出す──とそういうことだ。

　しかし実のところ、ロマノスは、内乱から立ち直って国力を増しているアルカダルをいまのうちに叩いておきたという腹だ。ロマノスに必要なのは、いまアルカダルを攻めるための大たい義ぎ名めい分ぶん、それだけだ。

「ここで判はん断だんを誤あやまれば、いたずらに戦いくさを引き起こすことになります。ロマノス帝国には神の代理人たる聖王猊げい下かもおられます。聖王猊下相手では、いまは友好国として親しくしている国の中にも離はなれていくものもあることでしょう。

　ことはアルカダル帝国の一大事、この一件につきましては、ぜひ為い政せい者しやとして皇帝陛下ご自身にご判断いただきたい」

　アルカダルと親しくしている国の中には、元ロマノス帝国の支配下だった国もある。過か去この戦においては、ロマノス勢としてアルカダルと戦った国もすくなくない。先の聖せい戦せんは半世紀ほど前、その間に国際関係はおおきく変わったが、はたして信心を持つ者がアルカダル勢としてロマノス帝国に刃を向けられるだろうか？

　現実に向けられるかどうか、そのようなことはどうでもいい。大切なのは、いまここで皇帝が不安を抱くかどうか、だ。

　皇帝はわずかに思し案あんするようにうつむいた。

　本能的に、男よりも女のほうが現げん状じよう維い持じを望むことが多い。戦を避さけられるならと考え直すかもしれない。それでヴァルティアとの国交を認めるなら、ロマノスとの戦はいましばらく待つよう取り計はからってやろう。──アルカダルとの交易でヴァルティアが力を蓄たくわえるまでは、の話だが。

　皇帝は長らく思案に入っていたが、やがて口を開いた。

「──たしかに戦は望ましいことではありませんね。国のためにも民のためにも、戦はなんとしても避けたいところです」

「ではご再さい考こういただけますか？」

「いえ、ロマノス帝国と伝つ手てがあるならば、殿下にひとつ伝言をお願いしようかと」

「は？」

　呆あつ気けにとられるアレクセルの前で、皇帝はテーブルにあった皮ひ紙しを手に取った。

「それは？」

　すると皇帝は、口こう端たんにかすかに笑みを浮かべて告げた。

「──我が国とロマノス帝国との戦に際しての、周辺諸国との〈協きよう定てい書しよ〉です」
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「我が国は、ロマノス帝国との戦を想そう定ていして、周辺諸国と協定を結びました」

　そう告げられて言葉をなくしたアレクセルの顔を見て、アティルは涌きあがる笑みを押し隠すことができなかった。

　ヴァルティアの背後にはロマノスがいる──イリアからもらったその情報を元に、帝都にもどってきたサフィードとともに策さくをめぐらせた。

　いざ戦となったとき、襲い来るロマノス軍を撃げき退たいすることはできても、こちらから攻め滅ほろぼすほどの兵力差はない。逆にロマノスもおなじ、アルカダルを勢せい力りよく下かに収めるほどの力はない。「おおよそ国境近くで、相手の離り反はんを待ちつつ小こ競ぜり合いをつづけるのが関の山だな」というのがサフィードの見立てだった。

　しかしそうなったときロマノス側の最東に位置するのが旧ファルナス、祖そ国こくが戦場となるのは避けられない。「勝つ負けるではなく、戦が起きた時点でファルナスは負けだ」というサフィードに、マィヤは言った。

『要は戦を防げばいいのよね？』

『攻めたがっているものをどう防ぐ？』

『そうね……攻めたところで得をしないって、あらかじめそう判断する材料があったら、戦なんてしないと思うの』

　そうして考えをめぐらせた結果が、この〈協定書〉だ。

「もしロマノスと戦になったときは、我々は一丸となって立ち向かいます」

　呆然とするアレクセルにアティルは告げた。

　ヴァルティアが国交を求めてきたのはアルカダルにファルナス擁よう護ごを打ち切らせるため、しかし国交がならなかったときにはかならずロマノスの影をちらつかせてくる──サフィードはそう断だん言げんした。

　それはアレクセルの人となりを知っているかのような分ぶん析せきで、殿下と知り合いなの？　と不ふ思し議ぎに思ったほどだが、マィヤはサフィードがファルナスでどういう立場にあったのかは訊きかなかった。サフィードがここアルカダルにいる以上、訊く必要がないことだからだ。

　念ねん入いりに打ち合わせをして準備を整え、アレクセルを宮殿に呼び出した。広間ではなく庭に招いたのは、アレクセルに気を許したと思わせるためだ。警戒心をゆるめさせれば隙すきが生まれる。

　女だと見抜かれたのは予想外だったが、〈協定書〉の仕し掛かけを悟さとられないかとひやひやして、女性扱あつかいされたこと自体にはさほど動揺しなかった。よくも撫なでてくれたわねっ！　と内心でむかついた程度で、そのあとつづいたアレクセルの揶や揄ゆも聞き流してしまった。

　そしてサフィードの読みどおり、アレクセルが〈聖ロマノス帝国〉の名を出してきたときは、きたっ！　と鼓こ動どうが高鳴った。

　国交締結の再考を促うながすとともに、ロマノス帝国の名をちらつかせる。締結と破は談だん、どちらに転んでもヴァルティアが勝つようにしかけられた罠わな。

　だからこそこちらはその罠に乗らせてもらうことにした。

「なぜこのようなものが──」

　アレクセルは信じられないというようにつぶやいた。

　ロマノス帝国はまだ対たい外がい的てきになにも動きはじめていない。なぜ先んじてアルカダルが手を打っているのかと、不思議でならなかったのだろう。

「──もしや謀たばかっておいでか？」

「偽ぎ文ぶん書しよだとお思いならとくとご覧らんください」

　アレクセルが刺さし貫つらぬくような眼まな差ざしで見つめる協定書には、有ゆう事じの際にアルカダル軍に助力する旨の一文が記されているのみ、そしてあとに延々とつづいているのは周辺諸国の国印と署しよ名めいだ。その数、三十は下らない。

　アレクセルも王太子として各国の国印を目にしたことがあったのだろう。ずらりと並んだそれらに色をなくしつつあったが、やがてあることに気がついた。

「この名は？」

　押された国印、その前に記しるされている名は、国主に似ているが国主のものではない。

「それらは〈特とく使し〉の御お名なです」

「──特使？」

「ええ。王たちにアルカダルに集っていただくわけにはいかないので、本件に関しましては特使の方に委い任にんしていただけるよう、各国に打だ診しんいたしました」

　委任状はちゃんと別の場所に保管してあるので、この協定書の皮紙をアレクセルに焼かれようと破られようと、また新たな協定書を作って特使たちに一筆署名してもらうだけの話だ。

「しかしそんなに早くに話がまとまるはずが……」

「我が国がなんのために特使にご滞在いただいていると？」

　正規の外交ルートならば、こちらから使者を送り、先方の国の御ご前ぜん会議ではかってもらい、使者が先方の使者とともに戻ってきて調ちよう印いん──という方法で時間がかかっただろう。だがアルカダルには先方の使者となりうる特使がすでに滞在している。そのため、特使から本件の事情を一筆書いてもらい、早馬と早船を飛ばして国許に届け、本件を了りよう承しようする旨を一筆したためてもらった委い任にん状じようを持ち帰るだけだった。

　特使たちの意見の取りまとめは最古参の特使であるラフィーカが、船の手配は海商商会長のバルザックがおこなってくれた。

　実質的に作成にかかった日数は、本国までの往おう復ふく時間だけだ。アルカダルの誇ほこる伝馬と早船を使えば十日とかからない。そして特使たちはみな国主の血に連なる王子、王からの委任さえ受ければ代理となるのになんら不足のない者ばかりだった。

「我が国が特使にご滞在いただいているのは、信しん頼らいする身内から王にいち早く状況を伝えて返答を得るため、そうして両国のつながりを確かにするためです」

　アレクセルは、みずからの名で挨拶も適かなわぬとはとラフィーカを揶揄した。しかし彼らはけっして囚とらわれの籠かごの鳥などではない。王族としての務つとめを負おった、それぞれの国の代表者だ。

　そしてこの特使制度をはじめに女帝に上申したのが、亡ぼう命めいしてきたファルナスの公子だと聞いた。ファルナスの公子が生きていたというのは初耳だったが、いまこうしてアルカダルを守っているのは、諸外国とアルカダルを平和的に結び付けたファルナス公子だ。

　アレクセルに好きにさせるのはここまでだと、木こ陰かげに潜ひそんでいたサフィードとタルジュが姿を現し、〈皇帝〉の両側に控える。

　アルカダルはファルナスを支援しつづける──

　アティルはファルナスの民であるふたりを従え、その意い志しを言外に示すと、驚きよう愕がくを隠せずにいるアレクセルに対して高らかに宣せん言げんした。




「聖ロマノス皇帝ならびに聖王猊下にはよしなにお伝えください。

　我がアルカダルはこれからも諸国との友好を深め、戦いなき国づくりをしてゆく所しよ存ぞんですので、ご安心くださいませ──と」
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「──という仕し儀ぎにあいなりましてございます」

　サフィードが薄はく紗さの天てん蓋がい越ごしにことの顚てん末まつを言ごん上じようすると、すこし気だるげな、しかし艶つやを失わない声こわ音ねが返ってきた。

「左様か」

　この一件に関して、試されていたのは自分のはずだが、サフィードが女帝と言葉を交かわすのはこれがはじめてだ。マィヤの献けん策さくについてはすべてタルジュが間に立って図り、避けられているのかと思うくらい自分の入りこむ余よ地ちがなかった。

「これにて代理の任は終了ということでよろしいでしょうか」

「褒ほう美びはのちほど伝えさせよ」

「心こころ得えました。捕らえましたる海賊の件は」

「好きに致せ」

　海賊にはまったく興味がないらしい。そのようなつまらぬものを耳に入れるでないという感情が声音にだだ漏もれていて、あの日報告に上がらなくてよかったとほっとした。

「そなた、あれからの誘さそいはなかなか魅み惑わく的てきではなかったかえ」

「───」

　どの誘いかと問うまでもない。アレクセルからのファルナス公の打だ診しんだ。あのとき周囲に人ひと気けはなかったというのに、女帝の情報収集力には舌したを巻くばかりだ。

　そしてアレクセルの誘いに先んじてマィヤを皇帝の身代わりに立てたということは、アレクセルの狙ねらいは自分なのだと女帝にはわかっていたということだ。その慧けい眼がんにも恐おそれ入いった。

「誘いに乗ったところでロマノスとの戦の先せん鋒ぽうにされるだけのこと、それでは意味がないと存じました」

　だが誘いを聞いていたということは自分の返答もまた耳に入っているだろうに、それでもなお訊いてきたのはなぜか。

（──女帝も当然気づいているか）

　自分がここに来たのは、ただ報告をしにきただけではないのだと。

　しかしまだ切り出すことではないと、サフィードは話題を変えた。

「ひとつお訊たずねしてよろしいでしょうか」

　女帝に無言で促され、サフィードは先をつづける。

「なにゆえ彼女にあのような任にん務むを？」

　皇帝の代役ともなれば命が危険にさらされかねないし、現に皇帝の毒どく見み役が犠ぎ牲せいになっている。

　女帝は彼女わがこの命を守るために身分を隠し、市井しせいに出したのではなかったのか？

　しかし女帝はいとも簡単に答えを明かした。

「それはあの者がどう考え、どう動くのかを見たかったからじゃ。そなたの側でどのように育ったものかとな」

　そちらの意味でも試されていたのだと知らされて、盲もう点てんを突かれた気分だった。

「いかがにございましたか」

「ずいぶんと気安く暮らしているようじゃのう。平和な娘じゃ」

　期待されていたならまことに申しわけないが、自分は彼女にその出しゆつ自じにふさわしい教育をまったくしていない。

　預けられた先の〈商人〉として生きろということだろう、そう判断して彼女の興味が向くようにしむけてきたが、皇おう女じよとしての知識や淑しゆく女じよのたしなみについては皆かい無むだ。かえってそのようなものはないほうがいいと近づけもしなかった。あれをいまさら皇女らしく仕立てろと言われたなら、白しら旗はたを上げるしかない。

　──しかし、彼女は〈皇女〉にふさわしい大切なものを持っていることを、自分は知っている。

　彼女は商人育ちとしてもかなり楽らつ観かん的てきだ。良くも悪くも猜さい疑ぎ心しんが薄い。未来に対して悲ひ観かんしない。女帝の言うように平和的な性格だ。

　けれども平和的でありながら、その平和があたりまえでないことを彼女は知っている。いま与えられている幸こう福ふくははじめから存在するものではなく、いつ失われるかもしれないものであることもまた知っている。

　優しくない現実を悲観して、現実はそういうものだとあきらめて、受け入れてしまうことは簡かん単たんだ。しかし彼女はちがう。現実が己の周囲のように平和だとかぎらないことを知っていてなお、それを守るために戦う意志がある。

　その強さは、〈女帝〉というアルカダル史上だれひとりなったことのない地位に就ついた母親に通じるものだと思っているし、その心の芽を失うことも枯からすこともなく育ったいまの彼女は、なんら恥はじるところはないと思っている。

　それを伝えるべきかとサフィードが口を開きかけたそのとき、

「だが幸せそうじゃった」

「……」

　女帝がつむいだその一言、その評ひよう価かはどう受け止めるべきだろう。

　手放しで褒ほめているわけではない。しかしその声音には満足げな響ひびきがあった。

「ところであの娘は気づいたのかえ？」

「……どうでしょうか。訊かれませんでしたので伝えておりませんが」

　女帝が口にするまでもなく、自分の出自に関してだ。

　自分はファルナス人だと明かしたものの、公子だったとは言っていない。しかし自分を皇帝か女帝の愛人呼ばわりしたアレクセルの言葉から、おおよそのところは察さつしているだろう──と思ったが、

「鈍い娘じゃ」

　と女帝は自分の娘をざっくりと切って捨てた。

　たしかに一歩先どころか十歩も百歩も先を見み越こすこの人に言われてはしかたないが、まさか本当に気づいていないのだろうか？

　──気づきたくないのだろう、と思う。気づいてしまえば、否いや応おうなしにやってくる別れの日を自じ覚かくしなければならない。

『父様に、一いつ緒しよにちゃんとおかえりなさいって言いたいから』

　それは、夕飯時の門限とおなじくあの家での決まりごとだった。

　もう何年もそうやって、幾いく日にちも家を空ける主人をふたりで見送って、ふたりで待って、ふたりで迎むかえた。そうやって紡つむいできた日々があって、いまの彼女がいる。

「そんなところも愛らしいですよ」

「然様か。だがそなたが思う以上にしたたかやもしれんがの」

　そうだと助かるのですがとすこし苦笑して、そして顔を引き締めると、サフィードは言葉を切り出した。──幸せな日々に終しゆう止し符ふを打つその一言を。




「──陛下にお願いの儀ぎがございます」
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　ヴァルティアの件が片付いたとはいえ、国内貴族から送り込まれる刺し客かくがいなくなるわけではない。

　へたに隠かくれるよりも知人ばかりがいるところにいたほうがいい──その忠ちゆう告こくにしたがって、今け朝さも刺客避よけのために白の宮きゆう殿でんの中庭にいたマィヤは、見知った顔、タルジュを見つけるなり駆かけ寄よった。

「ヴァルティアはどうでした!?」

「王おう太たい子しは女じよ帝てい陛へい下かに帰国の挨あい拶さつをした。今日の昼にも発たつだろう」

　その答えにマィヤはほっと息をついた。

　皇こう帝ていから国こつ交こう締てい結けつのきびしい条件を突きつけられた以上、皇こう宮ぐうに滞たい在ざいしつづける意味もない。協きよう定てい書しよの件は彼の口から聖ロマノス帝国へと伝わるだろう。ロマノスの手先として罠わなをかけにきた彼を、代わりにロマノスへの伝言係として使わせてもらったかたちだ。

（これでアルカダルが一いち枚まい岩いわだと知ったロマノスが、戦いくさをあきらめてくれればいいのだけれど）

　アルカダルはすでに戦いの準じゆん備びを固めている、そう思わせるだけでも抑よく止し力りよくになるはずだ。

「そういえばアレクセル殿でん下かは、皇帝が女だと誤ご解かいしていたみたいですけど、このまま帰してしまって大丈夫なんですか？」

（よくも乙女おとめの柔やわ肌はだを好き勝手に撫なでてくれたわね!?）

　思い出しただけでぞわぞわと鳥肌が立って、怒りがふつふつと湧わいてくる。しかしタルジュの返答はいつもどおり素っ気ないものだった。

「勝手に思わせておけ。言い立てられたところでアルカダルの皇帝は男だ。国内貴族もみな、ヴァルティアの相手をしていたのは偽にせ者ものだと知っている。問題ない」

「でもどうしてわたしが身代わりだったんですか？　おなじ背せ恰かつ好こうの少年だって、探せばたくさんいますよね？」

「おまえが娘だったからだ」

「え？　どういうことですか？」

「男の身代わりを立てるなら男にやらせる、それが普ふ通つうだ。しかしもし相手が娘だと気付いたなら、それが身代わりだと思うか？」

「……あ」

　ヴァルティアの国使が来るまで、外向きの仕事にはいっさい顔を見せなかった少年皇帝。それが初めて顔を出したというなら、その者は偽者なのではないか？　と疑いを持つのが普通だ。

　疑った結果、その者が少年ではなく少女だと気づいてしまったならどう考えるか。

　少年皇帝の身代わりにわざわざ少女を立てたと考えるよりも、皇帝は実は女だから表舞台に立つことを避さけていた──そう考えるのではないだろうか。

「女だと気づけば、それを利用しようと策をめぐらせる。無駄な労力をついやしてくれれば、その分ほかの企みを避けられるからな」

（つまり、女ってばれるところまでは想そう定ていの範はん囲い内ないだったってこと？）

　アレクセルは二重に罠を仕し掛かけられていたというわけだ。これも女帝陛下の策さくの内だったとしたら用意周しゆう到とうすぎる。

（でもアレクセル殿下はどうして女だってわかったのかしら？　……にじみ出る女の色いろ香か、とか？）

　サフィードが聞けば失しつ笑しようしそうなマィヤの心の内を知ってか知らずか、タルジュは淡たん々たんと告げた。

「このたびはご苦労だった。現時刻をもって任にん務むは終了とする」

　その一言に、心がぴしっと引き締まる気がした。さすがに元ファルナス人、軍事や警けい護ごに関する言葉遣づかいが板についている。

「報ほう酬しゆうはなにがいい」

「あっ、報酬！」

　アレクセルとヴァルティアの動どう向こうばかりが気がかりになって、任務を終えたあとの報酬について考えておくのを忘れていた。

「サフィードと相そう談だんしてきてもいいですか!?」

　いまは見当たらないが、先ほどまで一いつ緒しよにいたので近くにいるはずだ。

　タルジュがうなずくのを見て、「探してきます！」とマィヤはその場を離はなれた。

（サフィードが行きそうなところってどこかしら？　もう皇帝の住まう宮殿に行ってもすることはないし、商しよう談だんをしようにも皇宮武ぶ官かんの恰好では仕事できないだろうし……着替えにいったとか？）

　きょろきょろと探っていたマィヤが、金色がかった茶色の髪かみを見つけたのは、ほかの宮殿の木こ陰かげだった。

「あっ、サ──」

　しかし呼びかけた声は、そのまま宙ちゆう空くうに消えた。

　そしてサフィードが話していた相手に気づくなり、マィヤはとっさに宮殿の柱に身を隠してしまった。──一緒にいたのはイリアだ。

（なにしてるのわたし……!!）

　話し声が聞こえる距きよ離りでもないから立ち聞きではない。しかしここにいてもどうしようもないとわかっているのに、どうしても立ち去ることができない。

　ふたりはおなじファルナス人、そして顔見知りだということは気づいていたものの、こうしてふたりだけで話をするような仲だったとは。

（年も近いし、幼なじみとか？）

　ファルナスの動どう乱らんがあった頃、サフィードもイリアもまだ十歳にもなっていない。幼い友人と再会して、会話がはずんでいるだけだと思いたい。けれど。

（なにを話しているの？　どういう関係なの？　イリア様のことをどう思っているの……？）

　自分の鼓こ動どうの音ばかりがうるさくて、考えがまとまらない。

　答えの出ない問いにマィヤが頭の中をぐるぐるさせていると、突とつ然ぜん、こつん、と頭をはたかれた。

「なにしてるんだ」

　マィヤがはっと顔を上げると、目の前にいたのはサフィードだった。話は終えたらしくサフィードひとりきり、イリアの姿はない。

「あっ、あの！　任務の報酬のことでね!?　なにをもらおうか相談しようと思って探していたの！」

　こんなところにいたのね、とマィヤはなにも見ていないふうを装よそおって笑ってみせる。

「報酬、サフィードはなにがいいと思う？」

　報酬なあ、と考え込んだサフィードに、

「女帝陛下からの報酬だもの、どんなものでも思いのままだろうし──」

　そう言いかけたマィヤの言葉が、途と中ちゆうで止まった。

（そう、どんなものでも思いのまま……）




　────もしサフィードが報酬として、〈イリア〉を求めたなら？




　ヴァルティア王族の娘といえども、女帝の力をもってすれば彼女を引き取ることができるのではないだろうか。

　たとえサフィードが望のぞまずとも、イリアがアルカダルにとどまることを望んでいるなら、自分は、命を懸かけてロマノスの情報を渡してくれた彼女に恩おん返がえしするべきなのではないだろうか？

（わたしはイリア様からはなにも聞いていないけれど、サフィードは聞いているかもしれないし、これははっきりさせておかないと）

　しかしそれを言い出す前に、サフィードが告げた。

「おまえがもらった報酬だ。おまえの好きに使えばいいんじゃないか？」

「でっ、でも、そうしたらイリア様は……！」

「イリア？　イリアがどうかしたか？」

「────！」

　なにげない一言、しかし王族のイリア相手に敬けい称しようのない呼び方がふたりの親しん密みつさを感じさせて、マィヤの胸に突つき刺ささった。

「知り合い……なの？」

「まあ、知らない相手じゃないな」

「──！　……そんな人をこのままヴァルティアに帰してしまっていいの？　またアレクセル殿下に利用されるかもしれないのよ？」

　イリアは自身の命の危険を覚かく悟ごしながら、ヴァルティアとロマノスとのつながりを伝える機会を窺うかがっていた。

　彼女を突き動かしたのはきっと、自分の父親が犯おかした罪つみの償つぐないのためだけではない──そんな気がした。

（だってさっきのイリア様、すごくいい顔をしていらした……）

　苦しいけれど、女だからこそわかる。

　──それはきっと恋心だ。

「もしこの報酬で、イリア様の亡ぼう命めいが適かなうなら──」

　しかしその言葉は、サフィードに止められた。

「彼女のことは俺たちが心配することじゃない」

「どうして!?　イリア様はこの国を──わたしたちを助けてくださったのに！」

　助けたかったのはわたしたちなどではない、サフィードだ。しかしそれを口に出せないままマィヤが言い募つのると、サフィードは首を横に振った。

「彼女はおとなしく守られているだけの女じゃないからな」

「……え？　どういう、こと？」

　サフィードの予よ想そう外がいの言葉にマィヤは目を瞬しばたたかせた。







（どうして、か）

　そのことについて、サフィードは先ほどイリアと話をつけたばかりだった。

　アレクセルはいまごろ女帝との挨拶の最中、いまならイリアとふたりで話す時間を作れるとサフィードはイリアを呼び出し、彼女に告げた。

「いずれファルナスを取りもどす」

　するとイリアは、「その日をヴァルティアでお待ち申し上げております」と一礼した。

　ヴァルティアで──その意味がわからないサフィードではない。

「内から切り崩くずす気か？」

「内からしかできないこともございましょう」

　嫣えん然ぜんと笑むイリアの表情に、サフィードは彼女の覚悟を悟さとった。

「これ以上危ない真ま似ねはしなくていい。せっかく王族として遇ぐうされているものを」

　しかしイリアの表情が変わることはない。聞き入れる気がないのだ、と気づいたサフィードはひとつため息をつき、その一言を告げた。

「──昔のことは忘れろ」

　ロマノスとヴァルティアの密みつ約やくについてイリアから聞いた──そうマィヤに知らされたとき、サフィードは真っ先に理解した。

　そのことは自分に伝えたかったのだ、と。

　マィヤが皇帝だったと気づいていなくとも、マィヤとファルナスとのつながりを知った彼女は、なんらかの形で公子じぶんまで伝わると確信したのだ。

「もう、俺たちが生きている場所はちがう。国を取りもどしても時はもどらない」

　イリアは敵ではないかもしれない──タルジュがそう言ったとき、受け入れられなかったのは、いまの自分は彼女の想いに応こたえることはできないからだ。

　ファルナス城、ファルナス大公位、そしてファルナスの民──十年前に失われたそれらを取りもどしても、十年前のつづきがはじまるわけではない。

　するとイリアは笑みの深みをさらに増して告げた。

「わかっていますわ。わたしが欲ほつしているのも過か去こではありません。ファルナス独どく立りつという、これからの未来です。そして貴方あなた様さまといえども人の心に命じることはできません。

　私は私の望むことをするだけです」

　そう凜りんと返され、サフィードは受け入れざるをえなかった。

　自分が守らなければ──そう考えていたこと自体が傲ごう慢まんだった。

　彼女は彼女自身のために戦っていて、その心に口を挟はさむことなどできない。「そうか」と言うことしかできなかった。

「マィヤ様に大変お世話になりました。よろしくお伝えくださいませ」

「ああ、伝えておく。──ところでおまえは商人が嫌きらいなのか？」

　突とつ飛ぴな問いながら、すぐに事情を察さつしたイリアは「ええ」とうなずいた。

「商人は自分の利り益えきを追求するばかり、ときには主君や誇ほこりさえも売り払う、そんな父の姿を見ていて嫌いやになりました」

　商人だと知ったあとから当たりがきつくなった、そう聞いたとき、アレクセルの手の者ではないかと疑っていたにしろイリアは好き嫌いを面おもてに出す性格ではないのに、と不ふ思し議ぎに思ったものだが、それでかと納なつ得とくした。

「マィヤ様はそのような方ではないと思います。しかしそれはあの方がいままでそのような状況に陥おちいったことがないからでしょう。そのまっすぐな気持ちをうらやましく思うとともに、不安でもあります。

　商人も楽しいことばかりではありません。そのときいつか、あの方も父のように変わってしまうのではないか、と」

「それはどうだろうな。──たとえば、この国では餓うえて死ぬことがない、と言ったら信じるか？」

「え？」

　唐とう突とつになんの話かと思っただろうが、先に為い政せい者しやとしての気持ちが立ったのだろう。「まさかそのような……」とイリアはつぶやいた。

　社会的弱者への対たい応おうは、政治に携たずさわる者にとってはもっとも苦く慮りよするところだ。

　財ざい産さんがある、ただそれだけで金持ちは今の世の平へい穏おんを求めてくれる。しかし守るべきものがない者は、いまの世を壊そうとする危険分子となりうる。

　社会を乱さないように弾だん圧あつしても、次から次へと弱者は生まれる。逆に弱者救きゆう済さいに手をかけすぎると、働かなくても食べていけるからと働かない者の温おん床しようになりかねない。

「このアルカダルの帝都では、怪け我がや病気で働けないときも雨あめ露つゆをしのいで食いつなぐことができるんだ。それだけの金が回っているからな。働いてたくさん稼かせげば、経済が回って福祉が充実する。自分が稼いで国や組合に金を収めれば、それがほかの商人、ほかの街人に回りまわって人助けになる。彼女はそのことをよくわかっている」

　マィヤはただ自分が儲もうけて楽しいから商売をしているわけではない。商売を通じて自分が世の中の力になれることがある、そう知っているからだ。

　それは立場や形はちがえど、実母である女帝が目指したものとおなじなのではないだろうか。

「だからもし、そういう状況になっても彼女は変わらない──そう信じてもいいんじゃないか」

　そう告げると、イリアはふっと笑みを浮かべた。

「貴方様はお変わりになられましたね」

「そうか？　──どうだろうな。自じ覚かくはないが」

「昔はそのようなことおっしゃいませんでした」

「………」

　指し摘てきされてはじめて気がついて、はっとした。おそらく昔の自分なら、イリアの懸け念ねんもたった一言「そうかもしれないな」と流していた気がする。

「……おせっかい病がうつったかもな」

「この国には貴方様をお変えになった方がいらっしゃるのですね」

　イリアは微笑ほほえんだ。やわらかな笑みだった。

　アルカダルに来て、シェリーク商会に厄やつ介かいになって、あの家で得えたものは多い。ファルナスの家族を喪うしない、新たな家族から得たもの──それが自分を変えたというなら、悪い方向には変わっていないだろうと信じられる。

「なればこそ、そのような方と離れることができましょうか？」

「────」

　心の芯しんを射い抜ぬかれたと思った。

　感じるのはたしかな痛み、しかしいつも目を逸そらすことを許されず、直視しつづけてきたことだ。

「──俺はファルナスを取りもどす。俺がここにいるのはそのためだ」

　するとイリアは深く腰を落とし、一礼した。

「お会いできて嬉しゅうございました。──ファルナスの民として、殿下がお戻りになる日を心よりお待ちしております」

　最後にイリアが取った礼、それは国主に対するものだった。







「──ねえ、サフィード、どうしたの？」

　思し惟いに沈しずんでいた自分を引き上げたのはマィヤの声だった。この十年あまりずっと、ちかくにあたりまえのようにあった声だ。

　自分とイリアが目指す先はおなじで、いつか自分はその場所へと帰る。その望みのためにずっとここにいられるわけではない。

　いなくなるのであれば、いなくなったときの穴あなを広げるようなことはすべきではない。そう思ってきたし、そうわかってもいるけれども、ただ一言──これだけならば許ゆるされるだろうか。




「──おまえが、側そばにいてくれてよかった」




（は？　えっ……!?）

　思いがけない言葉にマィヤは一いつ瞬しゆん呆ほうけて、そしてかあっと顔に血が上るのを感じて我に返った。

「そっ、そう!?」

（どどどど、どうしたのサフィード!?　悪いものでも食べた!?　イリア様のことはどうなったの!?　いてくれてよかったって、どういう意味……!?）
















　質問がぐるぐるしすぎて、追い詰つめられたネズミのようにわたわたとしはじめたマィヤの頭にぽんと手を置いて、サフィードは傍かたわらを抜けた。

「さあ、帰るぞ」

（帰る？　家うちへ？）

「帰ったら仕事だな。一カ月ひとつき分ぶんだからな、ずいぶん溜たまってるぞ」

　旦だん那な様がお帰りになる前に片付けないとな、などと言いながらサフィードは前を歩きはじめる。

「───！」

（それって──これからも側にいてくれてるってこと？）

　マィヤは湧きあがる気持ちを乗せて「うん！」ととびきりの返事をすると、サフィードを追って駆け出した。













　マィヤは皇帝の身代わりの報酬として、シェリーク商会の今年の定てい期き便びん使用回数をゼロにもどしてもらうとともに、積せき載さい量りようを割り増ししてもらった。

　海賊の捕ほ縛ばくが知らされたことで近きん隣りん諸国との交易はさらに活かつ発ぱつになり、シェリーク商会はその年、商会所への上じよう納のう金きんをもっとも多く納めた店として表ひよう彰しようされることとなる。




　しかしその表彰式場に、シェリーク商会店主代理、サフィードの姿はなかった。




　その年の暮れ、アルカダルの西方ファルナスの地に、亡きファルナス大公に連なる公子が帰き還かんした。

　征せい服ふく国こくヴァルティアと旧領をめぐる争いがはじまったのは翌年のことである。

　シェリーク商会は、武器や奴ど隷れいを取り扱あつかわないながらも、この争いに大きく関わっていたといわれる。
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　こんにちは、九く月つき文あやです。

〈わけあり商人の皇こう宮ぐう録ろく〉シリーズ２作目、〈花嫁到とう来らい!?　皇こう帝てい代だい行こうはじめました〉をお手に取っていただきありがとうございます。本巻の概がい要ようといたしましては、




　国交を求めてヴァルティア国から使者がきました。ヴァルティアはアルカダル皇帝に姫を差し出したため、この機に後宮ハレムが復活するのでは？　という朗ろう報ほうに湧わく帝都。この商機チヤンスを逃すまいと、後宮入りに鼻息を荒くする貴族令嬢相手に商売をしていたアティルでしたが、なんと女帝の命めいで皇帝としてヴァルティアの使者の応おう対たい役やくを務つとめることに。

　その任にん務むは、命を狙われる皇帝の身代わりというだけではなく、どうやら裏の事じ情じようがある模も様よう。そしてヴァルティアが連れてきた花嫁は、なんとサフィードの元婚約者で──？




　と、共に理ワ由ケありながら商人として暮らしていたマィヤとサフィードですが、正体を知る人たちがやってきたことで、徐じよ々じよに過か去こがあきらかになってきました。

　よくよく考えるとこの物語、主要人物のほとんどが本名じゃないんですよね。出自が理ワ由ケありのマィヤしかりサフィードしかり、特とく使したちも本名ではなく皇宮内での呼び名ですし。

　本巻でようやく本名の人が出てきて、隠かくしていた名もすこしずつ明らかになって、事情も動きはじめました。よろしければお付き合いくださいませ。




　近きん況きようといたしましては、入院しまして、はじめて全身麻ま酔すいの手術をしました！

　入院は幼いころから持じ病びようでよくやっていたのですが、全身麻酔は初体験です。麻酔ってすごいですね。医い療りようドラマのように一いつ瞬しゆんで意識が落ちました。びっくりしたのは手術翌日から歩かされたことでしょうか。えっ、切った箇か所しよはくっついてないし、まだ麻酔の管くだも刺ささってるし、点てん滴てき打ってるんですけど!?　という状況で歩け歩けと矢の催さい促そく。

　そんなに言うなら動いてやんよっ、と点滴が取れた日から、病院の13階まで階段を上り下りして体力づくり、屋上ではスポーツクラブで習ったトレーニングで汗だくだく。

　……どうやらそこまでしなくてもよかったみたいですね。元気すぎる入院患かん者じやだったおかげで、予定より早く退たい院いんできました。




　それと、本巻執しつ筆ぴつ中ちゆうにＰＣが故こ障しようしました……。

　１巻のときに４代目ＰＣが成じよう仏ぶつして後半まるっと書き直したのですが、そのときピンチヒッターで導入した５代目が今回ドック入り。20年来ＰＣを使っていますが成仏したのは４代目が初めてです。突然お亡くなりになってデータも引き出せず、そしてデータ保存に警戒していた５代目は内部骨こつ折せつしていたようです。古こ参さん組ぐみは故障しらずでいまも現げん役えきで動けるのに、どうしてなのでしょうね。今年前半は、ＰＣもわたし自身も故障難だった模様です。

　４代目も５代目も無料で新品になって帰ってきましたし、わたしも予よ後ご良好のようですので、また身体づくりをしながら頑張ります。




　本巻の制作に携たずさわってくださった皆さまに感謝申し上げます。無事仕上がったのは皆々さまのご尽じん力りよくのおかげです。担当様にはご無理を聞いていただき、いただいたメールの発信時間を見てはムンクの叫びになっておりました。ありがとうございました。




　最後に、本作をお手に取ってくださいました皆さまに感かん謝しやを申し上げします。

　事情を抱えながらそれぞれの場所で生きている彼らが、本来の場所にもどりつつあります。理ワ由ケありな彼らに引きつづきお付き合いいただけると幸いです。




　それではまた、皆さまとお目にかかれることを祈りつつ。
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